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IB の使命
国際バカロレア（IB）は、多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より
良い、より平和な世界を築くために貢献する、探究心、知識、思いやりに
富んだ若者の育成を目的としています。

この目的のために、IBは、学校や政府、国際機関と協力しながら、チャレ
ンジに満ちた国際教育プログラムと厳格な評価の仕組みの開発に取り組ん
でいます。

IBのプログラムは、世界各地で学ぶ児童生徒に、人がもつ違いを違いとし
て理解し、自分と異なる考えの人々にもそれぞれの正しさがあり得ると認
めることのできる人として、積極的に、そして共感する心をもって生涯に
わたって学び続けるよう働きかけています。
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この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール が価値を置く人間性を10 の人物像として表しています。
こうした人物像は、個人や集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員となる
ことに資すると私たちは信じています。

探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するためのスキルを身
につけます。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりし
ます。熱意をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続け
ます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識
を探究します。地域社会やグローバル社会における重要な課
題や考えに取り組みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、
批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理
性的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ
て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のも
のの見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって
行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し
て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に
責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止
めると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく
受け止めます。多様な視点を求め、それらを評価し、その経
験を糧に成長しようと努力します。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良
くするために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実性に対し熟慮と強い意思をもって向き合
います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探
究します。挑戦と変化に、機知に富んだ方法で忍耐強く取
り組みます。

バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生
を構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと
理解しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこ
の世界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、
深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の
長所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らし
さと地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。
ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。

ＩＢの学習
者
像
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学習は、ただ私たちをどこかへ連れて行くだけではなく、将来、私たちがより容易に遠
くまで行けるようにするものでなければならない。

ブルーナー（Bruner 1960: 17）

ＩＢディプロマプログラム（ＤＰ）は、大学在学中の学業の成就やその先の成功に向け

ての礎をつくることを目指しています。また、ＤＰでは、生徒が「積極的に、そして共感

する心をもって生涯にわたって学び続ける」（「ＩＢの使命」より）ことが奨励されていま

す。そのため、ＤＰの教師は、「学習内容を教えるだけではなく、学習者を導く存在とし

ての教師」という極めて重要な役割を果たします。

ＤＰは 1968 年に創設され、創設者の価値観と教育理念は、今日もなおＩＢに大きな影響

をもたらしています。ＩＢの初代事務局長だったアレク・ピーターソンに強い影響を与え

たのは、イギリスの哲学者アルフレッド・ノース・ホワイトヘッドでした。『The Aims of 

Education（教育の目的）』（1916 年刊）の中で、ホワイトヘッドは、断片的な考えと「不

活性な知識」（inert knowledge）を受動的に受け入れることを重視しすぎる教育を強く批

判しました。それに代わるものとしてホワイトヘッドが力説したのは、生徒が、自分自身

の考えをもち、カリキュラムと日々の生活の中でこれらの考えを活かせるということを理

解するように奨励することでした。ＤＰは、創設当時から、広い意味での構成主義的な、

生徒中心のアプローチを採用し、学習の関連づけと同時並行的な学習の重要性を強調し、

また生徒が、自分の学習を、地域的な文脈とグローバルな文脈に関連づける重要性を認識

してきました。現代のＩＢ教育の中心には、今なおこうした考え方が生きています。

本資料は、ＤＰにおける「指導のアプローチ」（approaches to teaching）と「学習のア

プローチ」（approaches to learning）に関して教師とコーディネーターにガイダンスを

提供するものです。「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」は、熟慮されたストラ

テジーやスキル、態度として、指導や学習の場に浸透しています。「指導のアプローチ」

も「学習のアプローチ」も、「ＩＢの学習者像」に示されている人物像と本質的に関連し

ています。そして、生徒の学習の質を高めると同時に、ＤＰの最終評価やその先の学びの

ための礎をつくります。

「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」はまた、すべてのＩＢプログラムの中心的

な目標である、「国際的な視野」をもつ生徒の育成と密接な関連があります。「国際的な視

野」を育成する教育は、「世界を『最大の学びの文脈』として捉える学習環境を築くこと

にかかっています」（『国際バカロレア（ＩＢ）の教育とは？』2013 年刊行）。そのため、

ＤＰにおける効果的な「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」は、３つの主要な要

素、すなわち、グローバルな関わり、多言語主義、多様な文化の理解の促進に特別の注意

を払いながら、グローバルな文脈の中で開発されることが求められます。

ＤＰのすべてのコースにおいて「国際的な視野」が重視されており、これは、ＩＢの使

命、および「世界をより良い場所にする平和のとりでを築くための能力を生徒が身につけ
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る」（Walker 2010: 7）ためには「国際的な視野」が不可欠であるという信念を反映して

います。「国際的な視野」を育成するには、生徒が、自分自身のものの見方、信念、思い

込みに対する理解を深める必要があります。また、それによって、さまざまなものの見方

があることへの生徒の認識が高まります。このように、「国際的な視野」は、生徒自身の

文化的なアイデンティティーやナショナルアイデンティティーを別のものに入れ替えると

いうよりは、それを超えることに関連しています。

本資料の目的は、ＤＰの基本となる「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」をよ

り明確に説明することです。内容は以下の３つのセクションによって構成されています。

• 最初のセクションは、「学習のアプローチ」に焦点をあてます。

• 第２のセクションは、「指導のアプローチ」と、ＤＰの基礎となる教育原理に焦点を

あてます。

• 第３のセクションは、教育的リーダーシップに焦点をあてます。このセクションが

対象とするのは主にＤＰコーディネーターで、学校における指導と学習の新たな取

り組みの開発および実施についてのガイダンスが収載されています。

本資料はまた、ＩＢの「プログラムの基準と実践要綱」を満たすための取り組みに役立

つ方法を学校が特定できるよう、支援を提供することを目的としています。認定のプロセ

ス、および５年ごとのプログラム評価において、学校は、「プログラムの基準と実践要綱」

の達成に向けた進捗状況を示すことをＩＢに提出するように求められます。「指導の 」と

「学習の 」の開発は、すべての基準における実践に関連するものですが、基準Ｃ３の「指

導」と「学習」はＩＢの理念、基準Ｃ４の「評価」はＩＢの評価の理念をそれぞれ反映し

ていることを考えると、本資料におけるガイダンスが学校にとって特に有用なものになる

であろうことが予測できます。これらの基準と実践要綱に基づく詳細なガイダンスについ

ては、ＩＢ資料『プログラムの基準と実践要綱』（2014 年刊行）、（英語版）『The guide to 

school authorization（認定プロセスの手引き）』（2010 年刊行）、および（英語版）

『Programme evaluation guide and self-study questionnaire: Diploma Programme（プログ

ラム評価の手引きと自己評価質問表：ディプロマプログラム）』（2010 年刊行）を参照して

ください。

また、資料内で言及されている各領域に関連する指導案、ＤＰ科目からの特定の例、そ

の他の役に立つＩＢリソース、およびＩＢ資料へのリンクも本資料に収載されています。

また、ＤＰに関する付随資料には、以下のようなさまざまなリソースがあります。

• ＤＰ単元指導案の例（テンプレートおよび完成した単元指導案の例）

• 「学習のアプローチ」に関連する教材やリソースの試験的使用に協力したいくつかの

ＤＰ認定校の取り組みについての短い事例研究

• 指導および学習の分野における専門家へのインタビュー

• 教師が現在の実践について振り返るのに役立つようにデザインされた、教師のため

の「自己振り返り」ツール

• 26 本の短いビデオ

ビデオのねらいは、本資料で提示されている考え方が、世界中の実際のＤＰの教室でど

う活かされているかを例証することです。いくつかのビデオでは、実際のＤＰの授業風景

はじめに
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が収録されており、「指導のアプローチ」または「学習のアプローチ」の具体的な例、ま

た、教師や生徒へのインタビューも含まれています。他のビデオは、ＤＰ認定校における

教育的リーダーシップにより重点を置き、教育的リーダーシップチームとのインタビュー

では、各校の特定の文脈で「学習のアプローチ」にどう取り組んでいるかが語られていま

す。

ＤＰ向けのこれらの「学習のアプローチ」のためのリソースは、教師やコーディネータ

ーに、本資料における考え方を実践にどう活用できるかを示す実例を提供するためにつく

られました。また、これらのリソースは、学校が各自の特定の文脈に適用し応用できるア

イデアやインスピレーションを提供しています。

関連リソース

「学習のアプローチ」に対するリーダーたちの考え（プラハ）

思考スキルとリサーチスキル（ハワイ）

国際バカロレア（ＩＢ）の教育とは？（英語）

はじめに
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思考スキルやコミュニケーションスキルの育成は、学校を卒業した後の生活に向けて生

徒が準備をするにあたって非常に重要な要素であると認識されています。米国の主要企業

で雇用に関わる 400 人の幹部社員を対象とした 2007 年の調査によると、新入社員に求め

られる要件の上位４つは、口頭と記述によるコミュニケーションスキル、批判的思考と問

題解決スキル、プロ意識と職業倫理、そしてチームワークと協働スキルとなっています

（Trilling and Fadel 2009）。同様のスキルは国際教育技術協会（ＩＳＴＥ）や経済協力

開発機構（ＯＥＣＤ）が作成したリストにも挙げられており、また、『Global 

Achievement Gap（世界的な教育格差）』（Wagner 2010）を含む、多くの本のテーマにも

なっています。しかし、現実では、多くの生徒が効果的な学習に必要な基本的スキルを身

につけるのに苦戦しています。例えば、優れたノート作成は学問的な達成と相関関係にあ

りますが、研究によると、多くの大学生は、講義や文献に基づくノート作成のような基本

的スキルの習得にさえ苦労していることがわかっています（Kiewra 1985, O’Donnell 

and Dansereau 1993）。

「学習のアプローチ」に関連するスキルの育成は、単なる認知スキルの発展にとどまるも

のではありません。「学習のアプローチ」スキルの育成には情意スキルとメタ認知スキル

の発展が伴い、それはまた、生徒が学習を「指導を受けて自動的に発生する出来事ではな

く、先を見越すやり方で自分自身のために行うこと」（Zimmerman 2000: 65）としてとら

えるように促すことをも意味します。「学習のアプローチ」スキルと「ＩＢの学習者像」

の特質を身につけることにより、ＤＰの生徒は、「自己管理型学習者（self-regulated 

learner）」（Kaplan 1998）になることができます。自己管理型学習者は、以下の方法を学

ぶと考えられています。

• 学習の目標を自ら設定する方法

• 良質な問いを提起する方法

• 学習のプロセスにおいて自問する方法

• 意欲を生み出し、忍耐力を高める方法

• さまざまな学習プロセスを試みる方法

• 学習の有効性を自らモニタリングする方法

• 達成を振り返る方法

• 必要であれば、学習プロセスを変更する方法

（Zimmerman and Schunk 1989, de Bruin et al. 2011, Wolters 2011）

したがって、ＤＰにおいては、「スキル」という言葉は、認知スキル、メタ認知スキル、

情意スキルを含む広い意味で使われています。「認知スキル」は学校環境においては「学

習スキル（study skills）」と呼ばれることが多く、これにはすべての情報処理スキルと

思考スキルが含まれます。「情意スキル」は、立ち直る力、忍耐力、自己動機づけなどの

「学習のアプローチ」

「学習のアプローチ」
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態度因子の基盤となる行動と感情をコントロールするスキルで、教育上の達成において大

きな役割を担っています。「メタ認知スキル」は、生徒が自分の学習をより深く理解し評

価するために、学習スキルと学習プロセスの有効性を確認する上で使用することのできる

スキルです。これらのスキルは、生まれつきの能力や才能を発揮する際に用いられること

はあるものの、「スキル」と「才能」はその性質を異にします。それは、どのようなスキ

ルであれ、それを使う能力は、テクニックや方法、フィードバックや課題を計画的かつ慎

重に用いることによって高めることができるからです。そのため、スキルは「教えること

ができるもの」であるといえます。

ＤＰ、初等教育プログラム（ＰＹＰ）、そして中等教育プログラム（ＭＹＰ）において、

この認知スキル、メタ認知スキル、情意スキルは、以下の５つの「学習のアプローチ」に

分類されます。

図１

これらのスキルの領域はそれぞれ異なるカテゴリーとして提示されているものの、カテ

ゴリー間には明らかに密接なつながりと重複する領域があります。したがって、これらの

カテゴリーは、相互に関連するものと捉えなければなりません。また、これらの「学習の

アプローチ」スキルは、「ＩＢの学習者像」に見いだされる態度および気質とも密接に関

連します。「ＩＢの学習者像」は、「ＩＢの使命」を、21 世紀において求められる一連の学

習成果に置き換えたものです。このようにわかりやすく具現化された「ＩＢの学習者像」

という理想は、学校や教師の取り組みに方向性と焦点をもたらすとともに、学校関係者が

共通の目的のもと一丸となるための指針となります。

本資料における以下の５つのサブセクションでは、５つの「学習のアプローチ」スキル

のカテゴリーをそれぞれ順番に探究していきます。また、各カテゴリーを構成する具体的

なスキルもいくつか取り上げ、これらのスキルが生徒にはどのように見えるのか、またそ

の育成のための方法についても議論します。

関連リソース

自己管理スキル：自主学習（ウィーン）

コミュニケーションスキル（バンコク）

コミュニケーションスキル（セビリア）

「学習のアプローチ」
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生徒の思考力を育成することは、決して一時的な流行ではなく、教育における最も持続
的かつ壮大な願いのひとつである。

シュワルツとパーキンス（Swartz and Perkins, 1989: 5）

思考スキルの育成は、すべてのＩＢプログラムに大きな影響を与えている構成主義的ア

プローチの重要な特色です。このアプローチでは、教師は「学習のプロセスを通じて、生

徒の批判的思考、分析、および統合を促し、喚起しつつ、生徒を導く」まとめ役と見なさ

れます（Briner 1999: 1）。「考える人」であることは「ＩＢの学習者像」が示す特質の１

つであり、「私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、批判的かつ創

造的に考えるスキルを活用します。率先して理性的で倫理的な判断を下します。」という

表現によって定義されています。

ＤＰにおいて「知の理論」（ＴＯＫ）コースに重点が置かれていることからも明らかであ

るように、ＤＰの特長は、生徒の思考スキルを発達させる機会だけでなく、「考える人」

および学習者としての自覚を促す機会を提供していることにあります。ＤＰにおいて特別

な役割を担うＴＯＫは、「私たちが『知っている』と主張することを、私たちはいったい

どのようにして知るのか」を考察する機会を生徒に提供します。ＴＯＫの学習は、教科学

習を支えるとともに、教科学習に支えられるものでもあり、すべてのＤＰ科目の「指導の

手引き」は、教師が担当科目においてＴＯＫとのつながりを見つける方法を提案していま

す。

指導のアイデア

ＴＯＫコースの一環として、ＤＰの生徒は、異なる分野（自然科学、歴史、芸術など）

において用いられる知識を得るための方法を比較・対比します。担当するＤＰ科目で使用

される方法について、生徒とディスカッションをします。担当科目で使用される方法はど

のようなものですか。また、それらの方法のどのような点が、知識を生成しますか。これ

らの方法の基本にある前提は何ですか。これらの方法の限界もしくは制約は何ですか。

思考スキルという用語は多くの関連するスキルの集合体を意味し、ＤＰにおいては、メ

タ認知、振り返り、批判的思考などのスキルが特に重視されます。また、思考スキルの多

くの分類においては、「批判的思考と創造的思考を後押しする、好奇心、柔軟性、問題提

起、意志決定、理性的であること、創造性、挑戦すること、およびその他の振る舞い」

（Costa and Kallick 2009）などの関連する振る舞いが強調されています。このように、

一連のスキルの構築を促すことが生徒の思考を育成する決定的な要素である一方で、開か

れた心や好奇心といった気質を養うことも同じく重要です。

メタ認知とは、スキルなのか、スキルの集まりなのか、または単に心の状態なのかにつ

いては議論の余地がありますが、メタ認知は、本質的には「学習に関与する認知的プロセ

スの能動的な制御に関わる高次の思考」（Hattie 2009）を意味しています。したがって、

「学習のアプローチ」

思考スキル
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メタ認知を育成することは、他のすべてのスキルの向上の基本になります。生徒のメタ認

知的自覚（metacognitive awareness）を促すことは、情報を処理する方法、パターンを

見つける方法、概念的な理解を構築する方法、および主要な事実や考え方を記憶にとどめ

る方法を生徒がより意識するようになることにつながります。最も基本的な学習課題を達

成する際にも何らかの手法やストラテジーを活用していることを生徒がいったん意識する

ようになれば、より効果的な、あるいは効率的な方法で同じ成果が達成できるかどうかを

生徒が検討するように促すことができます。そして、生徒が新しい学習方法を試みて、そ

の結果を評価するように奨励することが可能になります。

振り返り
メタ認知と同じく、振り返りは、学習において特に重要な役割を果たす思考スキルです。

教育における、体系化された振り返りの価値は広く認識されており、通常、さまざまな要

素が異なる形で学習プログラムに組み込まれています。振り返りは、記述（例：振り返り

の文章、読書記録、事例研究）、口頭 （例：プレゼンテーション、ビデオ日記、ディスカ

ッション）、または芸術的・創造的表現（例：議論を促すのに役立ちそうな場面を捉えた

写真やその他の画像）の形で行うことができます。また、複数の形式の要素が含まれるこ

ともあります（例：生徒のポートフォリオ）。ブログ（振り返りのための日誌）、ウィキ

（協働的なウェブページ）、デジタルストーリー、ポッドキャスト、双方向的なミニブロ

グ、そしてソーシャルネットワーキングといったオンラインツールも、振り返りのための

よい機会を提供します。

重要なのは、振り返りの作業が生徒にとって意味があるものであること、つまり、機械

的な、もしくは型にはまった作業にならないということです。効果的な振り返りは、生徒

がより深く考えるように意欲をかき立てるものであり、生徒はこの作業の役割を明確に理

解する必要があります。これは、（役に立つ場合もあるものの）必ずしも生徒に振り返り

の具体的な理論やモデルを紹介することを意味するわけではなく、むしろ、学習のすべて

の段階（学習の前、学習中、学習後）において、適切に設計された振り返りの作業に十分

な時間を割り当てることを意味します。もう１つの有益なアプローチは、異なるタイプの

振り返りを区別することです。例えば、ＤＰの「コア」である３つの必修要件はすべて、

振り返りとの関連において、重視される点がわずかに異なります。すなわち、「知の理論」

（ＴＯＫ）では認知的な振り返りに、「課題論文」（ＥＥ：extended essay）ではプロセス

の振り返りに、そして、「創造性・活動・奉仕」（ＣＡＳ）では、情意的な振り返りにそれ

ぞれ重点が置かれています。

高次の思考
思考スキルの議論と分類においては、多くの場合で 高次の思考スキルという用語が使用

されます。高次の思考スキルと低次の思考スキルという区分は、ブルームによる思考スキ

ルの分類法（1956）がもとになっています。ブルームの分類法では、知識獲得、理解、応

用から成る低次の思考スキルと、分析、統合、評価から成る高次の思考スキルを区別しま

す。ブルームの分類法は、後にアンダーソンとクラスウォール（2001）によって改訂され

思考スキル
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ましたが、この際に階層構造の厳密さがわずかながら緩和されたことで、カテゴリーの間

で重複する部分が増えています。

カテゴリー 関連する思考スキル

1. 記憶する 認識、 想起

2. 理解する 解釈、例示、分類、要約、 推論、比較、説明

3. 応用する 遂行、実施

4. 分析する 個別化、組織化、特定

5. 評価する 確認、批評

6. 創造する 着想、計画、創出

（Anderson and Krathwohl, 2001）

ＤＰの科目は、単なる内容の記憶ではなく高次の思考スキルの育成を重視します。これ

は、ＤＰのねらいにも明確に表れています。例えば、グループ３におけるすべての科目の

共通のねらいには、「個人や社会の本質およびその活動に関する理論、概念、議論を認識

し、それらを批判的に分析、評価する力を育てる」という項目があります。また、ＤＰの

科目が育む高次の思考スキルは、ＤＰの試験問題で使用される指示用語の中にも見てとる

ことができます。例えば、試験問題では、「分析しなさい」、「評価しなさい」、「比較しな

さい」などといった形で生徒に指示が与えられます。ほとんどのＤＰ科目の「指導の手引

き」には、指示用語のリストが記載されていますが、重要なのは、これらの用語に親しむ

ことにより、生徒が、自分の回答において何を示すことが期待されているのかを明確に理

解できるようになることです。

指導のアイデア

ＤＰの授業計画を立てる際は、高次の思考を促すためにはどのような問いを投げかけれ

ばよいのかを検討してください。また、生徒に自分の回答について深く考える時間を与え

ずにただ単に先を急ぐ、さながら卓球のラリーのような質問と答えの応酬をするのではな

く、問いに対する答えについて生徒がじっくり考えることができるよう、そのための時間

を必ず授業計画に組み込むようにしてください。

思考に関する最近の研究の中で最も影響力のあるものとしては、ハーバード教育学大学

院の「プロジェクト・ゼロ（Project Zero）」チームによる研究が挙げられます。このチ

ームによる「思考の文化」プロジェクトは、「グループとしての集合的な思考が、個人の

思考と同じように評価および可視化され、グループのメンバー全員のいつもの日常的な経

験の一部として積極的に奨励される」（Ritchhart et al. 2011）ような教室の雰囲気をつ

くる重要性に焦点をあてています。このアプローチでは、思考を付加物と捉えるのではな

く、学校文化や学校の日常的な生活の中へと組み込むことの重要性が強調されています。

この目的の達成を促すために同プロジェクトによって開発された実践的な指導方法の１つ

に、「思考の可視化」（Ritchhart et al. 2011）があります。以下はその例です。

思考スキル
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結びつける、拡張する、挑

戦する

（生徒が、古い知識と新しい

知識を関連づけるのを促すル

ーチン）

生み出し、分類し、関連づ

け、詳述する

（概念地図のルーチン）

かつては...と考えたが、今

では...と考える

（考えがどのように、そし

てなぜ変化したかに効果的

に振り返るためのルーチン）

見出し

（生徒が、アイデア、出来

事、トピックなどの本質を把

握するために、新聞スタイル

の見出しを書くルーチン）

主張、裏づけ、問い

（主張を探究するルーチ

ン：生徒がある主張をし、

その主張の根拠を特定し、

次に、その主張に関する問

いを提起する）

シンク・ペア・シェア

（Think, pair, share）

（生徒が個人的に考え、次

に、考えたことをパートナ

ーと共有し比較するルーチ

ン）

関連リソース

インタビュー：ロバート・スワーツ

思考スキル：批判的思考（ニューヨーク）

思考スキル：思考の可視化（プラハ）

思考スキル
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ほとんどの人は、理解するつもりで聞いてはいない。何と答えようかと考えながら聞い
ている。

スティーブン・コヴィー（Stephen Covey, 2004: 239）

雇用に関わる幹部社員に、将来雇うことになるかもしれない社員にどのようなスキルを

求めているかを尋ねた調査では、多くの場合、口頭および記述によるコミュニケーション

スキルが上位に挙げられています（例：Wagner 2010 の調査を参照）。学校教育の最終学年

の学生や生徒は、このことを十分に理解しておく必要があります。というのも、高いコミ

ュニケーションスキルという要件は、多くの場合において、職務記述書の中でほのめかさ

れているか、明確に規定されているからです（Krapels and Davis 2003）。

ＤＰ認定校では、優れたコミュニケーションスキルは、あらゆる科目における成功だけ

でなく、他の生徒や大人（教師、学校管理職、または保護者）と良い関係を築き、それを

維持するのに必要となります（Gallagher 1991）。また、優れたコミュニケーションスキ

ルは、社会的自己効力感の向上（Erozkan 2013）、そして自尊心および自信の向上

（Riggio, Throckmorton and DePaola 1990）と有意な相関関係にあることがわかっていま

す。

コミュニケーションスキルという用語は、非常に意味が広く、コミュニケーションのさ

まざまなスキルと形態の集まりから構成されています。メルボルン大学は、シスコ、イン

テル、マイクロソフトの協力のもと、「Assessment and Teaching of 21st Century 

Skills（21 世紀型スキルの評価と指導）」（ＡＴＣ 21 Ｓ）プロジェクトに向けた基本文書

として、高い影響力をもつ白書を作成しました。その中で、若者に必須のコミュニケーシ

ョンスキルは以下のとおりであると述べています（Binkley et al. 2010）。

• 異なる状況や目的に合わせて、さまざまなメッセージを記述または口頭の形式で伝

達し、理解する能力、またはこれらを他者に理解させる能力

• 多様なコミュニケーションの状況下においてさまざまな口頭によるメッセージを聞

き、それを理解する能力、および簡潔かつ明確に話す能力

• さまざまな目的（情報収集、研究、または楽しみのため）と多様なテクストの種類

に適した方法を採用して、異なるテクストを読み、理解する能力

• さまざまな目的に合わせて異なるタイプのテクストを書く能力、および「書くプロ

セス」（草稿から校正まで）を管理する能力

• 口頭または記述により、説得力のある方法で自分の主張を明確に述べ、表現形態（記

述もしくは口頭）を問わず他の観点を十分に考慮に入れる能力

• 記述または口頭（スピーチ、会話、説明、インタビュー、討論など）の形式による

複雑なテクストを作成、提示、または理解するための補助手段（ノート、図表、地

図など）を活用するスキル

「学習のアプローチ」

コミュニケーションスキル
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これらのコミュニケーションスキルはすべて、ＤＰにおいて極めて重要な役割を果たし

ます。例えば、ＤＰの「コア」である３つの必修要件において、生徒は、多くの異なる方

法でコミュニケーションをとることが求められます。ＴＯＫでは、生徒は、論文と口頭に

よるプレゼンテーションの両方に取り組み、どちらにおいても、明確で一貫性のある議論

を組み立てる必要があります。「課題論文」では、上記にもあるように、草稿から校正ま

での「書くプロセス」を管理するスキルが特に重要になります。そしてＣＡＳでは、多く

の場合において、生徒は地域社会のメンバーとの効果的な交流やコミュニケーションが求

められる奉仕活動に取り組みます。

指導のアイデア

ＣＡＳ活動の計画において生徒をサポートする場合は、活動において関わる人々や地域

社会とコミュニケーションをとる方法について慎重に計画し、熟考するよう生徒を促して

ください。また、潜在的な課題だけでなく、アドボカシー（権利擁護や提言）などの行動

を通じて積極的にコミュニケーションスキルを利用する機会についても検討することを奨

励してください。

コミュニケーションスキルを育成する方法
生徒のコミュニケーションスキルの発達を促すために教師が利用できる簡単な方法には

さまざまなものがあります。例えば、メンドラー（2013）は、教室における良好なコミュ

ニケーションを促すための簡単なヒントとして以下の８つを挙げています。

• 特に会話で苦労している生徒と一緒に、上手な会話方法をモデル化する。

• ジェスチャーを用いることを奨励する。

• 酷評や中傷的なコメントに異議を唱える。

• オープンな問いを投げかける。

• 知識より思考を優先させる。

• 堅苦しくない、打ち解けた会話をする。

• アイコンタクトをとる。

• 発話の順序交代（turn-taking）を促す。

（Mendler, 2013）

コミュニケーションスキルと社会性スキルとの間のつなが
り
コミュニケーションは、アイデアや情報の交換を伴う双方向的なプロセスです。これは、

コミュニケーションスキルと、次のサブセクションのテーマである社会性スキルの間に特

に強いつながりがあることを意味しています。例えば、多くの 10 代の若者にとって、イ

ンターネットは、Ｅメール、フェイスブック、ツイッター、チャット、ブログ、ゲームな

ど、ツールは何であろうと、他者との結びつき（コミュニケーションおよび社会的な相互

作用）を意味します。これは、今日の参加型の社会文化であり、そこでは、メディアスキ

ルと融合した創造性、コミュニケーション、協働が、一般的な価値観になっています。こ

コミュニケーションスキル
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れらのスキルは、時に「メディアリテラシー」と呼ばれます。アメリカ合衆国における研

究では、インターネットを利用する 10 代の若者の 57%（約 1200 万人）が、インターネッ

トのためのコンテンツを作成していることが明らかになっています。彼らは、学校、友

人、または組織のためにブログやウェブページを作成し、自らが作成したアート作品やス

トーリー、写真やビデオをオンライン上で共有したり、あるいは他のオンラインコンテン

ツをリミックスして、新たな作品をつくったりしています。レンハードとマデン（2005）

の調査では、以下のことが明らかになりました。

• インターネットを利用する 10 代の若者の 33％は、自分自身のアート作品、写真、

ストーリー、ビデオなどの創作物をオンライン上で共有している。

• 32%は、自分が属するグループや友人を含む他者のために、または学校の課題で、ウ

ェブページやブログを作成またはそこで作業をしたことがあると報告している。

• 22%は、自分の個人的なウェブページをもっていると報告している。

• 19%は、自分のオンライン上の日記またはブログを作成したことがあり、38%はそれ

らを読んでいる。

•

このようなオンライン活動は、コミュニケーションスキルの発達を促すための画期的な

機会を提供するものです。

関連リソース

コミュニケーションスキル（ワシントン D.C.）

社会性スキルとコミュニケーションスキル（シンガポール）

ケーススタディ：Jane Schaffer Paragraph－カリキュラムを超えた、書く力の体系的

な育成

コミュニケーションスキル
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学校において有意義な日々を送るためには、生徒は、生徒間でのコミュニケーションや

振る舞い、そして対教師のコミュニケーションや振る舞いの両方に長けている必要があり

ます。これらのスキルは、コミュニケーションスキルや、「ＩＢの学習者像」の中の「思

いやりのある人」といった特質と密接なつながりがあります（例えば、自分の振る舞いが

他人に対して及ぼす影響を意識するという思いやりは、社会性スキルにつながります）。

また、学習という行為自体も、社会的な要素を強くもっていると見なすことができます。

この考え方は特に、「人間の学習は、特定の社会的な性質と、子どもが成長して周囲の人

間の知的な生活に参加するプロセスを前提としている」とした主張したヴィゴツキーの思

想に関連するものです（Vygotsky 1978: 88）。このアプローチにおいては、学習は基本的

に能動的な社会的プロセスであり、協働は理解を構築し、意味をつくり出す重要な方法で

あると捉えられています（この教育的アプローチについての議論の詳細に関しては、本資

料の「効果的なチームワークと協働を重視する教育」を参照してください）。

社会性スキルを発達させるための具体的な訓練は、特に何らかの形の行動的困難をすで

に抱えている生徒にとって、数多くの恩恵をもたらす可能性があります。幼年期における

社会性スキルの欠如は、成人期の重大な問題を最もよく予測する要素であることがわかっ

ており（Strain and Odom 1986）、このような欠如は一般的な生徒の集団よりも、学習お

よび行動上の問題をもつ 10 代の生徒の中でより頻繁に見られます（Elksnin and Elksnin 

1998）。1991 年の研究では、対人恐怖のある 99 人の生徒のうち 91%が、授業への積極的な

参加の欠如、口頭のプレゼンテーションやグループワークを求める課題に対する恐怖など

が学問的なパフォーマンスに悪影響を与えていると報告しました（Turner et al. 1991）。

指導のアイデア

個人差への理解を促す

「ＩＢの使命」は、生徒が「人がもつ違いを違いとして理解し、自分と異なる考えの人々

にもそれぞれの正しさがあり得ると認める」ことを奨励しています。ＩＢがなぜこの一文

を「ＩＢの使命」に含めたのかを生徒とディスカッションします。また、このようなスキ

ルが重要となった場面に遭遇したことがあるか、また遭遇しそうな状況についても話し合

うとよいでしょう。

社会性スキルという用語には、広範なスキルの集まりが含まれます。例えば、ウォーカ

ー（1983）は、社会性スキルを「a）個人が良好な社会的関係を築いて維持することを可

能にし、b）仲間による受け入れや学校への十分な適応に寄与し、c）個人がより大きな社

会環境に効果的に対処することを可能にする一連の能力」と定義しています（Walker 

1983: 27）。しかし、社会性スキルのカテゴリーの中で特に重要となるスキルは、協働で

す。

「学習のアプローチ」

社会性スキル

13「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」



協働
協働による学習は、事実に対する理解を深め（Fall et al. 1997）、生徒の意欲と関心を

高め（Cumming 2010）、能力の低い生徒の学問的なパフォーマンスを改善し（Saner et 

al. 1994）、学習への満足度を高める（Klein 1992）ことがわかっています。

協働作業のもう１つの主な利点は、それが高次の思考へとつながるきっかけになり得る

ということです。例えばゴクヘール（1995）は、「協働学習の提唱者は、小規模グループ

内での活発な意見の交換は参加者の間の関心を高めるだけでなく、批判的思考をも促すと

主張する」と述べています（Gokhale 1995）。ディスカッションや議論は、批判的思考と

多くの協働作業の重要な側面です。また、独創的な発想や問題解決といったタスクは、生

徒が協働的な振り返りに取り組むことで刺激を受け、より良い成果を出すことができる二

つの例だと言えます。さらに、ジョンソンとジョンソン（1983）によれば、「生徒がグル

ープで協力して作業をする場合には、生徒同士が競争したり個々で作業したりする場合に

比べて、より論理的な思考法が生まれ、批判的思考力も向上する」（Costa and Lowery 

1989: 17 より引用）ことがわかっています。

また、個々で静かに作業をする生徒に比べて、協力的なチームで作業をした生徒の方が

より高い思考レベルを達成し、より長い間情報を記憶するという研究結果もあります。さ

らに、「他者との共同作業では、グループの成果に対する責任が加わるため学問的な取り

組みが促進され、それによって、個人は、通常よりも長い時間難しい課題に辛抱強く取り

組むことができる」ケースもあることがわかっています（Lai, 2011: 22）。協働による活

動は、議論に参加し、異なる観点に触れる機会を生徒に与え、これは、「協働的な学習と

批判的な振り返りは自然に結びつく」（Kagan 2003）ということを意味しています。

教師は、生徒が社会性スキルと協働スキルを実践、向上するための機会を教室の中で提

供します。グループワークによる形成的評価課題は、生徒の協働スキルを向上させる格好

の機会であり、生徒の意欲を高めることにもつながります。

効果的な協働作業を計画する際に役立つ方法の例に、アレクシス・ウィギンス（2011）

が考案した Spider Web Discussion があります。この名称の「ＳＰＩＤＥＲ」の部分は頭

字語になっており、グループ課題とそのプロセスの特定の側面を表現しています。

synergetic（共同の）――グループによる協働的な取り組みで、グループ全体に対して１
つの評価が与えられる

process（プロセス）――実践して磨きをかけるプロセス
independent（自立した）――生徒は自立して作業を行い、教師はそれを見守ってフィ

ードバックを与える
developed（構築される）――「どこかへたどり着く」ことを目指して構築される、持

続的なディスカッション
exploration（探究）――ディスカッションによって、アイデア、テクスト、または疑問

を探究する。
rubric（評価指標）――生徒は明確かつ具体的な評価指標に照らして自己評価を行う

（Wiggins, 2011）

「ウェブ」という言葉は、この方法の２つの側面を表しています。まず、クモの巣（web）

は、ディスカッションの形態を視覚的に表現しています。また、これはプロセスの比喩で

もあります。つまり、ディスカッションにおいては、クモの巣の糸のように、参加者全員

が同じように自分の役割を十分に果たす必要があります。さもなければ、クモの巣は丈夫

社会性スキル
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にはなり得ません。Spider Web Discussion では、モデル化、記号化、グループに対する

評価やフィードバックセッションなどのプロセスを通じて、以下が達成されるとウィギン

スは論じています。

生徒は問題解決において互いに協働し、そのプロセスを自己評価するように訓練される。
その結果生じるのは、生徒自身によって導かれ評価される、高いレベルの綿密な探究と、
すべての生徒の中から生まれる真の協働者、コミュニケーションができる人、そして自己
評価者である。ウィギンス

ウィギンス（Wiggins 2011）

このような方法は、探究している学問的なテーマに対する取り組みを深める一方で、リ

スニングスキル、対立関係の解消、意志決定、問題解決、交渉、および仲間との関わりと

いった社会性スキルも育成します。

社会性の学習と情動の学習との関連性
自己管理に関連する社会性スキルと情意スキルの間には、密接なつながりがあります。

例えば、学習・社会性・情動学習促進協同チーム（ＣＡＳＥＬ＝ Collaborative for 

Academic, Social, and Emotional Learning）は、５つの中核的な社会性と情動の能力を

特定しました（図２を参照）。

図 2
ＣＡＳＥＬの中核的な社会性と情動の学習能力（2013）

（http://www.casel.org/social‐and‐emotional‐learning/core‐competencies より転載）

このアプローチは、他の人のものの見方を取り入れる能力や、効果的な人間関係を築く

能力などの要素を重視している一方で、生徒が自分自身の感情と振る舞いをコントロール

する能力を育むことの重要性も強調しています。これは、自己管理スキルに関連する情意

スキルに密接につながっています。

関連リソース

社会性スキル：協働（ホーチミン市）

社会性スキル
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関連リソース

ケーススタディ：パモジャ・エデュケーション（Pamoja Education）協働スキルの育成

ＩＢ教師にとっての「全人的な教育」とは（英語）

社会性スキル
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管理・調整スキル
ＤＰでの成功に必要とされる最も重要なスキルのひとつは、管理・調整スキルであり、

その中でも特に時間管理スキルが重要となります。中等教育および高等教育レベルの生徒

は、この分野における自身のスキルの欠如を強く意識しているものの、多くの場合、それ

を克服するための効果的な方策をもち合わせてないようです（Weissberg et al. 1982）。

上手な時間管理は、自己管理学習（self-managed learning）または自己主導型学習

（self-directed learning）の特徴の１つであると考えられています（McCombs 1986）。ま

た、効果的な時間管理は、ストレスを軽減し（Lay and Schouwenburg 1993）、学問的なパ

フォーマンスを向上させ（Campbell and Svenson 1992）、「戦略的な」学習の成功に大い

に貢献する（Kirschenbaum and Perri 1982）ことがわかっています。時間管理は、必ず

しも生徒が自然に身につけることができるスキルではありません。他のすべての「学習の

アプローチ」スキルと同じように、時間管理は、指導とモデル化を必要とする特殊なスキ

ルです。生徒が自分の行動をきちんと管理し、時間を守り、年間を通して規律正しく学習

し、土壇場でパニックを起こすことなくすべての締め切りに間に合うように行動すること

を期待するなら、教師は、生徒がこれらの目標を達成するのに役立つ方法を実践して手本

を示す必要があります。ＤＰの教師は、締め切りを調整し、学年を通じて十分な間隔をと

って評価を行うことで、生徒の時間管理をサポートすることができます。また、教師は、

生徒が課題を達成可能なステップに分け、それぞれのステップのスケジュールを組み立

て、テストや試験のための学習計画を綿密に立てて、学習予定表を作り上げるプロセスを

サポートすることができます。これは、時間管理の大幅な改善につながるでしょう。

指導のアイデア

生徒に不要なストレスを与えないためにも、すべてのＤＰ科目の教師とともに、課題、

テスト、内部評価の日程を調整してください。これは優れた管理・調整スキルの見本にも

なります。

時間管理がうまくいかない理由の１つとして、 時間のコントロールに対する認識が挙げ

られています（Macan, Shahani, Dipboye and Phillips 1990）。生徒によっては、時間の

コントロールは自分の手には負えないものだと感じ、その結果さらにストレスを抱え、す

るべきことを先延ばしして質の低い成果しか出せないというケースもあります。このよう

な状況において鍵となる要素は、時間が足りないことではなく、「コントロール」に対す

る認識です。そのため、この領域における成果の改善は、１つは時間管理の方法そのもの

から、もう１つは生徒の姿勢と認識から生まれます。そしてこれらは、情意スキルの習得

に影響される可能性があります。

「学習のアプローチ」

自己管理スキル
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情意スキル
情意スキルの習得は、自己管理スキルの習得の主要な部分を占めます。このスキルを高

めることにより、生徒は自分の気持ちやモチベーションをある程度コントロールし、挫折

や困難に効果的に対処する能力を身につけることができるようになります。また、「学習

のアプローチ」におけるこの領域と、「生徒の心身の健康」という極めて重要な領域の間

には密接なつながりがありますが、過去においては、情意スキルは「学校生活の他の側面

からほとんど切り離される」傾向にありました（Konu and Rimpelā 2002）。

自己管理スキルの情意的側面は教えることが可能で、生徒の意欲、立ち直る力、そして

学問的成功に大きな効果をもたらす可能性があります。例えば、リラックスするための訓

練は、試験への不安感を軽減し、成績を上げるのに役立つことがあります（Hembree 

1988）。ＤＰの生徒が学習上の課題に対処するのに必要となる３つの重要な情意スキルは、

立ち直る力、自己動機づけ、そしてマインドフルネスです。

立ち直る力
「立ち直る力」は、ＤＰで良い成果を収めるために必要となるほぼすべての情意の要素を

包含する概念です。立ち直る力のある学習者は、心の集中を保つことができ、粘り強く感

情的にも安定していて、自分自身でモチベーションを高めることができます。したがっ

て、学習に必要となる立ち直る力の育成に重点を置くことで、他の多くの重要な情意スキ

ルも同時に実践、および育成される可能性があります。学習のための最適な条件は、易し

すぎたり難しすぎたりする目標によってではなく、チャレンジに満ちていながらも達成可

能な目標によって生み出されると考えられています（Csikszentmihalyi, Rathunde and 

Whalen 1993）。どのような挑戦も、失敗や挫折の可能性を伴います。しかし、立ち直る力

をもつ学習者にとっては、この可能性こそが挑戦を面白くし、本来の意欲を引き出す要素

であるといえます（Alfi, Assor and Katz 2004）。

「学習のアプローチ」スキルと「ＩＢの学習者像」との間の関連性として特筆すべきもの

の中に、「立ち直る力」と、人物像の１つである「挑戦する人」との間のつながりがあり

ます。立ち直る力は、自己管理におけるきわめて重要な要素であり、それには「誤りから

学ぶ」ということが含まれます。ＤＰにおける評価は重大な結果を伴うため、ＤＰの生徒

は多くの場合において「成功」という大きなプレッシャーを感じています。そのため生徒

は、「失敗を覚悟で挑戦しよう」という気持ちにはなりにくいかもしれません。『まちがっ

ている―エラーの心理学、誤りのパラドックス（Being Wrong: Adventures in the Margin 

of Error）』の著者であるキャスリン・シュルツは、誤りに対する否定的な見方を批判し、

次のように述べています。

私たちが間違うすべての物事の中で最も間違っているものは、「誤り」という考え自体だ
ろう。それは「誤りについての誤り」である。つまり、私たちは誤りが何を意味するかに
関して間違っているのだ。間違える能力は、知的に劣っているサインでは決してなく、む
しろ人間の認識力にとってきわめて重要な要素である。

シュルツ（Schulz 2011: 5）

したがって、リスクをとるということは、「上手に失敗する」という考えに密接に関連し

ています（King 2009）。そして、ここで重要になるのは、生徒が「初めからうまくやらな

自己管理スキル
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ければならない」と感じることのない雰囲気を教師がつくり出すことです。学習を「誤り

についての振り返りを通じて次第に向上するプロセス」と捉えることで、生徒が質問を

し、リスクをとり、より大胆な思考を行い、より創造的なアイデアを出すように奨励する

ことができます。

自己動機づけ
自己動機づけもまた、学習の成功の中核となる要素です。アルフィ・コーンが『報酬主

義をこえて（Punished by Rewards）』（2000 年刊）で指摘しているように、実際には、誰

も他の誰かを動機づけることはできません。したがって、本当の意味での唯一の動機づけ

は、自己動機づけであるといえます（Brandt 1995）。私たちが教師としてしたいと望むこ

とができるのは、自己動機づけが起こるように生徒をサポートし、またその発展のプロセ

スを促進するために、自分の影響下にある要素を調整することだけです。興味深いこと

に、内発的動機づけの研究では、生徒の自律性と自己主導性の発達を支援する教室環境

は、同時に、生徒の内発的動機づけを高めて、学習者としての力を向上させるのに役立つ

ことがわかっています（Deci 1975）。その一方で、学習の成果に対して有形の報酬を用い

る教室環境は、内発的動機づけを弱める傾向があります（Deci, Koestner and Ryan 

1999）。

マインドフルネス
マインドフルネスなどの心理学的なテクニックは、精神的なリラクゼーションの実践に

重点を置いています。教育的な文脈では、マインドフルネスの訓練が脳の機能の向上につ

ながる可能性があるということがわかっており（Brown, Ryan and Cresswell 2007）、読

解力や作動記憶容量（Mrazek et al. 2013）、数字の記憶範囲（Chambers, Lo and Allen 

2008）、そして視覚的または空間的な処理効率（Kozhevnikov et al. 2009）の向上が報告

されています。 マインドフルネスは、ただ自分の知覚にしたがってそれにより意識を向

けるようにし、思考においてもそれが起こるに任せることを意味します。

生徒が、「この瞬間にとどまる（stay in the moment）」方法を学ぶように促すことは、

注意散漫を克服し、注意力を高めて、集中力を向上させるのに役立ちます（Brefczynski-

Lewis et al. 2007）。学校教育のすべてのレベルにおけるほとんどの生徒、そして大半の

保護者が、学問的なパフォーマンスを向上させるために克服すべき唯一で最大の問題は、

注意散漫に対処して学業に集中する能力を身につけることであると認識しています。生徒

が身につけることをサポートできるスキルの中でも、集中力を高めることは最も重要な要

素の１つであり、したがって何らかの指導によってこのスキルの習得を促すことは有意義

な結果につながるかもしれません。

指導のアイデア

マインドフルネスの訓練、または他の同様のテクニックによって生徒の集中力を高める

可能性を探究してください。

自己管理スキル
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関連リソース

自己管理の方法（トロント）

ケーススタディ：教室に「マインドフルネス」を取り入れる

ケーススタディ：自己管理スキルの育成

自己管理スキル
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ほとんどの生徒は、リサーチとは検索ボックスにキーワードを入れることだと考えてお
り、これは、他の方法の重要性の過小評価にもつながっている。

ニコラスとメリンガー（Nichols and Mellinger 2007）

リサーチスキルの習得は、例えば「課題論文」（ＥＥ）に重点が置かれていることからも

わかるように、ＤＰにおいて中心的な役割を担っています。「課題論文」は、指導教員の

サポートとアドバイスを受けながら、生徒が自分自身で選択したトピックに関する研究に

自立的に取り組む機会を提供します。「課題論文」は高い水準を要求する課題であり、優

れたリサーチスキルと論文執筆能力を育成することを意図しています。また、学校環境に

おいて、指導教員のサポートとアドバイスのもとこのような課題を完成させる目的は、大

学での学びに向けたしっかりとした礎をつくることにもあります。大学では通常、ＤＰの

ようなシステムやスキャフォールディング（足場づくり）、サポートなしで同様の課題に

取り組まなければなりません。

リサーチスキルはまた、探究を基盤とした指導の中心に置かれており、すべてのＩＢプ

ログラムに大きく影響しています。マッキニー（2014）は、「このタイプの教育的アプロ

ーチは生徒に高度な情報リテラシー能力を要求すること、また、探究に基づく学習カリキ

ュラムの中では情報リテラシーの習得をサポートする必要があることが広く認識されてい

る」と述べています（このアプローチの詳細に関しては、本資料で後述する「探究を基盤

とした指導」を参照してください）。

また、効果的なリサーチスキルと学問的誠実性の間には重要な関係があります。ＩＢで

は、生徒が意図的に学問的不正行為に関与したケースがいくつか確認されているものの、

例えば、引用や出典明記に関するリサーチスキルが欠けていたために、自分では気づかな

いうちに学問的不正行為を行っていた例の方がはるかに多く見られます。すべてのＤＰの

生徒は、他人の成果物や作品、思想、アイデアなどを評価用の成果物に取り込んだ場合、

完全かつ詳細にそれを明らかにしなければなりません。ＩＢでは、生徒の使用すべき参考

文献の書式や引用形式を指定しておらず、これらは学校の裁量に委ねられています。しか

し、生徒は、適切な書式を用いて、これを一貫して使用することが求められています。学

問的誠実性の詳細は、ＩＢ資料『学問的誠実性』（オンラインカリキュラムセンター（Ｏ

ＣＣ）で入手可能）に記載されています。

指導のアイデア

課題で使用するために生徒が選んだリソースの価値と限界について話し合い、考察する

ことで、リサーチスキルと批判的思考のスキルの向上を促してください。

「学習のアプローチ」

リサーチスキル
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21 世紀のリサーチスキル
質の高いリサーチスキルは、常に学問的な取り組みの中心に位置してきましたが、利用

されるメカニズムと情報の伝達手段は、ここ 30 年の間に目覚ましい変化を遂げました。

1981 年に、マーランドはリサーチスキルを以下の９つの連続的な段階に分類しました。

• 何が必要かを特定し、分析する。

• 適切な情報源を特定し、評価する。

• 個々のリソースを見つける。

• 情報源を調べ取捨選択する。

• 情報源を綿密に調べる。

• 情報を記録し保存する。

• 集めた情報を解釈、分析、統合、評価する。

• 結果として生じた成果物を提示し伝達する。

• 達成したことを評価する。

これらはすべて、当時と同じく今でも重要なリサーチスキルです。しかし、電子図書館

やインターネットの存在により、これらのスキルのいくつかは、以前と比べて適用範囲が

はるかに広くなっています（Barry 1997）。

今日のリサーチでは、多くの場合において、入手可能な情報を比較、対照、検証したり、

データを選別して処理しやすい分量にしたりすることが以前と比べてはるかに多く求めら

れます。しかし、的確な研究課題を設定するなどといった基礎的なリサーチスキルは、以

前と同じように重要です。

指導のアイデア

口頭によるプレゼンテーションの課題を与える場合は、その機会を利用して、学問的誠

実性の重要性と、口頭のプレゼンテーションを含むすべての課題で参考資料の出典を明記

することの重要性を生徒と話し合うようにします。生徒の多くは、プレゼンテーションに

おいても、記述課題と同じように、出典を明らかにすることが非常に重要であるというこ

とを忘れがちです。生徒が情報源を明らかにする方法としては、プレゼンテーションの中

で出典元を口頭かスライド上で述べる、または、PowerPoint®のスライドの最後に参考文

献目録を記載する、などがあります。

今日のほとんどの生徒にとって、探究を基盤とした学習の構成要素である自己主導型の

研究には、インターネットに基づくリサーチが伴います。インターネットは、現代社会に

おいて最も重要な情報源に急速になりつつあり、その結果、現在ではインターネットスキ

ルは重要な個人的資質と見なすことができます。10 代の若者は、最も頻繁にインターネッ

トを使用する世代だと考えられていますが、自己主導型の研究を効果的に行うにあたって

必要とされるインターネットスキルに全員が堪能であるというわけではありません。彼ら

は、簡単な検索や、ハイパーテキスト、ハイパーメディアナビゲーションに必要な初歩的

なテクニックや方法は使用できても、リサーチスキルに関しては大人より劣っていること

リサーチスキル
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がよくあります。ほとんどの生徒が習得しなければならない４つの主要なインターネット

のリサーチスキルは、ブラウジング、自覚、検索、モニタリングです（Bates 2002）。

ブラウジング（またはサーフィン）―これ

はほとんどの生徒がすでに十分すぎるほど

にもっているスキルで、最初に探究の大ま

かな方向性を決めた後、自分の意思で、他

のほとんどどの方向へも進むことができる

のが特徴です。ブラウジングに関して問題

となるのは、より方向性のあるリサーチを

行う必要がある場合に、このスキルが使わ

れてしまうことが多いということです。

認識―これはむしろ批判的リテラシースキ

ルであり、本質的には、私たちの環境にお

けるすべての情報の存在を認識し、関連性

を求めてこれらをざっと見渡すものの、個

々の情報に特別な（あるいは直接的な）注

意は払わないことを意味します。ＤＰの

「言語と文学」の一部として、生徒はこのス

キルを身につけるよう奨励されます。

検索― 一般的なタイプ（Google、Yahoo

など）、あるいはより専門的または学術的な

タイプ（大学図書館、商用データベース、

Google Scholar などの）の検索エンジンに

よって詳細な検索を行うために、ブーリア

ン検索と検索リミッターを使用します。

モニタリング―ＲＳＳリーダーを用いて、

学校で探究している科目に関連するあらゆ

るインターネットコンテンツ（フィード）

を集め、集まったすべてのフィードを定期

的にチェックします。価値のあるトピック

を探し、関連情報を見つけて、重要なデー

タをダウンロード、共有、投稿、または保

管します。

リサーチと情報リテラシー
情報リテラシーとメディアリテラシーのスキルを身につけることは、何らかの形の「探

究を基盤とした学習」に取り組んでいるすべての生徒にとって不可欠です。情報に圧倒さ

れるように感じるのは、生徒に共通して見られる現象ですが、リサーチスキルを身につけ

ることによって、生徒は、リサーチする範囲を限定し、引き出す情報の量に対処すること

を学ぶことができます。これは、「インターネットの世界では、 何かを見つける容易さ

が、 正しいものを見つける難しさを覆い隠す」（Gustavson and Nall 2011: 291）ことか

ら、特にインターネット中心のリサーチにおいて重要になります。多くの場合において、

学校職員の中で、生徒がリサーチスキルを身につけるサポートをする能力を最もよく兼ね

備えているのは学校図書館司書です。学校図書館司書と科目担当教師とのチームティーチ

ング、短期コースやセミナー、または特定の技術的応用やツールに関するワークショップ

の開催など、学校はさまざまな方法を活用することができます。学校図書館司書などの同

僚と効果的に協働するためのその他のアドバイスは、本資料の「協力者を求める：より広

範な学校コミュニティーを取り込む」のセクションに記載されています。

指導のアイデア

担当科目に関連のあるオンライン上の学術誌、新聞、ブログ、ディスカッショングルー

プをいくつか見つけて、生徒全員がＲＳＳフィードを設定し、現在のテーマに関連するア

リサーチスキル
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イデアを集めるよう促します。最初は、あまり数を増やさず、２つか３つのフィードを選

ぶようにします。学年が進むにつれ、生徒は自分のフィードを構築して、集めた情報を他

の生徒と共有したり推薦し合ったりできるようになります。

科学技術リテラシーと情報リテラシーの間には密接なつながりがありますが、この２つ

は区別して捉えることが重要です。情報リテラシーは、より一般的な用語で、多くの場

合、「個人が、世界とその知識に批判的に関わってその意味を理解し、学習に効果的に参

加し、情報景観（information landscape）を利用してそれに貢献することを可能にする」

一連の複合的な能力を指すのに用いられます（Hepworth and Walton 2009: 10）。

また、リサーチスキルは他のスキルから独立して存在しているのではないということを

念頭に置いておくことも重要です。多くの場合、リサーチスキルはコミュニケーションス

キルなどの他のスキルと密接に関連しており、これらのスキルもまた、リサーチスキルを

実践することで発達する可能性があります。

関連リソース

リサーチスキル（デン・ハーグ）

ケーススタディ：美術においての思考スキルとリサーチスキルの向上

学問的誠実性に関する方針

リサーチスキル
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このセクションでは、はじめに、ＩＢのプログラムに影響を与え、その基礎となってい

る主な教育上の原則を、関連する指導方法とともに探究します。次に、ＤＰの「指導のア

プローチ 」に関連する以下の５つの鍵となる領域について、さらなるガイダンスを提供

します。

• 「学習のアプローチ」を念頭に置いた指導

• 子どもの教育法か、それとも大人の教育法か

• テクノロジーを効果的に活用する

• ＤＰのすべての教師が「言語の教師」である

• 計画

「指導のアプローチ」

「指導のアプローチ」
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大学以前の教育段階で何よりも重要なことは、何を学ぶかではなく、どのように学ぶか
ということである。（中略）肝心なのは、事実、もしくはあらかじめ解釈された事実を飲み
込んだりただ単におうむ返しにしたりすることではなく、新たな状況において、あるいは
新しい事実が生じたときにそれに適応できる心の力や思考方法を養うことである。

ピーターソン（Peterson 1972）

ＤＰは当初から、広い意味で構成主義的な生徒中心のアプローチを採用し、学習の関連

性と同時並行性の重要性を強調してきました。

すべてのＩＢプログラムにおいて、以下の６つの主要な教育原理に基づいて指導が行わ

れます。

1. 探究を基盤とした指導

2. 概念理解に重点を置いた指導

3. 地域的な 文脈とグローバルな 文脈において展開される指導

4. 効果的なチームワークと 協働を重視する指導

5. すべての学習者のニーズを満たすために 個別化した指導

6. 評価（形成的評価および総括的評価）を取り入れた指導

このセクションでは、これらの６つの原則についてそれぞれ順番に考察していきます。

探究を基盤とした指導
すべてのＩＢプログラムの基礎となる教育上の原則のひとつは、探究を基盤とした指導

です。「探究する人」であることは「ＩＢの学習者像」の特質のひとつであり、そのプロ

セスには、生まれもった好奇心を高め、自律的な生涯学習者となるために必要なスキルを

身につけることが含まれます。

ＤＰ科目では、多くの場合においてかなりの量の学習内容が特定されており、学習分野

についても相当な細部に至るまでが規定されています。これは、学習内容が教室でどのよ

うに提示されるかが重要であることを意味します。そのため、ＤＰの教師が考慮すべき最

も重要な事柄のひとつは、探究を基盤とした効果的な学習を促すために、教育実践をどの

ようにデザインするかということです。その際には、各教科において扱う必要のある情報

の量、継続的な形成的評価のプレッシャー、そして生徒の学問的なパフォーマンスの最終

的な測定基準が試験に基づく総括的評価であることを踏まえる必要があります。

探究を基盤とした学習のサイクル（図３）は、ＤＰおよびＩＢプログラム全般において、

教室における教育実践の設計と実施の基礎として推奨されています。

「指導のアプローチ」

ＤＰを支える教育原理
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図 3
探究のプロセス

『国際バカロレア（ＩＢ）の教育とは？』（2013 年刊行）より

探究を基盤とした学習と指導には、多くの形―例えば、「体系的な探究、導かれた探究、

開かれた探究」（Staver and Bay 1987）、または「プロセス指向型探究学習（ＰＯＧＩ

Ｌ）」（Lee 2004）など―があります。他にもそれぞれの体系をもつ多くの方法があります

が、その本質的な構造は、経験的な学習（Kolb 1984）、問題やプロジェクトに基づく学習

（Prince 2004）、事例に基づく学習（Fasko 2003）、そして発見学習（Prince and Felder 

2007）といった、探究に基づく学習からヒントを得ています。どのアプローチを採用する

場合も、重要なことは、各生徒が教室での学習活動に積極的に参加し、生徒と教師、また

は生徒同士が活発にコミュニケーションをとることです。

したがって、肝心なのは、ＤＰの教師が何らかの特定のモデルに従うかどうかではなく、

授業内で生徒が情報を見つけて理解を構築する機会をできるだけ多く設けて、生徒が確実

に探究に取り組めるようにすることです。探究を基盤とするアプローチにおいては自己主

導型の学習が行われ、その理由をハッチングスは以下のように述べています。

（それは、）学習が、問題やシナリオにアプローチするための適切な方法に関する生徒自
身の決定によって進められるからである。生徒は、問題に関連するどのような既存の知識
や経験もトピックに活かす。（中略）そのプロセスの中心にあるのは生徒であり、率先して
探究の道筋を提案し、熟慮の上でその道筋をたどる責任は、常に生徒にある。

ハッチングス（Hutchings 2007: 13）

探究に基づくアプローチとして特によく知られているのは、「体験的な学習」と「問題に

基づく学習」です。

体験的な学習
体験的な学習は、「学習者を、学習される現象に直接的に関与させる学習活動」（Cantor 

1997）に基づくアプローチです。これは探究の一種であり、多くの場合、現地訪問、実地

見学、職業体験実習、交換プログラム、プロジェクト、奉仕学習などで構成されていま
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す。しかし、通常の教室環境においても、体験的な学習を非常に有効な形で取り入れるこ

とが可能です。

体験的な学習では、生徒は、図４の４つの段階を踏むことによって、経験から学ぶこと

ができます。

図 4
体験的な学習の４つの段階（Kolb 1984)

体験的な学習は、経験が生徒にとって何か新しいものであるとき、挑戦と行動が存在し

ているとき、また振り返りを行う段階が設けられておりそれが全体を通して適用されると

きに最も効果的に行われます。したがって、重要なのは、十分な時間を使って体験的な学

習活動を慎重に設計・計画することです。それは、デューイ（1997: 25）が述べているよ

うに、「すべての本物の教育が経験から生じるという信念は、すべての経験が本物、もし

くは等しく教育的であることを意味しない」からです。

問題に基づく学習
探究を基盤とするアプローチとしてよく知られているもう１つの方法は、問題に基づく

学習（ＰＢＬ＝ problem-based learning）です。ＰＢＬでは、生徒は通常、体系化された

り何らかの制約が与えられたりすることなくそのままの形で提示された実社会の問題に対

する解決策を分析し、提案します。もともとは医学教育の分野において始まったＰＢＬ

は、同分野において今日でも広く使われている一方で、他の多くの分野にも応用されるよ

うになりました。ＰＢＬの主な利点は、情報処理、スキルの運用能力（Prince 2004）、そ

して問題解決スキル、推論する力、チームワークスキル、メタ認知スキルを含む、さまざ

まなスキルの発達をもたらすことです。

プリンスとフェルダー（2007）は、ＰＢＬにおいては、生徒がチームまたは協働的なグ

ループで活動し、問題解決のプロセスに取り組むことで、通常、以下が行われることを明

らかにしました。

• 問題を正確に定義する。

• 自分たちは何を知っていて、また何を知る必要があるかを把握する。
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• 何が必要かを把握するためにはどのように進めばいいのかを決める。

• すべての情報を集める（これは、教師によって提供される場合と、そうでない場合

があります）。

• 集めたすべての情報を分析する。

• 可能な解決策を考え出す。

• それぞれについて実現の可能性を検討する。

• 考え出した解決策を、筋の通った、最も良いものに絞りこむ（次に、それをクラス

の他の生徒全員と共有し、クラス全体で可能な解決策の分析を行う）。

プリンスとフェルダー（Prince and Felder 2007）

ＰＢＬは、非常に効果的な指導方法であり、生徒が能動的に学習に参加する「アクティ

ブラーニング」と、生徒中心の教育を促進することができます。ただし、生徒が問題に焦

点を当てる際に過度に悲観的になることを避けるため、楽観的な見方と悲観的な見方のバ

ランスがとれた状態を経験できるように気を配ることが重要になります。

探究を基盤とした指導では、答えを提供することが第一の役割である教師から、質問を

促すことが第一の役割である教師へと、指導のスタイルを転換することが求められます。

また、これは、学習の責任の一部が教師から生徒へ移ることを意味します（Oliver-Hoyo, 

Allen and Anderson 2004）。これは教師によっては、大きな挑戦に思えるかもしれませ

ん。以下の２つの基本原則は、教師が、探究を基盤とした方法への移行を理解する際の助

けになります。

1. 学習は、実社会の例から、概念、アイデア、理論、事実へと進むプロセスによって

構築される。

2. 生徒は、自分たちで情報の多くを見つけ、それを処理して重要な結論を引き出す責

任がある。

また、教師が優れた探究に基づくアプローチを導入するために、より実際的なレベルで

できる簡単なことには以下のようなものがあります。

• 質問を提示し、問題の概要を説明し、課題を設定し、測定可能な明確な目標を与え

る。

• 生徒を少人数のグループ（３～４人）に分け、明確な役割を割り当て、各グループ

の中で役割の交代を認める。

• 生徒が、科目内容に基づく最良のリソースを見つけることができるようにサポート

する。

• 見つけようとしている答え、そして答えを見つけるために用いているリサーチスキ

ルの両方に、生徒の注意を向ける。

• 教師としての自分の役割は、単なる答えの提供者というよりも、生徒の「旅路」の

案内役であると見なす。

探究に基づくアプローチの潜在的な利点は、ＤＰの科学の授業の例に見ることができま

す。このようなアプローチをとることで、生徒は、科学的探究に自らが関わることによっ

て、そのプロセスを学ぶことができます。プリンスとフェルダー（2007）によれば、「生

徒は挑戦する課題（答えるべき問い、解釈するべき観察結果もしくはデータ、または検証
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するべき仮説など）を提示され、その課題に取り組むプロセスの中で、望ましい学習を成

し遂げる」ことができます（Prince and Felder 2007）。

例

科学の授業おける、探究による学習の重要なステップ：
科学的な問いに取り組む、手順の設計に参加する、証拠に重点を置く、説明を組み立て

る、説明を科学的知識に関連づける、説明を伝え、その正当性を示す。
（Quigley, Marshall, Deaton, Cook and Padilla 2011）

これらの方法は、準備に時間と努力が必要となる場合もあります。しかし、探究による

学習には、生徒が「ＩＢの学習者像」のすべての人物像を体現した、自己管理、自己決

定、自己調整のできる生涯学習者になるために必要な、優れた探究のスキルを身につけつ

ることができるという利点があります。効果的な探究に取り組むことによって、生徒はリ

サーチ、自己管理、協働学習、コミュニケーション、思考の各スキルだけでなく、問題解

決スキルも身につけることができます。

関連リソース

探究を通じた指導：体験的な学習（ホーチミン市）

ケーススタディ：微分・積分とストリングアートの「数学」と「芸術」の協働単元（ボ

ンベイ・インターナショナルスクール）

学校を取り巻く自然環境および協働実践を通じて学習の充実を図った学校の例 (英語)

概念理解に重点を置いた指導
ＤＰではこれまでも常に概念理解の育成に重点を置いてきましたが、概念による指導を

重視することは、ＤＰ各科目の「指導の手引き」と「教師用参考資料」において、ますま

す明白に示されるようになっています。

概念とは、教科内と教科間の両方において関連性をもつ、幅広く、有力で、体系化を可

能にする考えです。概念の探究は、生徒が複雑な考えに取り組む能力を構築するのに役立

ち、トピックの背後にある「大きな概念」について議論することで、生徒は、特定の単元

や選択項目を学んでいる理由の核心に迫ることができます。また、概念を通じた指導と、

生徒を高次の思考へと導くことの間には、強い関連性があります。例えば、生徒は具体的

な思考から抽象的な思考へと移行し、学習を新しい文脈に適用することができるようにな

ります。

ＤＰの新科目である「グローバル政治」を含むいくつかのＤＰ科目では、主要な概念に

基づいて「指導の手引き」が構築されています。これは、科目内容の枠組みをつくり、ま

た、より明白に概念的な評価課題の設計を促す上での効果的な方法であるといえます。他

の科目の「指導の手引き」は、それぞれ異なる方法で作成されています。どの科目の「指

導の手引き」を使用するか、またその「指導の手引き」がどのように提示されているかに

関係なく、概念を通じて指導を行うことは非常に効果的な方法であり、すべてのＤＰ科目

は、このような指導を実施しやすいように設計されています。
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ＤＰの基盤となるのは、概念、内容、スキルの相互関係です。概念を基盤とするカリキ

ュラムには、「内容と併せて」というよりも「内容を犠牲にして」概念に重点が置かれて

いるのではないかという懸念が伴うため、これを払拭するためにも、この相互関係を強調

することは重要になります。このカリキュラムモデルは、「すべての学問分野における、

事実に関する批判的知識の確固とした基盤に価値を置く一方で、カリキュラムデザインの

焦点を概念的なレベルの理解に移行させることで、カリキュラムと指導のレベルを引き上

げる」（Erickson 2012: 5）と考えられています。

図 5
スキル、概念、内容の相互関係

アンダーソンとクラスウォールは、ブルームの分類法を改訂するにあたって、概念的知

識は、生徒を知識から理解へと進ませる際に極めて重要な役割を果たすと主張し、次のよ

うに述べています。

生徒が理解を構築するのは、獲得する「新しい」知識と、すでに知っている知識との間
の関係が構築されたときである。もっと正確に言えば、入ってくる知識が、既存のスキー
マや認知的枠組みに統合されたときに生徒は理解するのだ。概念は、これらのスキーマと
枠組みの構成要素であるため、概念的知識は理解の基礎を提供する。

アンダーソンとクラスウォール（Anderson and Krathwohl 2001: 70）

指導のアイデア

ＤＰでの授業の単元指導計画を立てる際は、関連する主要な概念と、概念的な理解を明

確に特定するようにしてください。例えば、第二次世界大戦の原因に関するＤＰの歴史の

単元では、「因果関係」という概念の探究にはっきりと焦点を合わせることができます。

これにより、生徒は、自らの概念的な理解を新しい文脈に適用することができるようにな

ります（この例では、「因果関係」という基本的概念の理解が、他の歴史上の出来事の原

因に対する理解を助けます）。

関連リソース

概念的な理解（インゲートストーン）
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関連リソース

概念に重点を置く指導と学習（英語）

概念的な理解（バーンプリー）

地域的な文脈とグローバルな文脈において展開される指導
学習は、それが生徒の周りの世界と関連づけられるとき、最も意義深く、持続的なもの

になる。
ジュディス・ファビアン

（Judith Fabian、ＩＢチーフアカデミックオフィサー、Walker 2010 より）

文脈化された学習（contextualized learning）と、本資料で概説されている「指導のア

プローチ」の間には強い関連性があります。文脈化された学習は、生徒が、新しい情報を

自分自身の経験とまわりの世界に関連づけることによって理解することを重視します。こ

のアプローチでは、学習が起こるのは、生徒が「自分の情報の枠組みの中で理解できるよ

うな方法で、新しい情報や知識を処理するときである」（Hull 1993: 41）ととらえられて

います。また、ハルは、以下のようにも続けています。

このような「学習のアプローチ」と「指導のアプローチ」は、私たちの意識は自然に文
脈―すなわち、その人が置かれている環境―における意味を求めるものであり、それは、
自分が理解できるような関係性、あるいは役に立ちそうな関係性を探し求めることによっ
て行われる、という考えを前提としている。

ハル（Hull 1993: 41）

ガイ・クラクストン（2008）は、生徒の学習の基本として設定している「６本の柱」の

ひとつとして、学習を実社会の文脈の中に位置づけることを挙げています。他の５つは、

責任、挑戦、協働、敬意、そして選択（2008: 94）です。指導と学習を、地域的文脈とグ

ローバルな文脈の中に位置づけることで、それは、生徒にとってより本物でより意味のあ

るものになり得ます。実社会の問題の探究は、より関連性があり現実のものであることか

ら、しばしば教室で使用される想像上の問題、または疑似的な問題よりも生徒の関心をひ

く可能性があります。

実社会の文脈に基づく学習のもう１つの利点は、「なぜそれを学習するのか」、そして

「それをどのように応用することができるのか」という問いに対する生徒の理解を深める

ことができるという点にあります。デヴィッド・パーキンス（2010）は、『Making 

Learning Whole（学習を完全にする）』の中で、生徒は全体像を見て、何のために何をし

ているかを理解する必要がある、と主張しています。

指導のアイデア

実社会の事例研究を活用する

「ビジネスと経営」や「グローバル政治」を含むいくつかのＤＰ科目では、権力などの抽

象概念の探究を、実社会の事例研究に基づいて行います。事例研究は、グループ３の科目

で最も頻繁に使用されますが、科学などの他の科目でも効果的に活用することが可能で

す。事例研究を行うことにより、生徒は、物事を複数の観点から見ることができるだけで

なく、学習を実社会の文脈に関連づけることができます。
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このように、実社会の文脈に基づく学習は、生徒がさまざまなアイデアの間の関係性を

理解し、抽象概念を実生活の状況に関連づける際の助けになります。また、学習をグロー

バルな文脈に関連づけることは、「国際的な視野」の育成とも密接につながっています。

「国際的な視野」は、ＤＰプログラムモデルを含むすべてのＩＢプログラムモデルの基礎

として位置づけられていることからもわかるように、ＩＢ教育の中核を成しています。

地域的な文脈とグローバルな文脈の探究は、地域社会と地球規模のさまざまな問題や考

え方を持続的に探究する機会、また、開発、紛争、権利、環境といった世界的な関心事を

探究する機会を提供することによって、生徒の「国際的な視野」の育成を促します。

Global Engage のウェブサイト（globalengage.ibo.org）では、教師がグローバルな問題

を扱うための支援が提供されているほか、行動のための情報、リソース、アイデア、意

見、リンク、提案、さらには、ＩＢコミュニティーが取り組んでいる活動に関する報告も

紹介されています。

関連リソース

ケーススタディ：ジョン・ポール・カレッジ（John Paul College）での「詩と偏見」

の単元

国境なき学習者たち：グローバル・シチズンシップのためのカリキュラム（英語）

グローバルな関わり：権利についての指導と学習（英語）

効果的なチームワークと協働を重視する指導
ＤＰにおける指導の重点の１つは、チームワークと協働に置かれています。この原則は、

生徒間のチームワークと協働の促進に適用されますが、それはまた、教師と生徒の間の協

働的な関係も意味しています。

協働学習は、「学習は社会現象である」ととらえていたヴィゴツキーおよびピアジェによ

る研究に深く根ざしているアプローチです。また、協働学習は、「共有された認知」、「状

況的認知」、および「埋め込まれた認知」のアプローチと密接な関連があります。これら

のアプローチは、学習を、特定の文化的文脈における心の複雑な相互作用の結果であると

みなし、そのような相互作用が起こる社会構造を重視します。また、「知識は１人の人間

から別の人間に手渡されるものではない。むしろ、知識は協働作業者の間の相互作用によ

って共に構築されるものである」（Lai 2011）ととらえられています。

協働学習の活動には、グループプロジェクト、討論、ロールプレイ、そして共通の目標

に向かって取り組むその他の活動などが含まれます。そのため、交渉などの社会性スキル

と協働学習の間には非常に密接な関連性があります。世界中のＩＢ認定校の生徒は、あら

ゆる科目においてさまざまな協働プロジェクトや活動に取り組んでいます。これらのタイ

プの活動は、生徒が、他の生徒と協働的に協力して取り組むことを奨励します。教師が、

協働的なプロジェクトを設計する際に役立つ実用的なウェブサイトは数多くあり、またそ

の多くは、地域レベル、国レベル、あるいは国際的なレベルで学習者を結びつける機会も

提供しています。
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協働的な課題を実施する際に教師が考慮すべきことの１つは、成績をグループに与える

のか個人に与えるのかという問題です。グループワークによる課題に対して、そのグルー

プに単一の成績を与えることは、教師にとって懸念事項になる場合があります。それは、

ある生徒がグループの他のメンバーが生み出した成果によって評価を受ける可能性がある

からです。しかし、逆にグループの中で個人の貢献を評価すると、生徒はグループの目標

よりむしろ、個人の役割に意識を集中するようになり、場合によっては、グループ内での

協働よりも競争が助長されてしまう可能性があります。グループとしての責任を引き受け

るという概念は、生徒が理解すべき重要な考え方であり、グループのすべてのメンバーに

同じ成績を与えることにより、すべての生徒がグループ全体のパフォーマンスに対して責

任をとることが促されます。

生徒間の協働を育むことに加えて、協働は、ＤＰの教師と生徒の間の関係においても非

常に重要な役割を担っています。マックウィリアム（2005, 2008）は、教師の役割は「檀

上の賢人（sage-on-the-stage）」から「学習者に寄り添う導き手（guide-on-the-side）」

へと変化したものの、この変化は十分ではなく、教師の役割はさらに「学習経験の仲介者

（meddler-in-the-middle）」（2005）へと変化する必要がある、と主張しています。

教師と生徒の間の協働的な関係を育むための重要な側面として、生徒が授業の間に理解

したことと理解できなかったことについて、効果的な対話とフィードバックを行うように

奨励することがあります。まだ理解していないことに関して定期的にフィードバックをす

るように生徒を促すことで、教師は、今後の授業計画に役立つ情報を得ることができ、ま

た、全員が確実に理解したかどうかを確かめることができます。この種のフィードバック

は、授業、週、または単元の最初か最後に、ディスカッション、プリント、またはツイッ

ターなどを活用して行うことができます。例えば、教師は生徒に、その日に使用した教材

に目を通して、授業で理解できなかったことに関してよく考えた上での質問か、「すべて

ＯＫ」という合図のどちらかをツイートするよう求めることができます。そうすること

で、教師は、自分が求めていた理解が達成されたかどうか、あるいは生徒の間で何らかの

誤解があるかどうかをすぐに知ることができます。問題があることがわかったら、それを

次の授業で直ちに取り上げ、その後、授業の流れに戻ることができます。これにより、す

べての生徒が授業を継続的に理解することができ、また、生徒が自分自身の学習に責任を

もつように促すこともできます。シラバスが進む中で、生徒は自分の責任において、自身

の理解度をチェックし、それを確実なものにすることが求められます。

指導のアイデア

グループ４のプロジェクトを通じて協働スキルを育む

グループ４のプロジェクトは、生徒―そして教師―が、各科目の垣根を越えて協働する

機会です。他の学校と協力して、生徒が、自分の学校コミュニティーの他のメンバーだけ

でなく、他の学校コミュニティーとも協働するように奨励することを検討してみましょ

う。
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関連リソース

社会性スキル：協働（ホーチミン市）

教育的リーダーシップ（ニューヨーク）

すべての学習者のニーズを満たすために個別化した指導
個別化は、１つの方法または一連の方法以上のものである。（中略）それは指導と学習に

ついて考察する１つの方法である。
トムリンソン（Tomlinson, 2000: 13）

個別化とは、「教室における生徒の差異に対して積極的な計画を提唱する「指導のアプロ

ーチ」（Tomlinson and Allan 2000）です。それは、個々の学習者とそれぞれの目標を設

定し、それを達成するための最も効果的な方法を見いだすプロセスであり、これにより、

すべての生徒が適切な個人学習目標を設定し、追求し、達成するための学習機会をつくる

ことができます。そのため、個別化と、考え抜かれていながらも柔軟な計画の間には、重

要な関連性があります。また、教師は、個々の学習ニーズを満たすための教育的アプロー

チを検討するときに、各生徒の言語的背景も考慮する必要があるため、個別化は、「すべ

てのＤＰの教師は『言語の教師』である」という考え方にも密接につながっています。

ＩＢは、すべての学習者のために、カリキュラムへの平等なアクセスを促し、また個別

化された指導と学習による全人的な発達をサポートするために、４つの重要な原則を定め

ています。

アイデンティティーを

肯定する―自尊心を育む

学習者を歓迎し、受け入れる環境を整える。

（自身に対して）現実的でありながらも高い期待をもつよう

に学習者を促す。

文化的視点の多様性の価値を重んじるとともにそれを活用す

る。

保護者と連携し協力する。

学習における生徒の好みと関心を理解する。

生徒の長所を見つけて、それに基づいて指導を行う。

すでにもっている知識

を尊重する

他の言語で学習したものも含めて、すでに身につけている知

識を特定して、これまでの学習経験を活性化する。

生徒の言語的背景および学習の背景を書き出す。

既存の知識の上に新しい知識を築き上げる。

スキャフォールディン

グ（足場づくり）で学習

を促す

図によって知識の習得、体系化、構築を促すグラフィックオ

ーガナイザー（記述のための雛型、Mind Maps®など）や、視

覚教材、劇、デモンストレーションなどを利用して新たな学

習をサポートする。

協働学習グループや生徒同士のサポートを奨励する。
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適切な場合には、最も得意な言語を用いて、学習のスキャフ

ォールディングを行う。

学習を広げる 生徒に対する高い期待と、学習者を主体とした授業や優れた

教材、および豊かな経験と環境に触れる機会とを結びつける。

科学技術および支援技術を使用して学習を豊かにし、すべて

の学習者が確実に同じ機会をもてるようにする。

優れた実践に関するこれらの４つの原則が、「指導のアプローチ」と「学習のアプロー

チ」に結びつけて考慮されることにより、生徒の学習は充実したものになります。詳しく

は、ＩＢ資料（英語版）『Learning diversity in the International Baccalaureate 

programmes: Special educational needs within the International Baccalaureate 

programmes （ＩＢプログラムにおける学習の多様性：ＩＢプログラムにおける特別な教

育的ニーズ）』（2010 年刊行）を参照してください。

生徒の多様性に応じて個別化した指導は、協働的で協力的な学習、さまざまな学習の実

践、指導と学習に対する創造的なアプローチ、知識を探究して提示するための多様な形式

や方法、そして生徒の理解に基づいて行われます。「学びのユニバーサルデザイン」（ＵＤ

Ｌ）のように、提示、行動、表出、取り組みに関する複数の手段を提供することによっ

て、生徒に学習のための平等な機会を与えることができます（www.cast.org）。

パウエルとクスマ-パウエル（2008）は、教師が指導を効果的に個別化するためには、５

つの専門的な項目を常に確認する必要があると主張しています。これらの確認事項は、自

分の生徒を知ること、教師としての自分を知ること、自分のカリキュラムについて知るこ

と、形成的評価のデータを効果的に利用する方法を知ること、同僚との関係について知る

ことに焦点を合わせています。

学習者としての自分の生

徒を知る

教師は、自分の生徒の文化的、言語的なバックグラウンド、

家庭の事情、学習スタイル、知性の傾向、学習に対する準備

度、興味、およびその他の個別の学習傾向について体系的か

つ慎重に調査し、次に、この情報を利用して、個人を尊重し

た、意義とやりがいがある課題を提供することにより、特定

の学習ニーズに対応することが求められます。

教師としての自分を知る 教師としての自己認識を高めるには、自分自身の文化的なバ

イアスや思い込みを探り、自分が好んで使用する指導のスタ

イルに影響を及ぼしている可能性のある、自身の学習の傾向

を発見することが重要です。また、生徒一般、もしくはある

特定の生徒に対して自分が抱いている考えや期待を認識する

ことも必要です。

自分のカリキュラムを知

る

カリキュラムについて知ることには、単なる「内容」と「他

の分野や状況にも適用することのできる概念」を区別できる

こと、本当の意味での「大きな概念」と「永続的理解」を特
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定すること、そして概念理解に至るには多くの経路があるこ

とを認識することが含まれます。

形成的評価を知る これには、特定の学習目標に合った評価のツールを選択しデ

ザインすること、生徒の取り組みと意欲を向上させるために、

形成的評価において何らかの選択肢を提供すること、生徒が

形成的評価のデータを利用できるよう、形成的評価のプロセ

スに生徒を参加させることが含まれます。

同僚との関係を知る 効果的な個別化はチャレンジに満ちた難しい課題です。した

がって、生徒の学習に最も役立つ方法を設計する際には、多

くの場合において、異なる経験、バックグラウンド、および

専門的知識をもつ他の専門家の支援を得ることが必要になり

ます。教育は複雑な仕事であり、したがって教師が「独力で」

何かを行おうとするのは非生産的であるといえます。

「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」における他の多くの側面と同じく、個別化

は、それが学校と教室の文化の一部として組み込まれたときにその効果を最もよく発揮し

ます。学校は、協働、探究、そして誰もが参加できる環境を、学校全体の文化として育む

ように努めることが求められます。

関連リソース

生徒の多様性に応じて個別化した指導（ニューヨーク）

すべての人のための国際バカロレア（ＩＢ）の教育（英語）

ＩＢプログラムにおける学習の多様性（英語）

評価（形成的評価と総括的評価）を取り入れた指導
指導と学習のプロセスに結びついた評価は、生徒の学習、教師の指導プロセス、および

教師と学習者による教材の使用に非常に有益な影響を与える可能性がある。
ブルーム（Bloom 1969: 50）

評価は、学習成果の測定だけでなく、学習の支援においても極めて重要な役割を果たし

ます。ＤＰでは、評価を通じてカリキュラム目標の達成を支援し、適切な学習を促すこと

が意図されています。ＤＰの評価は、コースのねらいと目標に基づいているため、科目の

要件となっている学習内容を効果的に教えることが、正規の評価で求められる内容を効果

的に教えることにもなります。ＤＰは、集団規準に準拠した「相対評価」ではなく、評価

規準に準拠した「絶対評価」を重視します。絶対評価では、生徒の学習成果物を、他の生

徒の学習成果物との比較ではなく、到達度に関連させて評価します（ＩＢ資料（英語版）

『Guidelines for developing a school assessment policy in the Diploma Programme（ディ

プロマプログラムにおける学校評価方針の策定ガイドライン）』（2010 年刊行）を参照）。

ＩＢによる最終評価と、これを支える、学校が内部用に開発する形成的評価は本質的に

は関連性がありますが、この２つは区別して捉えることが重要です。形成的評価には、
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「教師や生徒が取り組むすべての活動が含まれ、それは、教師の指導および生徒の学習活

動を改善するためのフィードバックとして利用できる情報を提供する」ものです（Black 

and Wiliam 1998: 7）。したがって、形成的評価は、教師が生徒の学習を改善するために

利用できるツールまたはプロセスであり、それは単なる学習の成果の評価ではなく、むし

ろ「学習のための評価」を目的としています。

生徒の学習に影響を与える要素の最も包括的な分析の１つである、オークランド大学

（ニュージーランド）のジョン・ハッティによる研究は、『Visible Learning（可視化された

学習）』として 2009 年に発表されました。この研究は、５万 2637 本の研究に関する 800

のメタ分析を統合したもので、幼児教育から成人教育に至る、世界中の２億人以上の児童

生徒から得た結果が含まれています。ハッティが、生徒の学習に良い影響を及ぼすのに最

も効果的だと特定した、教育関連の上位 10 の要素のうちの２つは、形成的評価の提供と

フィードバックでした。そのため、効果的な評価は、生徒の学習において極めて重要な役

割を果たすといえます。特に、ＤＰにおける評価の主要な機能は、フィードバック（生徒

へのフィードバック、および生徒の特定の長所と短所についての教師へのフィードバッ

ク）の提供にあります。この教師へのフィードバックは、将来に向けた計画を方向づける

際に極めて重要な役割を担います。

形成的評価の提供 フィードバック

「（形成的評価は）教室で起こっていること

についての教師へのフィードバックであり、

それによって教師は、生徒のために設定し

た授業目標を達成するために、『現状はどう

なっているか』を確認することができ、そ

の結果、『次はどの方向へ進めるか』を決め

ることが可能になる。」

ハッティ（Hattie 2009: 181）

「フィードバックは、生徒から教師に向か

ってなされるとき、最も効果的である。（中

略）教師が、生徒が何を知っていて、何を

理解し、どこで間違いをおかし、いつ誤解

が生じたのか、そしてどのような時に学習

に参加できていないのかに関して生徒から

のフィードバックを求めるか、あるいは少

なくともそれに対してオープンであるとき、

指導と学習は連動して、強力なものになり

得る。」

ハッティ（Hattie 2009: 183）

指導のアイデア

ウィリアム（2011）は、評価を「指導と学習をつなぐかけ橋」と表現しました。

他のＤＰの教師とともに、次の単元で行う予定の評価課題と評価プロセスを確認してく

ださい。これらの課題は、指導と学習をつなぐ「かけ橋」になり得ると思いますか。

答えが「はい」である場合は、課題のどのような面が、指導と学習の「かけ橋」になる

ことを可能にしていると考えますか。「いいえ」である場合、それらを改善するために、

どのような点を修正することができますか。考えられるアイデアとしては、生徒間フィー

ドバックなどの方法の活用、学習やスキルを向上させるための方法を生徒が理解すること

に重点を置いた、根拠に基づくフィードバックの提供、課題の目的と規準を生徒が明確に
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理解できるようにすること、そして、生徒の学習状況に関する洞察を教師に十分に与え得

る評価課題の設定などがあります。

関連リソース

自己管理スキル（トロント）

ケーススタディ：Chem-is-tree（ＤＰ「化学」の試験形式の設問と関連内容を視覚的に

復習する）

ディプロマプログラムの評価：原則と実践（英語）
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「学習のアプローチ」を念頭に置いた指導では、まず、どのようなタイプのスキルや気質

を育成しようとしているのかを明確に特定することが重要です。

一般的に言えば、すべての「学習のアプローチ」スキルは、以下の７つの基本的なステ

ップに沿って育成することができます。

1. 自分の教室、科目、学科、学校で、どの特定のスキルに重点を置くかを決める。

2. それぞれのスキルを詳しく説明し、また、スキルの熟達度の高い例もしくは低い例

を用いることで、重点を置くスキルを明確化する。

3. これらのスキルにおける熟達度を生徒が自己評価する機会を設ける。

4. クラスで得た結果を分析する。特に、クラス全体で何らかの一般的なスキルが欠如

していないかどうかを調べる。

5. 「ミニレッスン」(*)または個別指導を計画する。あるいはすべての生徒を同じレベ

ルまで引き上げるために、オンライン上のアクティビティーを見つけ、生徒が取り

組めるようにする。

6. 重点が置かれているスキルを実践し、向上させるための取り組みを科目の授業に組

み込む。

7. 生徒に、自分の熟達度を継続的に自己評価するよう求める。

*「ミニレッスン」：授業の本題の前後の時間を少し利用して､ある特定のスキルを教える

ためにピンポイント的に行う指導のこと。

「学習のアプローチ」スキルの育成を念頭に置いた指導は、教師が用いる基本的な教育的

アプローチ、特に、教室における教師の役割についての認識に大きな影響を与えます。教

師による生徒の学習のコントロールは、強いコントロールから、コントロールの共有を経

て、緩やかなコントロールまでの連続した形で表現されることがあります。

教師による強いコントロール 教師によるコントロールの共
有

教師による緩やかなコン
トロール

教師は、すべての情報を管

理し、生徒による情報処理を

コントロールする。また、教

師はすべての質問に答え、情

報を明確に説明し、それを要

約する。

生徒は最小限の思考を行い、

教師は最大限のサポートを提

供する。

教師は、リソースへのアク

セス、スキル向上のためのト

レーニング、問い、問題文、

概念、考え方、学習の成果を

提供する。

生徒は、問いに答えるため

に積極的に情報に関わり、教

師の指導のもと問題を解決す

る。

教師の唯一の役割は、

学習目標を提供し、生徒

の到達度をそれに照らし

て評価することである。

生徒が最大限に考えて、

教師は、生徒の思考や学

習にはまったく関与しな

い。

「指導のアプローチ」

「学習のアプローチ」を念頭に置いたＤＰの指導
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教師による強いコントロール 教師によるコントロールの共
有

教師による緩やかなコン
トロール

生徒は自分で考え、教師は

ガイドとしてサポートする。

「教師による強いコントロール」のモデルの欠点は、生徒が自己管理スキルを身につける

可能性を損ないかねないことです。また、「教師による緩やかなコントロール」のモデル

にも限界があります。このモデルでは、生徒の自己管理スキルの向上は可能ではあるもの

の、この成長が起こるのは、それが生徒によって引き起こされる場合だけです。それとは

対照的に、教室においてコントロールを共有するスタイルは、学習の自己管理スキルの習

得を達成する優れた手段になり得ます。

「学習のアプローチ」スキルの習得、特に生徒の自己管理スキルの習得をサポートできる

「指導のアプローチ」の例に、「プロセス重視の指導」があります。「プロセス重視の指導

は、自立した学習を促進し、生徒が、関係する分野で熟達した学習者になり、生涯にわた

る学習の準備をするように支援する教育である」と定義されています（Bolhuis and 

Voeten 2001）。プロセス重視の指導は、しばしば、従来の指導方法と対比されます。従来

の方法では、情報の伝達に重きが置かれ、教師は時間のほとんどを科目の内容の説明に費

やし、生徒に期待される主な活動は、話を聞いてノートをとることです。教師は、質問に

答え、課題を出し、学習プロセスに関して指示を与える以外は、生徒とあまり関わりませ

ん。これに対して、プロセス重視の指導では、生徒が科目の情報の処理に使用する方法と

テクニックに重点が置かれます。教師は、モデル化、実証、スキルに基づく課題の作成、

パフォーマンスのモニタリング、フィードバックの要求、そして生徒のメタ認知的自覚の

構築を助けることによって、学習スキルを「指導」します（Bolhuis 2003）。

多くの学校では、今もなお、知識の伝達が主要な指導のスタイルです。2001 年に、オラ

ンダの中等学校において 130 の授業（外国語、オランダ語、数学、科学、社会科、芸術）

を観察した研究では、教師が異なる指導スタイルの使用に費やした時間は、以下のとおり

であることがわかりました（Bolhuis and Voeten 2001）。

• 伝達（30%）―教師の説明を生徒が聞き、教師が生徒に質問をする。

• 活性化（40%）―生徒は、教師によって指示された課題を通じて情報を処理し、教師

は生徒からのフィードバックを活用して授業を組み立てる。

• 手順および行動の指示（25%）

• プロセス重視の指導（５%）―学習目標を設定し、学習方法を選択して実行し、学習

プロセスを決めそれをモニタリングすることを生徒に教える。

従来の科目内容重視の指導スタイルから、生徒による自己主導型の学習の促進を目指す、

スキルに基づいたプロセス重視のスタイルへの移行は、生徒と教師の両方の能力が試され

る場合がある一方で、生徒の学習参加と学習スキルの両方において大変優れた成果をもた

らす可能性があります。

「学習のアプローチ」スキルを科目の授業に組み込んで教えるか、または独立したスキル

のためのレッスンという形で補完するかどうかに関係なく、重要なのは、生徒がある文脈

「学習のアプローチ」を念頭に置いたＤＰの指導
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で学んだスキルを別の文脈に確実に転移（transfer）できるようになることです。生徒

は、多くの場合、スキルの移行を難しいと感じるため、「学習のアプローチ」スキルの指

導においては、移行の重要性に焦点をあてることも大切です。この「橋を架ける」作業

は、スキルの効果的な指導における不可欠な側面です。

ＤＰは、学習の同時並行性を重視することによって、移行を奨励しています。異なる科

目と「コア」の要件を同時に学ぶことによって、生徒は、つながりや関連性を見つける機

会をより多くもつことができます。しかし、異なる科目を同時に学ぶだけでは、生徒が学

んだことを他の状況に効果的に移行できるようになることにはなりません。したがって、

スキルの移行に明白に焦点をあてた指導を行う必要があります。例えば、複数の科目にわ

たって概念を探究したり、異なる科目における学習の間につながりを見つけるように奨励

したりすることによって、スキルの移行を促すことができます。

関連リソース

自己管理の方法（トロント）

ケーススタディ：Spider Web Discussion（探求と理解を育む、有意義な生徒主体型の

学習方法）

教育的リーダーシップ（トロント）

「学習のアプローチ」を念頭に置いたＤＰの指導
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ペダゴジー（Pedagogy）は、「子どもを教えるための技術と科学」（Ozuah 2005: 83）と

定義されていますが、それに対して アンドラゴジー（andragogy）は、大人の学習を助け

る技術と科学であると捉えられています（Knowles 1980: 43）。16 歳から 19 歳のＤＰの生

徒に適した教育方法を検討する際は、生徒の発達段階により適した指導を設計するため

に、いくつかの子どもの教育法からは離れて、より成人教育的なアプローチに近づく方が

有効である場合があります。

ノウルズ（1980）によると、子どもの教育法は、学習者に以下のような特徴があるとと

らえる傾向があります。

• 教師に依存している。

• 科目中心の学習を好む。

• 外的動機づけ要因によく反応する。

• 教室における学習に関連する十分な人生経験をもたない。

対照的に、成人教育的アプローチは、学習者が以下の資質をもっていることを仮定する

傾向があります。

• 自分自身の学習に責任をもち、学習計画と指導の評価に関わることを好む。

• 自分自身の人生経験を、学習のための豊かなリソースとして利用できる。

• 内容指向の学習よりもむしろ問題中心の学習を好む。

• 外的動機づけ要因よりも内的動機づけ要因によく反応する。

• すべての学習について理由および重要性を理解することを求める。

ＤＰの生徒、および彼らの学習者としての特質が、子どもの教育法に基づく指導と成人

教育法に基づく指導のどちらの体系により合致するかというのは、考察に値する興味深い

テーマです。ＤＰが、大人としてさらに学習するための準備であるのならば、まだ学校に

いる間に、より成人向けの学習方法に慣れることは生徒にとって有益かもしれません。ま

た、探究を基盤とした学習は、ほとんどのＩＢ資料で説明されているように、子どものた

めの教育法というよりは、いろいろな意味において、より成人教育的な指導方法であると

いえます。

関連リソース

自己管理スキル、および探究を通じた指導（シンガポール）

「指導のアプローチ」

子どもの教育法か、それとも大人の教育法か
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本資料および付録のリソースで紹介される多くの学習活動では、テクノロジーが大いに

活用されています。テクノロジーは、「反転授業（flipped classroom）」などの革新的な

指導方法を可能にし、またこれらをサポートする上で重要な役割を果たします（例：

Bergmann and Sams 2012 を参照）。反転授業では、授業に先立って、生徒が自宅で、講義

を視聴したり教材を読んだりすることにより新しい知識や情報を習得し、授業では、その

知識の適用とディスカッションを中心とする学習活動を行います。反転授業では、「生徒

の個人的なニーズに合わせて個別化した教育を提供するための枠組みが確立」されており

（Bergmann and Sams 2012）、したがって、反転授業は、個別化などの他の「指導のアプロ

ーチ」と密接に関連しているといえます。

テクノロジーを教室にどう取り入れるかについては、多くの枠組みや考え方があり、こ

れらは、テクノロジーを効果的に活用して生徒の教育経験を高める方法を検討する際に役

立つ可能性があります。

このような枠組みの例としては、「ＴＰＡＣＫ」（Technological Pedagogical Content 

Knowledge：http://www.tpack.org を参照）または「ＴＩＭ」（Technology Integration 

Matrix：http://fcit.usf.edu/matrix/faq.php を参照）などがあります。 これらの枠組

みは、教師が、テクノロジーの利用についてより体系的に考えるのに役立つと同時に、教

室でテクノロジーをどのように利用するかだけでなく、なぜ利用するのかについても振り

返るよう促します。

教室へのテクノロジー導入の枠組みとしてよく知られているもう１つのモデルは、プエ

ンテドゥラ（2013）が提唱したＳＡＭＲモデルです。この枠組みでは、多くの場合におい

て、テクノロジーは既存のツールの代替としてのみ利用されており、タスクを変化させる

目的では活用されていないため、その可能性が最大限まで引き出されることは少ないとい

う点が強調されています。

「指導のアプローチ」

テクノロジーを効果的に活用する
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図 6
プエンテドゥラの「代替、拡張、変形、再定義」（ＳＡＭＲ）モデル（2013）（著者の許可を

得て転載）

このように、テクノロジーの効果的な利用には、例えば、世界の遠く離れた生徒の間の

コミュニケーションや協働を必要とする課題など、テクノロジーがなければ不可能である

か、またはテクノロジーがなければ思いつきもしない課題や機会に教師と生徒が関わるこ

とを可能にする潜在的な力があります。

デジタル市民
テクノロジーをその無数の形態において効果的かつ責任をもって利用するための基礎と

なるのが、「デジタル市民」の概念です。デジタル市民は、オンラインでの活動と振る舞

いに対する枠組みを示した一連の価値観であり、生徒が、オンライン上で倫理的に行動

し、自己、他者、および知的財産を尊重するように促すことを目的としています。ＤＰの

生徒の多くは、テクノロジーに取り囲まれ、その中で成長した「デジタルネイティブ」

（Prensky 2001）です。しかし、リブル（2011）は以下のように指摘しています。

たとえ生徒がテクノロジーの使用に慣れていたとしても、それを適切に使っているとは
限らない。同様に、あらゆるスキルレベルの教育者が、デジタル技術を効果的に利用する
方法に精通しているとも限らない。生徒と教師の両方が、共通の基盤を見つけることが重
要であり、また、全員がデジタル市民のメンバーになる必要がある。

リブル（Ribble 2011）

関連リソース

インタビュー：クリストバル・コボ

テクノロジーを効果的に活用する
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私たち教師や生徒が教室で行うあらゆることを包み込み、その内部に存在し、浸透し、
介在しているのが、言語である。

ロン・リチャート（Ron Ritchhart 2002）

ＩＢ教育の中核である「国際的な視野」の育成は、多言語主義、多様な文化の理解、グ

ローバルな関わりという３つの側面を網羅しています。言語は、特に多様な文化の理解を

育む上で非常に重要な役割を果たすため、ＩＢにおいてとりわけ大きな重点が置かれてい

ます。すべてのＤＰ教師は、生徒の言語発達をサポートし強化する上で重要な役割を果た

しており、また重要な責任を担っています。

多様な言語的背景をもつ生徒の増加に伴って、教室の学習環境が多言語的な性質をもつ

ことはますます当たり前のことになってきています。ＤＰのすべての教師は、これらの背

景を踏まえて、生徒の多様性がどのように学習のための潜在的なリソースになり得るかを

理解し、すべての生徒の「学習言語」（academic language）を育成する必要があります。

そのため、ＤＰの教師は、母語以外で学習している生徒を含むすべての多言語話者の生徒

が、カリキュラムに確実にアクセスできるような指導方法を用いることが求められます。

ＩＢ資料『ＩＢプログラムにおける「言語」と「学習」』（2011 年９月刊行、2012 年８月

に改訂）は、学習者の積極的な参加と取り組みを促し、理解を構築する上で特に重要とな

る４つの領域に重点を置いた「指導のアプローチ」を提案しています。

すでに理解していること

を活性化させて背景知識

を構築する

生徒がすでに理解していることを活性化させて、 背景知識

を構築するにあたっては、多くの方法を利用することができ

ます。例としては以下のような方法が挙げられます。

• 適切であると考えられる場合には、生徒の母語や他の言

語を用いる。

• 生徒がすでに理解していることについての知識（どの言

語で身につけたものでも可）を使って、新たな学習に必

要な背景知識の獲得につながるように、課題や活動を生

徒の多様性に応じたものにする。

• 将来的に生徒の多様性に応じた指導の計画に役立つよ

う、言語背景や言語図などの情報を記録する。

スキャフォールディング

（足場づくり）で学習を促

す

教師が用いることができる スキャフォールディング（足場

づくり）の方法の例としては、視覚的・実用的な教材、グラ

フィックオーガナイザー、実演、小規模でしっかりと構成さ

れた協働グループの利用などがあります。

「指導のアプローチ」

ＤＰのすべての教師が「言語の教師」である
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言語能力を伸ばす 教師は、生徒に対して高い期待をもちながら、学習者を主体

とした授業や優れた教材、および豊かな経験に触れる数多く

の機会を提供することで、 生徒の言語能力を伸ばすことがで

きます。実践においては、これは、ＤＰカリキュラムの学習

においても、またそれ以外においても幅広くさまざまなもの

を読み、またさまざまなジャンルの文章を書くことを意味し

ます。

アイデンティティーを肯

定する

教師は、すべての言語と文化を尊重し、学習者それぞれのア

イデンティティーを肯定し、自尊心を育み、多様な文化の理

解を促す、社会的、感情的な学習環境をつくり出すことを目

指します。学校と個々の教師が、 生徒のアイデンティティー

を肯定するためにつくり上げることが望まれる学習環境の例

には以下のようなものがあります。

• 多様な言語や文化やものの見方を歓迎し、認め合うよう

な環境づくりをクラスおよび学校全体において推進す

る。

• 文化やものの見方の多様性を尊重し、学習の向上に役立

てる。

• 保護者と連携し、教育という共通の目標を達成するため

には、どのように協働するべきかについての理解を確立

する。

この領域についての詳細な情報およびガイダンスに関しては、以下のＩＢ資料を参照し

てください。これらはすべてＯＣＣで入手可能です。

• 『Thought, word and deed: The roles of cognition, language and culture in teaching 

and learning in IB World Schools（思考、言葉、および行い：ＩＢワールドスクール

における認知、言語、および文化の役割）』（2011 年刊行）

• 『母語以外の言語によるＩＢプログラム学習』（2008 年刊行）

• 『学内言語方針の策定ガイドライン』（2008 年刊行）

• 『Guidelines for school self-reflection on its language policy（学内言語方針について

の振り返りガイドライン）』（2012 年刊行）

関連リソース

ＩＢプログラムにおける「言語」と「学習」

ＩＢ認定校の「指導」と「学習」における認知、言語および文化の役割（英語）

学校の言語方針は文化的に多様なコミュニティーにおける多言語使用をどのようにサポ

ートするのか（英語）

ＤＰのすべての教師が「言語の教師」である

47「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」

https://resources.ibo.org/permalink/11162-occ-file-g_0_iboxx_amo_1109_1_e?lang=en&alang=ja
https://blogs.ibo.org/positionpapers/files/2011/05/IB-position-paper1.pdf
https://resources.ibo.org/permalink//11162-occ-file-g_0_iboxx_amo_1302_1l_e?lang=en
https://resources.ibo.org/permalink//11162-occ-file-g_0_iboxx_amo_1302_1l_e?lang=en


ＤＰのすべての教師は、明確な計画を立てることが求められます。ＩＢは計画をどのよ

うに立てるべきかを定めた特定の形式等は特に規定していませんが、計画立案のプロセス

において、ＤＰ教師のために開発されたＤＰ単元指導案の３つのテンプレートから１つを

選んで用いることができます。これらのＤＰ単元指導案は、教師が授業において指導する

内容を義務づけたり制限したりするものではありません。むしろ、教師が、何を教えてい

るかだけではなく、どう教えているかについてより深く考えることを促し、そのプロセス

を支援することを目的としています。

単元指導計画は、「指導計画」の一部であり、「総括的評価で締めくくる、さまざまな長

さの学習計画」と定義することができます。各科目の単元指導計画は、次のような特徴を

備えていることが求められます。

• 意義があって、魅力的であり、適切で、チャレンジに満ちた学習体験として独立し

ている。

• 生徒が目標に対する進捗状況を示すことを可能にする。

• 個人、地域、または、グローバルな重要性という文脈に基づいて形づくられた探究

に対する、学校全体の一貫した取り組みに貢献する。

• 概念を基盤とし、文脈化された探究によって進められる。

• 探究を基盤とした問いに基づいて計画された、さまざまな学習体験に生徒が取り組

めるようにする。

• 生徒がすでにもっている知識を活用する。

• 積極的な姿勢と「ＩＢの学習者像」が示す人物像の育成を促すことが指導に組み込

まれている。

• 単元のために設定されたＤＰの目標を達成したことを示す機会となる総括的評価が

組み込まれている。

• 生徒が自分自身の学習を振り返り、信念のある行動または奉仕に取り組むよう奨励

する。

ＤＰ単元指導案のテンプレート
ＤＰ単元指導案の３つのテンプレートはすべて、探究、行動、振り返りの３つのセクシ

ョンに分かれており、自分がどのような指導を行っているかを振り返る機会を教師に提供

しています。ただし、３つのテンプレートは、教師が記入する情報の詳細さにおいて異な

ります。

プランナー１は、教師に以下を行うように求めます。情報の詳細さのレベルは他の２つ

に比べて低めです。

「指導のアプローチ」
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• 内容、スキル、概念に関連する、移行の目標と重要な理解について具体的に検討す

る。

• 形成的評価と総括的評価のリストを作成する。

• 「学習のアプローチ」スキル、「指導のアプローチ」、ＴＯＫとの関連性などに対応し

たチェックボックスに印をつける。

• 単元の最後で、学習と計画のプロセスを振り返る。

プランナー２は、教師に以下を行うように求めます。情報の詳細さのレベルは、中くら

いです。

• 内容、スキル、概念に関連する、移行の目標と重要な理解について具体的に検討す

る。

• 重要な理解に関連した指導と学習を支える探究のための問いを作成する。

• 形成的評価と総括的評価のリストを作成する。

• 「学習のアプローチ」スキル、「指導のアプローチ」、ＴＯＫとの関連性などに対応し

たチェックボックスに印をつける。

• 単元の最後で、学習と計画のプロセスを振り返る。

• 移行の成功のレベルを振り返る。

プランナー３は、教師に以下を行うように求めます。情報の詳細さのレベルは、他の２

つに比べて高めです。

• 内容、スキル、概念に関連する、移行の目標と重要な理解について具体的に検討す

る。

• 生徒がその単元の内容、スキル、概念を学ぶ前、あるいは学んでいる間に抱きそう

な誤解を特定してリストを作成する。

• 重要な理解に関連した指導と学習を支える探究のための問いを作成する。

• 評価と重要な理解を結びつける。

• 「学習のアプローチ」スキル、「指導のアプローチ」、ＴＯＫとの関連性などに対応し

たチェックボックス、およびメタ認知に関する追加のチェックボックスに印をつけ

る。

• 単元の最後で、学習と計画のプロセスを振り返る。

• 移行の成功のレベルを振り返る。

単元指導案の特徴
単元指導案の最初のセクションは、教科やコース、学年やレベルなどの情報を記入する

ためのスペースになっています。教師は学校で単元を指導する日付、単元の基本的な説

明、使用のために選択したテクスト、およびその単元に関連する、または単元の間に行わ

れたＤＰの評価を記入します。ＤＰ単元指導案の３つのテンプレートはすべて、「探究に

よる学習」のサイクルの３つの要素に従って、探究、行動、振り返りの３つのセクション

に分かれており（ＩＢ資料『国際バカロレア（ＩＢ）の教育とは？』（2013 年刊行）を参

照）、これはＭＹＰ指導案のテンプレートの形式を反映しています。以下で、単元指導案

のテンプレートにおけるいくつかの主要な要素について簡単に説明します。
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移行の目標
３つテンプレートすべてにおいて、探究のセクションの最初の項目は「移行の目標」に

なっています。 転移とは、ある文脈で学んだことを、新しく、なじみのない、または独

立した文脈に効果的に適用することを意味します。移行は、生徒の理解の中心にあり、ウ

ィギンスとマクタイはその理由を以下のように説明しています。

「１つの方法または１つの文脈の中で学んだことを、別の、自分自身の文脈で使うことが
できるなら、あなたは本当に理解していて、優れていることになる。成功者は、カードラ
イバーであろうと、サッカー選手、歴史家、数学者であろうと、新しいチャレンジを見き
わめ、これまでに学んだことを効率的かつ効果的に移行することができる。単なる丸暗記
で学んだ人にはそれができない。」

ウィギンスとマクタイ（Wiggins and McTighe 2011）

単元を計画する際に早い段階で移行の目標を設定することは、教師が単元の主要な目標

に注意を向けるのに役立ちます。また、単元の終了後に生徒が新しいデータや見たことの

ないテクストを扱う際に、生徒が自分の力で知り、行動し、理解するためには何が必要か

という点にも焦点をあてることができます。

重要な理解
プランナー２と３には、移行の目標を設定した後で、重要な理解を特定するためのスペ

ースがあります。プランナー１では、このスペースは行動のセクションの最初に設けられ

ています。「重要な理解」のスペースにおいて、教師は、内容、スキル、概念に関わる単

元の目標を分割することができます。ここで、教師は、授業で扱うべき中核的な内容

（例：主要な歴史上の出来事）、生徒がその内容の意味を理解するときに学ぶスキル（例：

その歴史上の出来事について説得力のある小論文を書く）、そして生徒がその題材の重要

性と文脈を完全に理解するために必要となる重要な概念（例：その出来事がなぜ起こった

かに関して複数のものの見方があり、どれが「正しい」かを知ることがいつも可能である

わけではないということ）を特定することができます。ウィギンスとマクタイは、「永続

的理解」を特定することは、「生徒が詳細の多くを忘れた後でも『本質を理解して』保ち

続けてほしいと思う、（事実を超えた）重要な概念、重要な理解」に焦点を合わせること

を可能にすると述べています。また、「永続的理解は、個別の事実やスキルを超えて、よ

り大きな概念、原則、またはプロセスを重視する」と続けています（Wiggins and 

McTighe 1998: 10）。

探究のための問い
プランナー２と３には、教師が、重要な理解を探究のための問いに変えるためのスペー

スがあります。これらは、小論文のトピック、興味深いディスカッションや討論をもたら

す、生徒にとってわかりやすく、かつ探究を促す問いです。教師は、重要な理解から生ま

れた問いの他にも、探究のための問いをリストに追加することが推奨されます。これらの

追加の問いの中には、単元における理解と移行をサポートするにあたって役立つものがあ

るかもしれません。探究のための問いを発展するための良い方法は、問いが生徒のディス

カッションや討論を喚起させるかどうか、また、それらが、さらなる探究、問題提起、解
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決を促すようなものであるかどうかをチェックすることです。探究のための問いの例とし

ては、以下のようなものがあります。

• なぜ、ゼロで割ることはできないのか。

• 私の聴き手または読み手は誰で、私がその相手に考えさせたり感じさせたりしよう

としているものは 何か。

• 天然資源は、特定のグループまたは国によって所有され得るか（あるいはされるべ

きか）。

行動
単元指導案の「行動」のセクションでは、教師が、単元の指導方法、および単元とＩＢ

の他の要素との間にある多くのつながりについて考察することが求められています。「学

習のアプローチ」の欄では、単元において生徒が用いることができるさまざまな「学習の

アプローチ」について考察し、他の欄では、生徒がその単元において、言語と学習、「知

の理論」（ＴＯＫ）、「創造性・活動・奉仕」（ＣＡＳ）、および学習の個別化にといった要

素に対してどのようにアプローチし、学習を行い、つながりをつくるかを検討します。

「学習のプロセス」の欄では、教師が単元を教える際に使用するさまざまな教育法を記入

することが求められているため、すべての単元指導案のテンプレートにおいてこのセクシ

ョンは重要な役割を担っています。教師にはそれぞれ、自分の得意な、好みの指導方法が

あるものの、チェックボックスがあることによって、教師は、各単元を通じて指導のスタ

イルに多様性をもたせることの重要性を再確認することができます。「行動」セクション

の終わりには、単元の指導のために用いたリソースを記入するためのスペースがありま

す。

振り返り
３つのプランナーの最後の欄は、単元の指導中と指導終了後において振り返りを行うこ

とを目的に設けられています。これは、教師が、単元の指導において何がうまくいき、何

がうまくいかなかったか、そして次回に向けて何を改善できるかを特定するのに役立ちま

す。プランナー２と３では、移行の目標についての振り返りを実施する欄も設けられてお

り、ここでは、「探究」のセクションの当初の移行の目標に立ち返り、生徒が単元の終わ

りまでに移行の目標を達成したかどうかについて考察することが求められます。

関連リソース

ユニット・プラナー３（未記入）

ユニット・プラナー３（記入済み）

インタビュー：グラント・ウィギンズ
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プログラムの運営に関連するプロセスについては、ＩＢ資料『ＤＰ手順ハンドブック』

で総合的に扱っており、ここではプログラムの実施における具体的な規則や要件が詳しく

解説されています。しかし、重要な「手続き上」の、あるいは組織における責任に加え

て、ＤＰコーディネーターは、学校の教育的リーダーシップチームの一員という大切な役

割も担っています。

これは、ＤＰコーディネーターのみが教育的リーダーシップの責任を担うということを

意味するわけではありません。むしろ、例えば以下のような取り組みを確実なものにする

にあたって、ＤＰコーディネーターが極めて重要な役割を果たすということを意味しま

す。

• 協働設計を含む計画に対して明確かつ統一されたアプローチが存在する。

• 国際的な視野が、正規のカリキュラムおよびそれと並行して行われる教育活動に組

み込まれている。

• ＤＰの中核となる３つの要素が、カリキュラムの中で中心的な役割を果たし、各科

目を支えると同時に、これらよって支えられている。

関連リソース

「学習のアプローチ」に対するリーダーたちの考え（ホーチミン市）

教育的リーダーシップ（トロント）

ＤＰ「学習のアプローチ」インタビュー：アンディー・ハーグリーヴス

教育的リーダーシップ

教育的リーダーシップチームの一員としてのＤＰコ
ーディネーター
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指導と学習の新たな取り組みを設計、実施する際に、ＤＰコーディネーターは、どのよ

うにしてこれらを単なる付加物ではなく学校文化の不可欠な要素にすることができるか、

という課題に直面します。その解決に役立つ１つの重要な方法は、新たな取り組みを「こ

れまでとは異なる新しい何か」を行うためのものであると位置づけるのではなく、これら

に非常に具体的な焦点と利点をもたせるようにすることです。また、学校文化に「学習の

アプローチ」を組み込むためのもう１つの効果的な方法として、学内教員研修において、

「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」の議論に重点を置くだけでなく、これらを

モデル化することが考えられます。例えば、「思考の可視化」を行うための「文

（sentence）・語句（phrase）・単語（word）」（Ritchhart et al. 2011）というアクティビ

ティーは、教師が、研修において記事やテクストの抜粋に向き合う際に活用することがで

きる優れた方法です。

指導のアイデア

学内教員研修の一環として、「思考の可視化」を行うための「文・語句・単語」アクティ

ビティーを用いて、記事またはテクストについて議論します。

学内教員研修用に、興味深い記事またはテクストの抜粋を用意し、それについてのディ

スカッションを行います。教師に、ただ抜粋を読むように求めるのではなく、思考を可視

化するためのアクティビティーに重点を置き、より深い議論を促します。教師は、個別に

テクストを読んで、鍵となる考えを特によく捉えていると感じる（もしくは注意をひく）

文、語句、単語を１つずつ選びます。次に、少人数のグループに分かれて、選んだ文、語

句、単語について議論し、なぜそれを選択したかを他の教師に説明します。グループごと

に、自分たちが選んだ表現から出てくるテーマについて振り返ります。

（Ritchhart et al. Making Thinking Visible［思考を可視化する］2011: 207）

ＤＰコーディネーターが奨励もしくは喚起できる、指導と学習の新たな取り組みの例は

以下のとおりです。

新たな取り組み メモ

学内教員研修において

「知の理論」（ＴＯＫ）に

ついてのセッションを設

ける

ＴＯＫを担当していない教師がＴＯＫに初めて取り組む際の

手がかりとして役立つのが、『「知の理論」（ＴＯＫ）ガイド』

（2015 年第 1回試験）にある「知識の枠組み」です。ＴＯＫの

教師は、このツールを用いて、「知識の領域」を「範囲・応

用」や「方法論」などの５つの関連分野において分析します。

しかし、それはまた、ＴＯＫを担当していない教師のための

足場づくり（スキャフォールディング）にもなり、また、担

教育的リーダーシップ

学校における指導と学習の新たな取り組みの開発と
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新たな取り組み メモ

当科目の授業でＴＯＫについての会話を促すための語彙を学

ぶことにもつながります。

学校のＤＰ締切日カレン

ダーの見直しと調整を奨

励する

ＤＰの教師は、学内評価および主要なプロジェクトの締め切

りが重ならないように調整することで、時間管理スキルと管

理・調整スキルに関して生徒をサポートすることができます。

これは、生徒の不必要なストレスを避けるのに役立ちます。

生徒のために「学内試験

後」の振り返りを導入す

る

学内試験におけるパフォーマンスについての生徒による振り

返りは、振り返りを評価のプロセスの一部として組み込むこ

とにつながります。また、生徒と教師の間において、評価に

関するより有意義な対話が生まれることも期待できます。こ

の取り組みでは、生徒は、学内試験におけるパフォーマンス

を振り返り、改善が必要な領域を特定し、いくつかの行動項

目を提示するように求められます。次に、教師は、生徒の回

答に目を通して、改善が必要な領域について提案を追加しま

す。

チーム全体の目標を設定

し、探究による指導に重

点を置く

「探究による指導に重点を置く」などといった単一の重点事

項を、すべてのＤＰスタッフに対して期間限定で設定するこ

とは、学校全体でより一貫した生徒中心のアプローチを実施

するのに役立ちます。すべての教師が同じアプローチを重視

し、アイデアや単元指導計画の例などを共有することで、こ

のアプローチをより効果的に指導に組み込む方法についての

さらなる支援や情報が教師に対して提供されることになりま

す。

「協働設計」のための取

り組み

「協働設計」は、「プログラムの基準と実践要綱」の基準の１

つ（基準Ｃ１）として明確に規定されています。そのため、

ＤＰコーディネーターの役割における重要な側面の１つは、

教師の間で効果的な「協働設計」が確実に行われるようにす

ることです。「協働設計」では、科目の間のつながりや関係を

探究することや、概念、内容、およびスキルを科目横断的に

強化する機会を見つけるなどといった要素に重点が置かれま

す。また、協働設計は、すべての教師が生徒の学習状況をよ

り良く把握するのに役立ちます。

教師間での授業観察とい

う取り組み

教室で行われる指導と学習についてフィードバックを得るた

めの効果的な方法の１つは、教師間での授業観察計画を実施

することです。このタイプの授業観察では、同僚の教師同士

がお互いの授業を観察し合います。教師によっては、自分の

学校における指導と学習の新たな取り組みの開発と実施：「学習のアプローチ」を学校文化に組み込む
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新たな取り組み メモ

指導を「評価」されていると感じるため、このアプローチに

威圧感を覚える場合があります。リチャート（2011）は、指

導そのものよりむしろ、生徒の思考、または生徒の学習に焦

点を当てた授業観察から始めることを提案しています。この

重点の変化により、授業観察の威圧感が減ることが期待され

ます。

ＤＰの教師が実践研究に

取り組むことを奨励する

「学習のアプローチ」にすでに熱心に取り組んでいる教師の

能力を発展させるためにさらなる課題を学校が探している場

合には、実践研究に取り組むよう教師を促すことが効果的で

す。2013 年にＩＢが創刊した『IB Journal of Teaching Practice

（ＩＢ教育実践ジャーナル）』は、教師が論文を執筆し査読を

行う、教師向けの研究ジャーナルです。このジャーナルのた

めに研究を行って論文を執筆することは、教師の専門性の向

上のための効果的な方法であると同時に、生徒の学習にも良

い影響を与える可能性があります。また、このような取り組

みは、より広いＩＢコミュニティー全体で、「学習のアプロー

チ」に関連する優れた実践を共有することを促します。

関連リソース

ケーススタディ：Spider Web Discussion（探求と理解を育む、有意義な生徒主体型の

学習方法）

自己管理スキル：適応力および対応力（ロンドン）

ケーススタディ：教師間、生徒間のチームワークと協働を育む、エコール・オアシス・

インターナショナルスクール（Ecole Oasis Internationale）の「知の理論」（ＴＯＫ）

アクティビティー

学校における指導と学習の新たな取り組みの開発と実施：「学習のアプローチ」を学校
文化に組み込む
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「学習のアプローチ」を学校生活に組み込むために活用できる方法例の１つに、学校によ

る報告手順の一部として、これらのスキルの習熟における進捗状況を生徒が定期的に自己

評価することがあります。生徒の自己評価は、自信と自己動機づけの両方を向上させるこ

とが明らかになっており（Dweck 1999）、このテクニックを用いることで、生徒は、一般

的なスキルの熟達度の基準に照らして特定のスキルにおける自分自身の能力や習熟度の向

上を正確に把握することが期待されます。

習熟度の枠組みを明確に設定することで、ＤＰの生徒は、当初の「学習のアプローチ」

スキルと、スキルの習得に向けた進捗状況の両方を正確に自己評価できます。以下は、そ

のような枠組みの一例です（Dreyfus and Dreyfus 2000, Berliner 2004）。

レベル１
初心者による観察

レベル２
学習者による模倣

レベル３
実践者による実行

レベル４
専門家による自己調

整

他者によるタスク

の実行とスキルの使

用を観察する。

教師による、高レ

ベルのスキャフォー

ルディング（足場づ

くり）が必要

他者によるスキル

の使用を模倣する。

教師による、中レ

ベルのスキャフォー

ルディングが必要

要求に応じてスキ

ルを示すことができ

る。

教師による、最小

限のスキャフォール

ディングが必要

他者にスキルを教

えることができる。

教師によるスキャ

フォールディングは

不要

段階的プロセスにおける自己評価のスキルを教えることで、生徒は、自分自身の成果の

質を正確に評価するというきわめて重要なスキルを身につけることができます。それによ

ってより大きな自信と内発的動機づけが生まれ、結果的に、教師の側の採点の負担が軽減

します。生徒がいったん自己評価を実施する能力を身につければ、それを行うための多く

の機会を与えることができます。

生徒による自己評価のアプローチを採用した場合、報告書にこの要素を入れると、非常

に役に立つ場合があります。また、そうすることで、生徒への利益に加えて、学校コミュ

ニティーにおける「学習のアプローチ」スキルの認知度が上がり、結果として「学習のア

プローチ」スキルが付加物としてではなく、カリキュラムに組み込まれているものととら

えられることにつながります。

教育的リーダーシップ

生徒による自己評価：生徒の自信と意欲を高める
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ＩＢ認定校は、学校管理職、教師、生徒、保護者、および地域社会のメンバーが、学習

を、日々の暮らしから切り離すことのできない本質的なものとしてとらえることを促す学

びのコミュニティーです。したがって、「学習のアプローチ」を学校に根づかせるのに役

立つもう１つの方法は、より広い学校コミュニティーが、「学習のアプローチ」のプログ

ラムに関与できるようにすることです。

科目担当教師に加えて、多くの個人またはグループが、学習において生徒をサポートす

る際に非常に重要な役割を果たします。例えば、カウンセラーは、学年主任や他のスタッ

フと協働して、「バランスのとれた人」（「ＩＢの学習者像」を参照）の育成を促進するた

めの取り組みにおいて、ホームルームやアドバイスのための面談などに、生徒の発達段階

に即した、適切な心のトピックを組み込むことで力を発揮することができます。カウンセ

ラーは、学習スキルと評価の準備についての授業をホームルームやアドバイスのための面

談などに組み込むだけでなく、学習のプロセスを支援する際のパートナーである保護者と

も協力します。

生徒のニーズ、プログラムの厳密さ、そしてダイナミックな学問および課外活動につい

ての総合的な理解に基づいて、カウンセラーは、期待に対して健全かつ現実的なバランス

を維持するように生徒を指導する役割を担う場合があります。生活のバランスを維持しな

がら、締め切りに間に合わせる力を生徒に与えるための取り組みにおいて、カウンセラー

はホームルームやアドバイスのための面談などにおいて、いわゆる「逆向き設計」(*)の

モデルや、視覚的なスケジュール表の作成法を教えることができます。また、学校関連の

ストレスに対する情緒的反応および生理的反応に対処するための計画を実施することも可

能です。生徒は、ストレスおよび不安を軽減する方法の重要性を知り、またモデル化を通

じて、異なる状況においてそれをどのように利用するかを学びます。カウンセラーは、生

徒が現実的なスケジュールを維持する手助けをする方法に関して保護者にアドバイスする

際にも力を発揮する場合があります。

学校コミュニティーにおけるもう１つの重要なグループは保護者です。保護者は、時に

教育から除外されていると感じることがあり、そのため、生徒の学習に関して学校と保護

者の間で有効な話し合いをもつことが難しい場合があります。しかし、保護者は、「学習

のアプローチ」スキルの習得において重要な役割を果たすことができます。例えば、保護

者は、学習に関して自分の子どもに質問をしながら学習のプロセスと目標設定について話

し合うことにより、振り返りの実践をサポートすることができます。ハーバード大学の

「プロジェクト・ゼロ」の上級研究員であるロン・リチャートは、保護者を自分の子ども

の学習に関わらせるための５つの「助言」を提案し（2013）、教師が保護者と話す場合は、

以下を行うことを推奨しています。

• 助言１：何らかの研究に言及する

教育的リーダーシップ

協力者を求める：より広範な学校コミュニティーを取
り込む
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• 助言２：明確な論理的根拠を提示する

• 助言３：よく知っているものと関連づける

• 助言４：豊かな例を用いる

• 助言５：特定の行動のポイントなど何かしら持ち帰ることができるものを提供する

リチャート（Ritchhart2013）

*バックワードプランニング：アメリカの教育学者 Grant Wiggins, Jay McTighe が提案

したカリキュラム編成論。

協力者を求める：より広範な学校コミュニティーを取り込む
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学校図書館司書は、「学習のアプローチ」スキルの習得において中心的な役割を果たすこ

とができます。司書は、「学習のアプローチ」スキルの向上を通じた効果的な学習を支援

するために、その役割の一環として、情報リテラシー、批判的思考 、その他の学習スキ

ルについての専門的知識を提供します。これは、司書の役割が学校内で理解され、学校の

文書や実践に反映されている環境において、（それぞれが並列的に別々の取り組みをする

のではなく）司書、科目担当教師、ＩＢコーディネーター、その他のスタッフが協力する

ときに最良の形で達成されます（Tilke 2011）。

ＤＰ認定校における司書の役割には、学問的誠実性、重要な情報に関するリサーチおよ

びその使用、資料の効果的な引用などの分野において生徒をサポートすることが含まれま

す。また、ＤＰ認定校の司書は、教師が授業計画を作成する際に支援を提供することもで

きます。多くの場合において、司書は、「学習のアプローチ」スキルの学年縦断的および

教科横断的な計画立案と、単元指導計画への「学習のアプローチ」スキルの統合を進める

ために教師と協力する格好の立場にあります。リサーチスキルにおける専門知識をもつ司

書は、「学習のアプローチ」スキルだけでなく、 批判的思考や創造性、協働スキルなどの

他の探究関連のスキルをカリキュラムに組み込むための計画を立てる際に、不可欠な人材

であるといえます。

学校図書館司書の知識、スキル、専門的技能を効果的に活用できる機会の例

• 協働的な、振り返りのためのワークスペースと学習環境（学校図書館）を管理する。

• 生徒の引用・参照スキルを育成する。

• 学問的誠実性について生徒に働きかけを行い、剽窃の発生を減少させるための効果的な方

策を推奨する。

• オンラインの情報源データベースやその他のリサーチツールの利用といった、テクノロジ

ー関連のスキルを育成する。

• 情報インフラストラクチャーを整える（例えば、地域の大学との連携など）。

• 教師とともに協働のためのストラテジーを開発し、協働的な学習環境の促進を図る。

• 生徒が情報検索によって集めたデータをまとめ、それを体系化することができるように、

司書の仕事に必要な管理スキルを活かして、タグ付けおよびそのための用語を利用して管

理能力を高めるサポートを行う。

関連リソース

リサーチスキル（デン・ハーグ）

ケーススタディ：「課題論文」（ＥＥ）、Kuhlthau の情報探索過程（ＩＳＰ）モデルとオ

ークハム・スクール（Oakham School）の図書館利用教育

教育的リーダーシップ

学校図書館司書
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本資料は教師にガイダンスや助言を提供することを目的としており、したがって、考え

方や行動を規定したり制限したりするものではありません。また、資料においてはＤＰに

おける指導と学習の基礎となる原則が概説されている一方で、個々の教師と学校が柔軟性

と創造性を発揮する余地も残されています。例えば、スキルの指導が何らかの効果をもた

らすためには、指導が明確かつ持続的なものでなければならないという一般的な合意があ

る一方で、「学習のアプローチ」スキルの指導にはさまざまなアプローチが存在します。

また、スキルを向上するためには、さまざまな文脈において長い時間をかけて行われる強

化が必要となります。これらの基本的な原則を実践に移すために教師や学校がどのような

方法を採用するかは、生徒の状況とニーズを最も深く理解している教師とコーディネータ

ーのプロとしての判断に委ねられています。

スキルを育成するためのテクニックの中には複雑なものもありますが、大半は比較的わ

かりやすくシンプルなものになっています。生徒が学習のためのストラテジーに注意を向

けるようにするための最も簡単な方法に、通常の授業において学ぶさまざまな方法を振り

返り、どの方法が自分にとって最もうまくいくかを検討するように生徒を促すことがあり

ます。生徒が考慮すべき重要な点は、どの指導方法が最も楽しかったかではなく、特定の

テーマを理解し、心に留め、学ぶにあたって、どの方法が最も効果的だったかということ

です。自分にとって最も良い学習方法を特定するために、楽しさと有効性を切り離すこと

は、それ自体が生徒のメタ認知的発達における大きな前進であるといえます。このような

振り返りを定期的に実行すると、個々の生徒は、引き出した情報を分析することで、学習

者としての自分の特性を把握し、自分に最も効果的な学習方法をよりきめ細かく調整する

ことが可能になります。そして、次のステップにおいて生徒が自分のパフォーマンスを向

上させる際に、この分析結果を用いることができます。

この種のメタ認知的自覚を形成することにより、ドゥエック（2008）が「成長型マイン

ドセット」と呼ぶものが形成されます。「成長型マインドセット」の特徴は、学習の向上

は、努力およびストラテジーの使用から生まれる１つの成果であり、この２つは生徒がコ

ントロールできる範囲内にあるという考え方です。このタイプの認識をもつ生徒は、学習

を、科目と文脈に適した多くの異なるテクニックと方法を必要とするプロセスととらえま

す。彼らは、学習のプロセスの各段階における選択肢を積極的に探し出し、異なる選択肢

を試しながら、何がうまくいき、何がうまくいかないかを発見することができます。この

ような生徒は、どんな学習上の失敗も、個人の失敗というよりはプロセスの失敗と見な

し、より良いプロセスを見つけてそれを応用し、さらには、結果を振り返りながら絶えず

学習への取り組みの成果を向上させます（Derry and Murphy 1986, Hattie et al. 1996, 

Kobayashi 2004, Yaworski, Weber and Ibrahim 2000）。

おわりに

おわりに
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プロセス重視のスキルに基づく指導の実践は、教師と生徒の両方にとって大きな挑戦に

なり得ます。このような指導においては、教師の役割は、まとめ役に近くなり、生徒の役

割は、より探究的な性質をもつようになります。多くの生徒、特に従来の情報伝達式の指

導に満足しているか、またはそれに慣れている生徒は、何を学ぶべきかを指示されるので

はなく、自分のために学ぶことが求められる教室のあり方に適応するのを難しく感じるか

もしれません。しかし、これらの「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」には、Ｉ

Ｂ教育の中心にある、「知識で詰まった心よりむしろ、しっかりと形成された心」の育成

（Alec Peterson, 2003: 43）という願いを実現する力が秘められています。

関連リソース

振り返りのためのツール

「学習のアプローチ」に対するリーダーたちの考え（ミュンヘン）

思考スキル（トロント）

おわりに
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思考スキル：批判的思考

（ニューヨーク）

学校名：UNIS（アメリカ、ニューヨーク）

ＤＰ科目：「生物」の授業

関連リソース

• ヴィクトリア女王の家系図：遺伝子型と表現型を推定す

る

• ヴィクトリア女王の家系図：遺伝子型と表現型を推定す

る(コンピュータを使って)

思考スキル：批判的思考

（ミュンヘン）

学校名： Munich International School（ドイツ）

ＤＰ科目：「地理」の授業

思考スキル（トロント） 学校名： Toronto French School（カナダ）

ＤＰ科目：「生物」の授業

関連リソース

• GRASP(問題解決法)テンプレート

思考スキル：思考の可視

化（プラハ）

学校名：International School of Prague（チェコ）

ＤＰ科目：「言語Ｂ：初級中国語」の授業

関連リソース

• 調理のビデオの宿題

• 中国語での感謝の手紙

• 美心レストランでの評価課題

コミュニケーションスキ

ル（セビリア）

学校名：Colegio de San Francisco de Paula（スペイン、

セビリア）

ＤＰ科目：「数学」の授業

コミュニケーションスキ

ル（バンコク）

学校名：NIST（タイ、バンコク）

ＤＰ科目：「言語Ａ：文学」の授業

コミュニケーションスキ

ル（ワシントン D.C.）

学校名：British School of Washington（アメリカ）

ＤＰ科目：「言語Ａ：文学」の授業

関連リソース

• British School of Washington におけるコミュニケー

ションスキル

実践

ビデオ
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社会性スキルとコミュニ

ケーションスキル（シン

ガポール）

学校名： Tanglin Trust School（シンガポール）

ＤＰ科目：「言語Ａ：文学」の授業

社会性スキル：協働（ホ

ーチミン市）

学校名：British International School of Ho Chi Minh 

City（ベトナム）

ＤＰ科目：「言語Ａ：文学」の授業

自己管理スキル（トロン

ト）

学校名： Branksome Hall（カナダ、トロント）

ＤＰ科目：「化学」の授業

関連リソース

• 「化学」：「反応量」についての授業計画

• テスト 1 ギャップ分析

自己管理スキル：自主学

習（ウィーン）

学校名：Vienna International School（オーストリア）

ＤＰ科目：「言語Ｂ：ドイツ語」の授業

関連リソース

• 言語 Bドイツ語レッスン

自己管理スキル：適応力

および対応力（ロンドン）

学校名：International Community School（イギリス、ロン

ドン）

ＤＰ科目：「言語Ａ：文学」の授業

自己管理の方法（トロン

ト）

学校名：Branksome Hall（カナダ、トロント）

ＤＰ科目：短編ドキュメンタリー

思考スキルとリサーチス

キル（ハワイ）

学校名：Le Jardin Academy（アメリカ、ハワイ）

ＤＰ科目：「言語Ａ：文学」の授業

リサーチスキル（デン・

ハーグ）

学校名：American School of The Hague（オランダ）

ＤＰ科目：「演劇」の授業

自己管理スキル、および

探究を通じた指導（シン

ガポール）

学校名：Saint Joseph’s International Institution（シ

ンガポール）

ＤＰ科目：「言語Ａ：文学」の授業

探究を通じた指導：体験

的な学習（ホーチミン市）

学校名：Renaissance International School（ベトナム、ホ

ーチミン市）

ＤＰ科目：「歴史」の授業

関連リソース

• レッスンプラン

• キューバミサイル危機(パワーポイント©)

概念的な理解（バーンプ

リー）

学校名：Concordian International School（タイ、バーン

プリー）

ビデオ
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ＤＰ科目：「言語Ａ：文学」の授業

関連リソース

• 「学習のアプローチ」レッスン概要

概念的な理解（インゲー

トストーン）

学校名：Anglo European School（イギリス、エセックス、

インゲートストーン）

ＤＰ科目：「歴史」の授業

関連リソース

• 歴史における「原因」(パワーポイント©)

生徒の多様性に応じて個

別化した指導（ニューヨ

ーク）

学校名：Dwight School（アメリカ、ニューヨーク）

ＤＰ科目：「知の理論」（ＴＯＫ）の授業

「学習のアプローチ」の

実践（セビリア）

学校名：Colegio de San Francisco de Paula（スペイン、

セビリア）

ＤＰ科目：短編ドキュメンタリー

教育的リーダーシップ

（トロント）

学校名：Toronto French School（カナダ）

ＤＰ科目：短編ドキュメンタリー

教育的リーダーシップ

（ニューヨーク）

学校名：Dwight School, New York City, USA

ＤＰ科目：短編ドキュメンタリー

「学習のアプローチ」に

対するリーダーたちの考

え（プラハ）

学校名：International School of Prague, Czech Republic

ＤＰ科目：短編ドキュメンタリー

「学習のアプローチ」に

対するリーダーたちの考

え（ミュンヘン）

学校名：Munich International School, Germany

ＤＰ科目：短編ドキュメンタリー

「学習のアプローチ」に

対するリーダーたちの考

え（ホーチミン市）

学校名：British International School of Ho Chi Minh, 

Vietnam

ＤＰ科目：短編ドキュメンタリー

ビデオ
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ジョン・ポール・カレッジ（John Paul College）での「詩
と偏見」の単元
オーストラリアのジョン・ポール・カレッジで英文学を学ぶグループが「詩と偏見」を

考えるプロジェクトに参加しました。

この単元において、生徒は、「偏見を受けたことのある詩人は、共感を呼ぶために、その

経験を詩によってどのように表現するのか」などといった問いを探究しました。また、自

己の振り返りを促し、自己管理スキルと思考スキルを育成することに力を入れました。

生徒はまず、Oodgeroo Noonuccal の「Municipal Gum」のような詩について調べることか

ら始め、次に、偏見を受けた人々からの共感を呼ぶような作品を自分自身でつくりまし

た。また、他の生徒の作品も見て回り、このテーマについてさらに熟考しました。

この単元では、生徒は偏見や差別といった概念について探究しました。それと同時に、

異なる態度、ものの見方や観点についても探り、「グローバルな関わり」や「国際的な視

野」といった要素を養いました。

実践
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またこの単元では、診断的な形成的評価を行う「学習のための評価」スキームが用いら

れました。これと同時に、基礎固めのできた生徒は、個々の学習ニーズに合うよう学習を

計画し、自分で学習スタイルを選ぶための振り返りを実施しました。

この取り組みの主なねらいは、生徒の思考スキル（特に振り返りのスキル）と自己管理

スキルを向上させ、自主性や精神的強さをより一層育むことにありました。また、単元に

おいて、生徒は以下のような、「知の理論」（ＴＯＫ）に密接に結びつく問いについて考察

しました。

• 文学の適切な機能とは何か―現実を捉えること、精神を高めること、感情を表現す

ること、美をつくり出すこと、地域社会を１つにまとめること、精神的な強さをた

たえること、内省を促すこと、または、社会変革を促すこと？

• 文学に親しむことで知識が得られるのだろうか。もしそうならば、それはどんな種

類の知識か――事実、作者、慣行や伝統、心理学、文化史、または自分自身に関す

る知識？

自由度の高い授業だったため、必然的に自分自身で考え、作業することになりました。
試験のためだけでなく、人生においても必要となるこのようなスキルは、今後もどんどん
伸ばしていきたいと思っています。

Mark （英文学の生徒）

次のステップ
本単元で自己管理スキルを高めたあと、生徒は次の単元の学習スタイルを自分で選ぶよ

うに促されました。より体系化された方法で学ぶのか、よりオープンでチャレンジに満ち

た方法で学ぶのか、あるいは前の単元と似たスタイルで続けるのかという選択肢がありま

した。

この結果、次の単元では新たなグループ分けが行われ、これは生徒が英文学の学習にお

いて責任と選択権を持ち、より積極的に取り組むことにつながりました。これは指導が必

要とされる生徒、より高いレベルを求められる生徒に関わらず、どの生徒にも明らかに見

られた傾向でした。
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本単元は多くの面で成功を収め、したがって同様の取り組みを再度行うことが予定され

ています。最後の課題として、生徒は、詩に対して自分が共感したこと、この単元から得

たものを説明しました。

生徒、保護者、教師からの体験に基づくフィードバックによると、生徒たちは学習に深

く関わり、単元を楽しんで学習していたようです。また、言語に関する知識は、偏見と差

別を知るための直接的な方法になり得るという理解が構築されました。

この単元は、協働的な計画、継続的な議論と調整、場所、リソース、グループ分けなど

の事務業務をはじめとするさまざまな面において大きな努力を要しましたが、こうした努

力は成果として質と量の両方に表れています。また来年度の仲間とともに、この単元に取

り組むことを楽しみにしています。

この単元から得られた「永続的理解」
• 多くの人が、偏見を、さまざまな場所で何度も経験したことがある。人種や性別、

性的指向、年齢など多くの理由から偏見が起こる。

• 詩人の体験したことは彼らの詩に表れる。

• 詩人は、抑揚、審美的な表現、スタイルを用いて、メッセージや体験を伝える。

• 詩を通して私達は偏見や差別の経験を共感することができる。

全体的に言って、この単元は大成功でした。私達はこの単元にもう一度新しいグループ
と取り組めるのを楽しみにしています。また、今後の単元にも、「学習のアプローチ」の資
料にある同様の原則を取り入れたいと思っています。

Carla Henderson （ジョン・ポール・カレッジ 英文学 教育主任）
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Spider Web Discussion（探究と理解を育む、有意義な生徒
主体型の学習方法)
Spider Web Discussion とは、高校の英語教師であるアレクシス・ウィギンス（Alexis 

Wiggins）が提唱したアプローチです。

Spider Web Discussion は、生徒たちの知的好奇心や探究、理解力を育むことを目的とし

た、生徒主体型のユニークな学習方法です。この方法では、「質問する」、「質問に対して

回答する」、「質問を評価する」ことを通じて、生徒たち自身が舵を取って能動的に学び、

学習内容を理解していきます。はじめに教師は生徒に主題やテーマを提示し、その後は、

受け身に徹し、ディスカッションを導いたり、講義したりすることは控え、あくまで生徒

が自分たちで考え学ぶよう促します。

この名称（Spider）は、ディスカッションやプロセスの特徴を表わす頭文字に由来しま

す。

• synergetic（共同の）ーグループによる協働的な取り組みで、グループ全体に対し

て１つの評価が与えられる。

• process（プロセス）ー実践して磨きをかけるプロセス。

• independent（自立した）ー生徒は自立して作業を行い、教師はそれを見守ってフィ

ードバックを与える。

• developed（構築される）ー「どこかへたどり着く」ことを目指して構築される、

持続的なディスカッション。

• exploration（探究）ーディスカッションによって、アイデア、テクスト、または疑

問を探究する。

• rubric（評価指標）ー生徒は明確かつ具体的な評価指標に照らして自己評価を行う。

「ウェブ」という言葉は、この方法の２つの側面を表しています。まず、クモの巣（web）

は、ディスカッションの形態を視覚的に表現しています。また、これはプロセスの比喩で

もあります。つまり、参加者全員が同じように力を張って糸をひかなければ、頑丈な巣を

作ることはできないということです。
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Spider Web Discussion のポイント（出典：Alexis Wiggins 著『Spider Web Discussion 

over a Year』より一部改変）

• 始めに Spider Web Discussion の「見本」をビデオ映像か、教師や生徒がモデルに

なって見せる。

• 生徒が評価指標に照らして自己評価を行う（例：「全員がディスカッションに参加し

ましたか？」）

• ディスカッションマップ（ディスカッションの「巣」）を記録する（日付、評点、各

事項を要約した簡潔なフィードバックを記載）。また生徒が年間を通じ、進捗状況を

確認できるよう、このマップを教室で保管する。

• ディスカッションの終了時にはまとめのプロセスを設ける。教師は生徒にディスカ

ッションマップを見せ、評価指標に対する自己評価を尋ねる。生徒は、どうすれば

より良いディスカッションになるかを考察して教師にフィードバックする。

• 年間を通じて、また特に年度末には、生徒にこれまでのディスカッションマップを

見せて進捗を振り返る機会を設ける。同時に、生徒は自分自身とクラス全体の成長

度合いを自己評価する。このプロセスは必ず実施するようにする。

教師にとって最も難しいのは、生徒にディスカッションを続けさせるか、教師がディス
カッションに入って方向性を示すべきか、そのバランスを見つけることです。これは、私
達が教師である限り向き合い続けなければならない課題です。私は 25 年間教師をしていま
すが、未だに生徒のディスカッションをコントロールしないように自分に言い聞かせてい
ます。仮に生徒が、発言をする度に教師の反応をうかがっていたら、それは教師に頼りす
ぎていると言えるでしょう。私は常に生徒の主体性を促すようにしています。

Richard Hardej ―Wiggins, A.（2011）より引用 「学習の中心にディスカッションを据え
た高校数学のプログラム」（Alexis Wiggins と Richard Hardej の対談より）
Richard Hardej はアメリカ合衆国ニューハンプシャー州にあるフィリップス・エクセタ

ー・アカデミー（Phillips Exeter Academy）の数学部門長を務めています。このアカデミ
ーはハークネス・スクール（Harkness School）の１つです（すべての授業に、学習の基礎
として、スパイダーウェブディカッションに類似したディスカッション方式を取り入れて
います）。

Spider Web Discussion をとても気に入っています！自分の意見をはっきりと発表し、ク
ラスメートの意見を聞くことで、より深く理解することができます。

ＤＰ生徒
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主なメリット
• 自分達が学んだことに誇りを持ち、また学習プロセスや理解したことを、自分のも

のとしてより主体的に捉えられるようになります（生徒の学習体験をより有意義な

ものにすることができます）。

• クラス内で仲間意識や連帯感が生まれます。協働を通じて、生徒たちは互いに競争

するのではなく、助け合うようになります。

• リーダー気質の生徒は、積極的に「聞く」とはどういうことなのかを知り、内気で

人前で話すのが苦手な生徒は、まわりの評価や教師からの批判を恐れることなく、

意見を自由に発言する機会をもつことができます。

• 教師は、生徒の真の理解を測り、各生徒の強みと弱みについて理解を深めることが

できます。

主な課題（また、これらの課題をどのように乗り越えてきたか）
• ディスカッションが本来の趣旨から大きく脱線し、討論や意見合戦の様相となって

しまうことがあります。そのような時、教師が口をはさみディスカッションを軌道

修正するのか、生徒たち自身に任せるのかを判断するのは難しい問題であり、これ

を適切に行えるようになるには時間と経験が必要です。それぞれのクラスは異な

り、教師の助けを必要とするクラスもあれば、生徒自身で解決できるクラスもあり

ます。

• 20 名以上の大人数のクラスではすべての生徒が公平に発言するのは難しいため、あ

まり有意義なディスカッションにならないことがあります。最も有効な対策は、デ

ィスカッションするチームと、観察するチームの２つに分けることです（ディスカ

ッションするチームは発言し、観察するチームは発言せず、静かにメモをとったり、

Spider Web Discussion を評価し、後でフィードバックを行ったりします。この役

割を交代で行います）。

私の授業で Spider Web Discussion に費やす時間は全体の 40～80%を占めます。生徒たち
自身で難しい課題を乗り越えていく姿をこれまで見ており、その効果を高く評価していま
す。

Alexis Wiggins

振り返り
生徒の大半がこうしたディスカッションを高く評価しており、クラスでもっと頻繁に行

ってほしいと希望しています。またクラスでのディスカッションを図式化し記録すること

は、教師が生徒の真の成長過程をみる上で、非常に有益な方法です。

この方法をクラスで定期的かつ頻繁に実施することで、生徒は自分の発言力と聞く力に

自信をもつことができます。回を重ねるにつれ、内気だった生徒がどんどん発言するよう

になるのは驚きです。また教師にとっても、生徒が自分たちの学習に誇りを持ち、互いに

助け合って取り組む過程を見守ることができるのは、素晴らしい経験です。

Spider Web Discussion のアプローチは、実生活で役立つコミュニケーションとリーダー

シップのスキルを育みます。またコミュニティーの感覚を養うことにもつながります（よ
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り効果的に行動できるようになります）。生徒が自分たちの力で発見し、理解に至る様子

を見ることほど喜ばしいことはありません。また教師として、教育という専門分野におい

て、生徒から学び、新しくユニークなものの見方を得られることは、非常に面白く、また

同時に謙虚な気持ちにさせられます。

Spider Web Discussion については Alexis Wiggins の wiki をご覧下さい。資料、記事、

FAQ ページ：http://alexiswiggins.pbworks.com/

美術においての思考スキルとリサーチスキルの向上
この事例では、生徒は、あるＩＢの「芸術」の教師が作成した、思考スキルとリサーチ

スキルの向上に役立つマインドマップを使ってＩＢのポートフォリオ作成の準備に取り組

んでいます。

活動の準備に特に役立つリソースとしてこの「芸術」の教師が挙げたのは、「理解のため

の指導」の枠組み、「思考の可視化」についての資料、アートを用いた思考方法に関する

資料です。これらはハーバード大学のプロジェクトによるものですが、すべてインターネ

ット上で簡単に入手できます。

この教師が「芸術」で担当する生徒は、リサーチスキルや思考スキルを磨くために、こ

のマインドマップを使っています。ここに示したＤＰ２年生の Sita の例のように、ＩＢ
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の「芸術」では２年次に自分自身でテーマ設定をし、マインドマップを独自の本格的な研

究に発展させます。

昨年度の内部評価のフィードバックに、ポートフォリオ作成の過程で生徒はもっと深く

掘り下げる力を伸ばす必要があるとの指摘があり、これがこの取り組みを始めるきっかけ

の１つでした。

また、この「芸術」の教師が、単元計画をより良いものにしようと、「理解のための指

導」の枠組みを取り入れていたこともきっかけになりました。経験豊富なＩＢ教師であり

試験官でもあるこの教師は、生徒が主なアイデアに焦点をあてつつも、広がりある作品を

つくることに難しさを感じていることに気づいていたのです。

マインドマップはひとつのアイデアに集中しながら、つながりを広げていくのに役立ち

ました。

マインドマップの構成は汎用的なものであるため、各生徒が自分用にカスタマイズする

必要があります。マインドマップは、生徒の思考をより深く、より広いものにし、また批

判的思考クリティカルシンキングと創造的思考を鍛えるよう構成されています。
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このアクティビティーの主なメリット

ポートフォリオ作成の例からわかるように、マインドマップのアプローチを取り入れた

生徒は、主なアイデアに焦点をあてながら、アイデアを広げることができました。

マインドマップは中心部分（核となるアイデア）に始まり放射状に広がっていく使い方

と、その逆の使い方があります。

また、生徒が過程の中で何度かマインドマップを見直すことで、考えをさらに深く掘り

下げていくことができます。
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振り返り

ＤＰ２年生の Tooba の作品

この教師は、開始時とその後の段階における各生徒のマインドマップをサンプルとして

集め、写真に撮ろうと考えています。自分たちがどれだけ進歩しているのかを生徒に示す

には、時間の経過とともに生徒の成長具合をチェックすることが非常に大切です。

アイデアの構成と、思考、リサーチの方向付けに役立つマインドマップを使ったこのア

クティビティーを、ＩＢ「芸術」のすべてのクラスで取り入れていこうと、この教師は考

えているようです。
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ＤＰ「化学」の試験形式の設問と関連内容を視覚的に復習す
る
ＡＩＳ－Ｒ（American International School of Rotterdam）においてＤＰ「化学」を

履修する生徒は、視覚教材を用いたグループによる復習プロジェクトを展開しています。

視覚教材は、ＤＰ「化学」の試験形式の設問、および評価における課題をまとめたカード

や生徒が作成した設問などの関連内容から成り、生徒はこれをトピックごとに「IB Chem-

Is-Tree（ＩＢ化学の樹）」の上に貼っていきます。この取り組みは試験問題や評価におけ

る課題に直接つながるため、生徒は自分たちでつくった「IB Chem-Is-Tree」をＤＰ「化
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学」のカリキュラムを復習するうえでの付加的なリソースとして活用することができま

す。ゆくゆくは、現在の「IB Chem-Is-Tree」に加えてオンライン版も登場する予定です。

オンライン版では、生徒が作成したビデオや、対話型の要約などを資料として追加するこ

とができます。

コアとなる内容の学習がすべて終了したら、模擬試験の前に「IB Chem-Is-Tree」の復習

プロジェクトを開始します。まず、ＳＬ・ＨＬの「化学」の 20 個のトピックが、それぞ

れの木の枝として表されます。そしてその枝に、25〜35 個のＩＢの試験形式の設問を、り

んごとして吊るします。紙の片面には設問を、その反対側にはその解答を吊るすようにし

ます。

さらに、評価における課題をまとめたカードと、生徒が作成した設問も加えていきます。

最終的には、実際の「IB Chem-Is-Tree」に対応したオンライン版の「IB Chem-Is-Tree」

も開発する予定です。「IB Chem-Is-Tree」により、生徒がすべての内容を必ず見直すよう

に促すことができます。

このプロジェクトの重要な側面の１つは、生徒が復習をしていく中で、Chem-Is-Tree に

項目を追加し、お互いの復習に貢献するということです。その他の重要な復習のリソース

には、トピック全体の要約メモと、トピック間の復習ポイントを（クモの巣状に）つない

でいく「サマリーウェブ」があります。

廊下で化学の問題を見ると、そのトピックの内容について思い出し、復習の一環として
問題に回答しようという気になります。

ＤＰ「化学」の生徒

「IB Chem-Is-Tree」で最も重要なのは、これまでの授業内容の理解に基づいて生徒が何

かを作り出すということ、評価においてよい結果が期待できるという点です。

主なメリット
• 生徒主体の学習であり、従来の体系化された方法にはない形で追加の復習を行うこ

とができます。この復習は、授業で扱った内容やリソースの見直しに加えて行われ

ます。
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• 普段生徒がすべての内容やリソースをまとめて見る機会はありませんが、Chem-Is-

Tree によって、２年間の授業で扱った学習内容とその中にあるつながりを見てとる

ことができます。

• 教室の外でできる、継続的な復習方法の１つとして活用できます。

主な課題
• ５月に行われる主要な試験である「試験問題１」と「試験問題２」に役立つ関連知

識に焦点をあてつつ、「選択項目」も含むすべての内容を復習プロジェクトにおいて

見直すのは困難です。

• Chem-Is-Tree に加える内容の選び方：どれを樹に貼りつけ、どれを教室にとどめて

おくべきなのかを判断する必要があります。

• Chem-Is-Tree は教室外に設置されているため、生徒がどの程度頻繁に利用している

のかを把握しにくいという難点があります。

ＤＰ「化学」におけるもっとも大きな課題は、学習内容を「一箇所に集める」ことです。
生徒は学習したことすべてを理解しているわけではありませんし、従来のやり方では、学
んだ内容のすべてを一度に「見渡す」のは難しいでしょう。これまで学んできた内容が、
どれほど幅広く、深いものであるか、生徒に継続的に意識させる必要があります。

ＤＰ「化学」の教師

アドバイス：生徒には、さまざまな形の評価課題が必要です。また、自分たちが何を成

し遂げたのか理解するために、すべての形式の問題やレビューなどに目を通す必要があり

ます。さらなる情報源として、学習内容を視覚的に表した方法が必要になります。

微分・積分とストリングアートの「数学」と「芸術」の協働
単元――ボンベイ・インターナショナルスクール（Bombay 
International School）
この単元は、直線を使って曲線を描く方法の理解に焦点をあてて設計されました。

はじめに
生徒は、９インチ x ９インチの板上にストリングアートをつくるよう指示を受け、生物

の多様性、水や資源の保護、資源の枯渇をテーマに作品の制作に取り組みました。
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生徒はクラスで自分の作品を発表し説明を加え、数学的要素と芸術的要素とを合わせた

規準（数学、コミュニケーション、つながりといった要素をどのように使用しているか、

また、芸術的なアイデアや技術を理解しているか）に照らして評価されました。

「この方法は微分・積分に加え、傾き、放物線、漸近線と無限小の概念を理解する上で役
立ちました。実際に手を動かして紙に書き出し、それを実現することの難しさや限界を体
感すると、何が間違っていて、それを正すにはどうするべきなのかが自然とわかってくる
からです。」

ＤＰ生徒

生徒の作品例
数学的側面：

ストリングアートすべての基礎となっているのは、微分・積分の主な考え方の１つであ

る「直線を用いて曲線を表現する」ということである。 無限小の性質の応用：少数の点

は直線を、数多くの点はなめらかな曲線を描く。 漸近曲線は無限大に近づく。 X 軸上の

線と Y 軸上の線は逆相関する。頂点で最大となった傾きは曲線が X 軸方向に進むにつれゼ

ロに近づく（無限遠で）。

芸術的側面：

波やガス、または液体を象徴している。 ２つの層は、人生においては何事も単純にうま

くいくものではないことを表している。人生は幾層にも重なったものであり、同様の連な

りは自然の中においても見られる。 青と白、そして紫が使われているのは、空気、水を

表現するのによく使われる色だからである。

「このアクティビティーでは、反転授業のアプローチを取り入れました。生徒は自宅で学
習教材をもとに背景となる知識を調べ、授業では実際のタスクに取り組む、というもので
す。時間を要する方法ではありましたが、生徒はクラスメートや教師と協力して前向きに
取り組み、非常に効果的でした。結果的には時間をうまく使うことができました。」

ＤＰ教師
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さらなるアクティビティー：よりスケールの大きい自然アート
「この作品は、自然を通して２つの数学的な概念を表現しています。１つ目は、直線を使
って表すことのできる曲線のフォーメーション（まっすぐな竹を使って表現）です。２つ
目は、視覚的作用で、２次元の平面が、３次元イメージのように感じられます。平面であ
るにもかかわらず、見る人は中心に引き込まれるように感じるのです。」

ＤＰ生徒

主なメリット
• これまでと違った文脈（芸術）にある数学的側面に気づくことができる。

• 物体や視覚的な表現を用いることで、限界・無限大・無限小のような抽象的な概念

をより深く明確に理解できるようにする。

• 「知の理論」（ＴＯＫ）へのつながりをつくる良い機会であり、持続可能性という広

いテーマにも結びつく。

• 授業においてより実践的かつ体験的なアプローチをとることができる。

• 授業において探究を基盤としたアプローチをとることができる。

• 授業内で作品を発表することで、コミュニケーションスキルを磨く機会がつくられ

る。

• 数学的な文脈の中と外の両方において数学を楽しみながら理解することができる。

参考文献
Kathy Short 著『Learning Together through Inquiry（「探究を通して共に学ぶ」）』 

(1996, Stenhouse Publications)

Yvonne Siu-Runyan 著『Inquiry, Curriculum, and Standards: A Conversation with Kathy 

Short（探究、カリキュラムと基準： Kathy Short との対話）』 以下のＵＲＬより無料で

入 手 可 能 ：  https://www.coe.arizona.edu/sites/default/files/

inquiry_curriculum_standards.pdf

「芸術は私が最も好きな科目の一つです。しかし数学には幼い頃からずっと苦労してきま
した…。芸術作品の背後にある数学の概念を私は理解していないのではないか、そしてそ
のせいで私の作品はだめになってしまうのではないか、とずっと不安に思っていました。
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しかし驚いたことに、多くの人が私の作品を気に入ってくれたのです。発表を終えたとき
先生方や仲間が拍手を送ってくれ、とても嬉しく思いました。」

ＤＰ生徒

教室に「マインドフルネス」を取り入れる
マインドフルネスとは、意図的に「いまこの瞬間」に注意を払うこと、評価や判断にと

らわれずに、その時々の体験に集中することで生まれる自覚のことです。
Kabat-Zinn

マインドフルネスが教育にも有効であることを示す、科学的な研究報告が相次いでいま

す。マインドフルネスを学んだ生徒は、集中力を高め、衝動を抑え、感情を整えるのが上

手くなります。私たちは、『DP における「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」』の

提案を参考に、スペイン語のクラスにマインドフルネスを取り入れ、生徒の感情をコント

ロールするスキルを伸ばそうと決めました。毎回の授業の始めにマインドフルネスを 5 分

間行い、心を静め、落ち着いた状態になったところで、授業内容に入るようにしました。

詳細
• 毎回の授業の始めに５分間のマインドフルネスを取り入れた。

• 意識を自分でコントロールし、健康的で落ち着いた精神状態になることを目的とし

た。

• マインドフルネスの呼吸法に着目し、マインドフルネスに基づくメンタル・バラン

ス・プログラムに紹介されていた実践方法を用いた。

• オンライン調査で匿名のフィードバックを集め、生徒達がマインドフルネスの実践

をどう感じているか意見を集め、経過をチェックした。

マインドフルネスによって心にある不安や心配事が取り除かれ、授業に集中することが
できます。

11 年生の生徒

ＡＩＳ－Ｒでは、スペイン語クラスで始まったこの取り組みに 88 名の生徒が参加しまし

た（ＤＰ言語Ｂ I＆II、初級外国語 I＆II、およびＤＰに属さない 10 年生の生徒）。

• 87%の生徒が、マインドフルネスは心を落ち着かせるのに効果的だったと報告しまし

た。
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• 78%の生徒が、マインドフルネスを行うことで授業により集中できたと報告しまし

た。

マインドフルネスを体験した生徒達はマインドフルネスについて、「落ち着く」、「リラッ

クスできる」、「意識がクリアになる」、「集中できる」、「没頭する」、「緊張から解き放たれ

る良い方法」などと感想を述べました。

教師にもマインドフルネスが紹介され、今後の導入に向けて、その概念と実用性につい

て簡単な説明が行われました。

研究では、マインドフルネスのトレーニングにより集中力が高まることが示されていま

す（Zylowska 他、2008）。

主なメリット
学校単位でのマインドフルネスに関する相次ぐ研究の結果、たくさんの大きなメリット

が明らかになっています。マインドフルネスを取り入れている学校によれば、以下のよう

なメリットがあります。

• 集中力の向上

• 気分が穏やかになる

• 緊張や不安の減少

• 衝動をコントロールできる

• 自己認識が高まる

• 気分が乗らないときもうまく対処できるようになる

• 他者への共感、理解力の向上

• 問題解決能力の向上

主な課題（また、これらの課題をどのように乗り越えてきたか）
• マインドフルネスは、体験するものです。単にその概念について話し、知識として

理解するだけでなく、実際にやってみる必要があります。マインドフルネスの実践

は、生徒が普段取り組んでいる他の活動とは種類が異なるので、最初は少し違和感

を持つかもしれません。

• 最初の数回は、くすくす笑いや、落ち着かない様子がありましたが、生徒たちはす

ぐに、あたかもマインドフルネスが授業の儀式であるかのように適応しました。

• マインドフルネスに関心を持たない生徒はごく少数でした。抵抗感を取り除くため

に、マインドフルネスを実験のように紹介するのが効果的かもしれません。

• 一旦、このやり方を習得してしまえば、あとは簡単に繰り返すことができます。

マインドフルネスは、授業前に自分の精神状態を整えるのにとても役立っています。ス
トレスを軽減でき、その日に抱えている問題や、集中力を妨げるようなもの、パフォーマ
ンスを低下させるようなものから解き放ってくれます。

11 年生の生徒

振り返り
• 生徒はマインドフルネスについて楽しく学んだようで、ほとんどが好意的な感想を

寄せました。
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• マインドフルネスが生活にどう関わっているかを生徒が理解することで、簡単に取

り組めるようにする必要があります。

• １つの方法（音、呼吸、動き、思想、感情）だけに重点を置くのではなく、さまざ

まなマインドフルネスの取り組み方を紹介します。

• 自分で意識をコントロールする方法を学ぶのは有益であり、私たちはその方法を、

必要なだけ体系的に取り入れることができます。

生 徒 達 の 体 験 談 ビ デ オ ：  https://drive.google.com/file/d/

0Bylgnzi-3O5Rc25vVl83VE5oLWc/edit?usp=sharing

自己管理スキルの育成
私は長年（約 25 年間）ＤＰコーディネーターを務めてきましたが、自己管理全般が、生

徒の成功（および教師の成功）とやりがいを妨げる要因になることが多いことに気づきま
した。
Remi Vicente（リッチモンド中等学校（Richmond Secondary School）のＤＰコーディネー

ター）

リッチモンド中等学校で「知の理論」（ＴＯＫ）を学ぶ生徒の自己管理の主なコツ

• 十分な睡眠をとる。早寝早起きの睡眠パターンに変える。

• 最適なスペースを確保できるよう、ベッドではなく、机で勉強する。

• １つの目標に集中する。

• 勉強中は携帯の電源を切る。

• 少し余裕のある現実的なスケジュールを立てる。休憩時間や息抜き、睡眠、食事、

運動、人付き合いの時間も含める。

• 「自分の中の締め切り」を決める。あと１時間しかないと思えば、早く終わらせるこ

とができる。

• 集中できない場合は、学習する場所を変えてみる（例えば図書館の学習室へ行くな

ど）。

• 自分の時間をもって、自分自身のバランスや、人生の幸福感を保つ。

• ひとつの課題が終わったら、自分に小さなご褒美をあげる。または短い休憩を取る。

• 簡潔で現実的な TO DO リストを作り、終わったものは線を引いて消す。これをする

ことで自分を肯定的に捉えることができる。

• 自分の強みを確認することで、自己認識を高める。

ケーススタディー

90 「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」

https://drive.google.com/file/d/0Bylgnzi-3O5Rc25vVl83VE5oLWc/edit?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/0Bylgnzi-3O5Rc25vVl83VE5oLWc/edit?usp=sharing


• 「小さなこと」で大きな目標を見失わないようにする。

• ストレスを発散するため、信頼できる人と話す。より大きなストレスを感じるのは

想像している恐怖に対してであり、現実はその想像よりもましであることが多い。

リッチモンド中等学校の「知の理論」（ＴＯＫ）を学ぶ生徒から、教師へのアドバイス

生徒の自己管理スキルを伸ばすために教師ができること

• 大きなプロジェクトは、抵抗感をなくすために、段階ごとに分けて、各段階に締め

切りを設ける。

• きちんと締め切りを設け、生徒に守らせる。ただし納得できる、現実的な締め切り

日にすること。

• 定期的に生徒を励まし、フィードバックを提供する。

• 生徒ともっとコミュニケーションをとる。例えばメールで宿題のリマインドをす

る、ツイッターなどのテクノロジーを利用して、生徒とより情報交換するなど。

• （期日や試験日などを記した）オンラインの学校カレンダーをまとめ、締め切り日も

載せる。

• 単元が終わるまで、重要な資料は取っておく。

• 週の始まりには、その週に授業でどんなことを学ぶのか生徒と話し合う。

• 教師は授業中、生徒に自己管理スキルを磨く時間を持たせる。

• 成績とともに、生徒の学習傾向も記録しておく。

• 前の単元・章が終わるまで、新しい単元・章の指導は始めない。

• 生徒が恐れる抜き打ちテストは勉強、宿題をさせるのに非常に効果的である。

教師間、生徒間のチームワークと協働を育む、エコール・オ
アシス・インターナショナルスクール（Ecole Oasis 
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Internationale）の「知の理論」（ＴＯＫ）アクティビティ
ー
チーム全体、特に新任教師が、指導プログラムに「知の理論」（ＴＯＫ）を完全に取り入

れることができるように、一連の講義とアクティビティーを提供し、すべての教師がこれ

らに積極的に参加します。これにより、「知の理論」（ＴＯＫ）は学校におけるＤＰの中心

に位置づけられ、またチーム意識や結束力を強化することにもつながります。このアクテ

ィビティーは教師間、教師と生徒、そして生徒間の協働を促します。

ステップ１：新任教師向けワークショップを実施する（「知の理論」（ＴＯＫ）について

のプレゼンテーション、異なる学習分野に関連する「知識に関する問い」の形成など）。

ステップ２：異なるテーマ（言語の機能、感覚認知と実世界、数学の発見と発明、芸術

の果たす役割、国際化とアイデンティティーの確立など）で年間 10 回の講義と、その他

のアクティビティー（「知の理論」（ＴＯＫ）の授業中に実施）を行う。

多様なアクティビティー（討論、カンファレンス、ワールドカフェ、卒業生によるプレ

ゼンテーションなど）が、さまざまな場所（講堂、教室、アートスタジオ、図書館、自然

保護区など）において実施されます。

「担当科目の異なる先生方と一緒に行った少人数のディスカッションは、さまざまな学習
分野やコースの間のつながりをつくる上でとても役立ちました。」

Lubna （「知の理論」（ＴＯＫ）の生徒）

例：「言語」をテーマとしたカンファレンス
鍵となる問い：言語は、知識を得るときにどのような役割を果たすのか。

テーマ：言語の働き、言語と思想、言語とアイデンティティー、言語と翻訳

アクティビティーの構成：このアクティビティーは講堂で行います。５～10 分の入門的

な講義と説明の後に、生徒は５人ずつ 12 のグループに分かれ、各グループにつき教師が

１人つきます。各グループは話し合って、ポスターや壁に貼る展示物を作成します。各グ

ループの議論が終わったら、講堂の壁に展示物を掲示し、「ギャラリーウォーク」（生徒が

他のグループのポスターを見て回りそれについて議論する、10 分間のアクティビティー）

を行います。
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ディスカッションの質問例

• 言葉が考えを形づくるのか。それとも考えが言葉を形づくるのか。

主な課題
• ＤＰの教師全員（25 名）の参加を促す。

• 生徒全員（それぞれが異なる関心分野、モチベーション、学習方法をもつ 60 人の生

徒）が活発に議論と振り返りに参加するように促す。

• 「ＴＯＫカンファレンス」の実現に向け、事務局に資料の手配や調整を要請する。

主なメリット
• すべての教師、生徒が協働的なプロセスに関わり、本当の意味での参加を果たすこ

とができる。

• ＤＰの中心に「知の理論」（ＴＯＫ）を位置づけ、生徒、教師、学校管理職全員がＴ

ＯＫに取り組むことができる。

• 卒業生、保護者、その他の関係者など、より広い学校コミュニティーを取り込むこ

とができる。

• 生徒は自分自身のものの見方から知識を得るプロセスを体験することができる。

• 生徒も教師も心から楽しんで、積極的にプロジェクトに参加することができる。
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振り返り
このアクティビティーは、生徒が知識を積み上げ、互いに効果的に協働して取り組む格

好の学習機会となりました。また、教師も、担当分野の異なる教師間で議論し、協働する

機会を得ることができました。この経験から、教師が事前に課題について考え、教師間で

議論をした上で生徒とのアクティビティーに臨んだ方が、より効果が高いことが分かりま

した。

「課題論文」（ＥＥ）、Kuhlthau の情報探索過程（ＩＳＰ）モ
デルとオークハム・スクール（Oakham School）の図書館
利用教育
「課題論文」は、大学において取り組むような個人研究を体験できるよい機会です。「課

題論文」への取り組みを通じて、私たちは研究過程について理解を深めると同時に、図書

館司書チームの果たす専門的役割を体系化することができました。Carol Kuhlthau の草分

け的な論文、『Seeking meaning in an overabundance of information（情報過多の中で意

味を探求する）』 （2004, p. xvi）を参考に、研究過程における「知（思考）」、「情（感

情）」、「動（行動）」の３段階を考慮しながら、「課題論文」の計画表を再編成しました。

これにより、最も効果的な図書館利用教育の方法が明らかになり、同時に、分野ごとの図

書館司書の育成にもつながりました。
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図書館利用教育の主なものに、レファレンスインタビューがあります。これはＤＰの生

徒と、図書館司書との間の相互コミュニケーションです。レファレンスインタビューのね

らいは、利用者の質問に基づいて情報のニーズを理解し、そのニーズを満たすための最適

な方法を見つけることです。したがって、その目的は必要な資料を生徒に与えることでは 

決してなく、むしろ生徒自身がその資料を探し当て、有効に利用することで図書館本来の

「資料や、情報、アイデアへのアクセスを増やすという目的」(Kuhlthau, 2004, p. xv)を

達成することだと言えます。

Kuhlthau の ＩＳＰモデルと「課題論文」計画表

図書館利用教育のポイント：

• 研究過程と学術論文の形式についての「課題論文」セミナー

• 学術論文を書く際に活用できるＩＣＴスキルについてのワークショップ

• レファレンスインタビュー

「学校が教育についてどのように考えているかは、その学校の図書館に対する考え方でわ
かる。」

Harold Howe

ケーススタディー

95「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」



主なメリット
• 研究過程に対するより深い理解が「課題論文」の基盤となることで、この学習経験

が生徒にとってさらに実りあるものとなる。

• 図書館は、（本来そうあるべき）学問的作業に欠かせない存在となる。

• 図書館司書、生徒、指導教員の関係性がそれぞれの専門性に基づいて見直された。

• 生徒は、あらゆる種類の専門的な資料を自由に利用する方法を学ぶことができる。

• はじめから十分な情報に基づいて関連資料を選択することは、剽窃を有効に防ぐこ

とにつながる。

• 正確な測定は難しいものの、上記のメリットが、より学術性の高い「課題論文」に

結びつくことが明らかになっている。

「課題論文に対する体系的なアプローチと、図書館のサポートのおかげで、生徒は優れた
リサーチスキルと書く習慣を早い段階から伸ばすことができます。これは「知の理論」（Ｔ
ＯＫ）と各科目の内部評価にも役立っています。」

Simone Lorenz-Weir, （ＩＢディレクター）

主な課題（また、これらの課題をどのように乗り越えてきたか）
• 時間：専門化した図書館利用教育は、図書館を研究課程で利用する価値を認識して

いるＩＢディレクターのもと、「課題論文」のための優れた枠組みが既に取り入れら

れていたからこそ実施が可能であった。

• リソース：学校は長きにわたり図書館に投資をすることで、充実した蔵書、適切に

配置された図書館司書のチーム、それを補助する図書館補助員チームによる素晴ら

しい図書館環境を実現することに努めた。

• 生徒の期待：入学生は、概して自分たちの学問的な成功に図書館が役に立つとはあ

まり期待していない。この認識をできるだけ早く覆すべく、現在取り組んでいる。

「どうやらアメリカでは、すでに多くの知識や学問的スキルをもっている生徒がより良い
成績をおさめるという、（注目に値する）新たな格差が生まれているようです。低いレベル
の情報利用能力しかもたない生徒に関しては、大学に入ってから図書館利用教育に取り組
むのでは遅すぎるとの調査報告があります。つまりその時にはすでに生徒にはコピーする、
あるいは Google リサーチでなんとか切り抜ける、という行為が染み付いてしまっているの
です」

CIBER, 2008, p23

振り返り
多くの生徒、なかでも特に中等教育プログラムからではなくディプロマプログラムから

入った生徒にとって、「課題論文」は初めて課せられた大きな個人研究であるため、彼ら

の学究的なリサーチスキルはまだとても未熟で、生徒にとってこの課題は大きなチャレン

ジとなります。私たちは「課題論文」への取り組みをサポートする枠組みの中で、こうし

たチャレンジを乗り越えてきました。しかし、もっと効果的なのは、学校での活動を通じ

て常日頃から生徒のリサーチスキルを体系的に伸ばすことです。したがって、私たちは現

在、Framework for Oakham School Information Literacy (FOSIL)（オークハムスクール

の情報リテラシーフレームワーク）という取り組みをすすめています。

参考資料や文献：
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• CIBER. 2008. 『Information Behaviour of the Researcher of the Future（未来の研究

者の情報行動）』 Bristol. Jisc

• Kuhlthau, CC. 2004. 『Seeking Meaning: A Process Approach to Library and 

Information Services（意味を探求する：図書館と情報サービスのプロセスアプロー

チ）』 Wesport. Libraries Unlimited

「Jane Schaffer Paragraph－カリキュラムを超えた、書く力
の体系的な育成」
Jane Schaffer のライティングプログラムは、生徒がよりわかりやすくきちんとした構成

で文章を書く力をつけるための、スキャフォールディング（足場づくり）の手法として考

案されています。生徒が「まっさらなページ」に戸惑うのはよくあることですが、

Schaffer のモデルは、明確で簡潔でありながら洞察に満ちた文章を書くための、具体的で

わかりやすい基礎を提供します。また、このモデルには、カリキュラムを超えて応用でき

る共通の用語があり、書く力が求められるあらゆる科目で活用することができます。この

共通の用語は、ＩＢプログラムを中学、高校と一貫して実施している学校の生徒にとって

特に役立ちます。

Schaffer の用語

• ＴＳ（Topic Sentence――主題文）

• ＣＤ（Concrete Detail――詳細）

• ＣＭ１（Commentary1――解説１）

• ＣＭ２（Commentary2――解説２）

• ＣＳ（Concluding Sentence――結論）

私はエッセイのまさに背骨とも言える Schaffer メソッドを練習し、今までで最高のエッ
セイを書くことができました。

Noor （リヤド・アメリカンインターナショナルスクールの生徒）
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Jane Schaffer の２つのかたまりからなるパラグラフ (8〜11 の文章
で構成される)

ＴＳ（主題文）—そのパラグラフあるいはエッセイは何について証明するのか、読み手に

対しテーマを 再提示する

ＬＥＡＤ－ＩＮとＣＤ（導入と詳細）—ＴＳの根拠（引用、言い換え、事実、説明、証

拠、裏づけ、例、図解、証明、小説のプロットなど）

ＣＭ（解説）—ＣＤについて説明し、ＴＳの主張を裏づける（ＣＤの分析、解釈、評価）

ＣＭ（解説）—ＴＳの主張に関する裏づけをさらに加え、ＣＤの重要性を説明する（ＣＤ

の分析、解釈、評価）

ＬＥＡＤ－ＩＮとＣＤ（導入と詳細）—ＴＳの根拠（引用、言い換え、事実、説明、証

拠、裏づけ、例、図解、証明、小説のプロットなど）

ＣＭ（解説）—ＣＤについて説明し、ＴＳの主張を裏づける（ＣＤの分析、解釈、評価）

ＣＭ（解説）—ＴＳの主張に関する裏づけをさらに加え、ＣＤの重要性を説明する（ＣＤ

の分析、解釈、評価）

ＣＳ（結論）—ＴＳを再び述べ、結論で締めくくる
ＡＩＳ－Ｒで教鞭をとって３年目になりますが、Schaffer メソッドの実施以来、生徒の

書く力が目覚しく向上するのを見てきました。生徒の思考をまとめる力、批判的思考クリ
ティカルシンキングを論証する力、情報提供する力は劇的に成長しました。Schaffer メソ
ッドは書くことだけでなく、プレゼンテーションにも応用できます。

Tell Shapley（ＡＩＳ－Ｒ ＩＢ「歴史」担当の教師）

主なメリット
• 生徒が手本として活用することのできる具体的な構成が示されている。

• 生徒が書くことに対して自信をもつようになる。

• より深い分析を行い、考え抜かれた文章を書くように生徒を導くことができる。

• 生徒は、文献からの根拠を含めることで、自身の主張の全体的な信憑性と有効性を

強化することができる。

• すべての科目において使用することのできる共通の用語が確立される。

• 教師はより客観的な評価を行うことができる。

• レベルや科目分野を超えた一貫性がある。

• 書くこととプレゼンテーションの両方に対して効果的である。

多くの場合において、生徒は書くことは謎だらけで難しいものだと感じ、その解決法を
知っているのは教師だけだと思っています。しかし解決法に秘密などありません。ただ、
努力することが重要なのです。書き方の指導は、考え方を教えることと同じです。私たち
の目標は、すべての生徒が理解できるように、書くプロセスを異なる段階に分けて教える
ことです。

(www.curriculumguides.com)

主な課題（また、これらの課題をどのように乗り越えてきたか）
• 一部の生徒は当初、「定式化された」書き方に制限が多いと感じ、心配していたまし

た。しかし、用語と構成に慣れてくると、その「定式」は、考えをより正確に、簡

潔に表現するのに役立つため、生徒を制限するものではなくむしろ自由を与えるも

のだと気がつきました。
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• １つの「かたまり」（ＣＤ－ＣＭ－ＣＭ）の中の、２つのＣＭの役割や違いについ

て、混乱が見られました。これについてはたくさんの事例を紹介するとともに、ト

リガーワード（理解の引き金となる言葉）を使って生徒の理解を促しました。

ＡＩＳ－Ｒの英語教師、Miriam Morningwood から提供いただいた実例

他の学校に向けたアドバイス：

学校全体で取り組むとよいと思います。どのコースでも同じ用語を一貫して使用するこ

とで、生徒の成果物の質に大きな変化が見られることでしょう。

経験から学んだこと：

生徒が各構成要素の働きについてきちんと学び、理解できるように、十分な時間をとる

ことが必要です。また、２人１組で、もしくはグループ内で書く練習をする機会をたくさ

ん設けてください。批判されない安心できる環境で共同作業をすることで、生徒はリスク

を恐れず、間違えることができます。

パモジャ・エデュケーション（Pamoja Education）協働ス
キルの育成
パモジャ・エデュケーション（Pamoja Education）は、オンラインコースのプロバイダ

ーとして、300 校を超える世界中の学校の児童生徒と教師を結びつけています。これによ

り生徒は、多角的なものの見方や見解に触れることができ、またユニークな協働の機会を

もつことができます。オンライン教室のグローバルな性質をフルに活用するために、パモ

ジャ・エデュケーションは国際的な視野を育て、科目についてより深い理解ができるよう

サポートし、また生徒全員の協働スキルを育成することを目指しています。パモジャ・エ
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デュケーションはＩＢの全ＤＰコースに「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」を

明確に取り入れています。生徒の協働スキル開発における経験、挑戦、そして実績は、教

室での学習、オンライン学習、また、これらを組み合わせたブレンド型学習にも応用でき

ると期待されています。

協働の方法
パモジャ・エデュケーションでは、以下のようなさまざまな方法で、生徒同士、あるい

は生徒と教師が協働します。

• ディスカッションフォーラム

• ブログ

• wikis

• Google アプリ

• ビデオチャット

• ソーシャルメディア

• Ｅメール

「学習のアプローチ」を紹介しているコースのスクリーンショット（すべてのＤＰコースに「学
習のアプローチ」が取り入れられていることがわかります。）

「オンライン学習の最も大きな利点のひとつは、とても豊かなディスカッションが行われ
ていることです。これは、パモジャ・エデュケーションがオンライン上で提供されている
からこそ実現できていることです。先生が提示するあらゆる議題について、世界中の生徒
からの意見を聞き、彼らの視点に触れることは、国際的な理解と同時に、自分に対する理
解を深めるのにもとても役立っています。」

Hiroshi Moody（パモジャ・エデュケーションの生徒）

「ビジネスと経営」コースにおける５つの協働事例
1. 生徒は少人数のグループでビジネスにおける利害関係者の関心と、結果として起こ

る対立についてのドラマをつくります。生徒はクラスメートの作ったドラマを見

て、利害関係者を特定し、その対立と解決方法について議論します。

2. 生徒はグループをつくって、組織構造に関する事例研究についての質問に回答しま

す。その後、自分たちがどのようにグループを形成したのか、またその構造の有効

性について、関連するビジネス理論を適用しながら考察します。
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3. 生徒は学習した単元の重要なポイントをまとめるために wiki を利用して、図を描い

たり、テクストを挿入したり、ビデオを作成したりして、学習ガイドを完成させま

す。

4. 生徒は自分の国における外部環境や公的部門の果たす役割についてリサーチをし、

発表、議論します。

5. 生徒は少人数のグループで問題に基づく学習活動を行い、最近の企業合併が「最高

の結婚」であるか、もしくは「待ち受ける悲劇」であるかを、ビジネス理論を用い

て判断します。

主なメリット
• 協働することで、生徒は多角的なものの見方に触れることができ、トピックや概念

をより深く理解することができる。

• 生徒は、どうしたらより効果的に他の生徒をリードし、一緒に作業することができ

るのかを学ぶ。

• 仲間をがっかりさせないように、生徒は協働活動により積極的に参加するようにな

る。

• 協働作業を含む活動によって、生徒は他の「学習のアプローチ」（例：コミュニケー

ションスキル、ソーシャルメディアスキル）も身につけることができる。

Google ハングアウトのスクリーンショット

人生においては、他の人と共に働かなければなりません。ですから、今協働することが
重要なのです。」

Sherman Tylawsky（パモジャ・エデュケーションの生徒）

主な課題と学んだこと
• 時差と多忙なスケジュールのために、ＩＢの生徒が同時に集まることが難しいこと

――生徒は同期および非同期ツールを合わせて利用し、早めにプロジェクトを始め

るように促されます。

• グループのメンバーの貢献度が異なる場合がありますが、オンラインでの協働はよ

り透明性が高く、教師が頻繁に活動状況をチェックすることができます。生徒は、

自己評価や仲間からの評価によって、自分の参加具合や協働のレベルについて振り

返ることができます。
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• グローバルな教室で慣用句や、スラングを使うと、伝えたいことが不明瞭になるこ

とがあります。そのため、さまざまな人と協働する時には、生徒はより文語体に近

い表現を使う傾向があるようです。

• 時には、目算が外れて協働作業がうまくいかないこともありますが、生徒は、成功

と同様、失敗からも学ぶ必要があります。

・・・人がもつ違いを違いとして理解し、自分と異なる考えの人々にもそれぞれの正し
さがあり得ると認めることのできる人

「ＩＢの使命」より

協働についてのオンラインリソースやツール
http://peeragogy.org/Howard Rheingold の協働学習や協働活動のためのテクニックをま

とめたウェブサイト

http://www.romankrznaric.com/outrospection 他者への共感や「アート・オブ・リビン

グ」の概念に関する Roman Krznaric のブログ

http://www.google.com/enterprise/apps/education/ Google の教育アプリ

http://www.google.com/+/learnmore/hangouts/ Google ハングアウト

https://education.skype.com/ 教室向けのスカイプ

http://wiggio.com/ グループ作業を容易にする無料のオンラインツール一式

トンブリッジ・グラマースクール（Tonbridge Grammar 
School）の学際的指導
イギリスのケント州にあるトンブリッジ・グラマースクールでは、ＤＰの「経済」と

「心理学」が人気の科目です。現在 58 名の生徒 （そのほとんどが上級レベル）が「経済」

を、84 名の生徒が「心理学」を履修しています。

２つの科目両方を履修している生徒は今のところ少数ですが、彼らは大学で行動経済学

を学ぶことに関心を抱き始めています。行動経済学とは、２つの学問分野をまたぐ新しい

学際的科目です。次なるステップとして、同校は学際的な単元の計画に力を注いでいま

す。シックス・フォーム（訳注：16 歳から 18 歳までの生徒を中心に大学進学のための教

育を提供する）でしか扱われない「経済」と「心理学」の科目リーダーは、学際的な学習

方法に興味をもちました。そこで、生徒が同時に両科目に取り組むことができるような学

習単元を、両科目の教師で協力して開発する取り組みが行われました。今年度、この２つ

の科目では協働アクティビティーを取り入れようと、ロンドンの有名な市場、カムデンロ

ックマーケットの視察を始めました。「心理学」を履修する生徒は、一般の人々の購買行

動について、一方で「経済」を履修する生徒は、マーケットの構成や、ブランディング、

マーケット内の販売競争について研究観察を行い
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こちらは、私たちが選んだベスト店舗オーナーです。ファッジの作り方、店主として現
在に至るまでなどについて、苦労話や冗談を交えながら包み隠さず話してくれました。ベ
スト店舗オーナーとして選んで良いか尋ねたところ、みんなで写真を撮ることを条件に応
じてくれました！

Jessica (ＤＰ生徒)

次のステップ
今秋、本校では「経済」と「心理学」を履修する最終年次の生徒による、幸福について

の学際的合同プロジェクトを計画しています。このプロジェクトでは、果たして幸福は存

在するのか、幸福はどのようにして測れるのか、収入や、購入物、人間関係、その他にも

例えば清潔な環境や公共社会全般の健全性といったような、生活の質がどの程度幸福度に

影響しているのかについて探究します。そして最終的には、「政府の政策は、国民の幸福

度に対する影響という観点から評価を受けるべきか」という問題についても考察します

（これは現在イギリス政府が実際に取り組んでいることでもあります）。「経済」を学ぶ生

徒は、個々の観点でトピックについて考え、さらに「知の理論」（ＴＯＫ）型のアプロー

チを用いて探究を行います。「心理学」を学ぶ生徒は、社会、経済のより広い問題につい

て人間関係を中心に研究します。この学習単元は、まず入門的な授業から始まり、続いて

学習分野を問わず生徒をグループ分けし、経済学と心理学両方の観点から、主題について

研究します。その後生徒は、ロールプレイのアクティビティーにおいてイギリス政府に対

する「諮問委員会」として政策や研究に関する助言を提出し、「イギリス政府の大臣」よ

り質問を受けます。
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アンディ・ハーグリーブス（Andy Hargreaves）

略歴
アンディー・ハーグリーブス氏（Andy Hargreaves)はボストンカレッジの教育学スクー

ルにおいてトマス・モア・ブレナン委員会の委員長を務めています。彼は教育変革に焦点

をあてた学術誌『Journal of Educational Change』創刊時の編集長であり、また、同じく

教育変革についてまとめた 『International Handbook of Educational Change』および

『Second International handbook of Educational Change』の編集も手がけました。 ハー

グリーブス氏の著作は、アメリカ教育研究学会、アメリカ図書館協会、ナショナルスタッ

フ開発評議会、全米教員養成大学協会の優れた書籍に贈られる賞を受賞し、これまで多く

の言語に翻訳されています。ごく最近の著書にはデニス・シャーリー（Dennis Shirley）

との共著『The Global Fourth Way: The Quest for Educational Excellence（グローバルな第

四の方法：優れた教育の追求）』（Corwin, 2012）、およびマイケル・フーラン（Michael 

Fullan）との共著『Professional Capital: Transforming Teaching in Every School）プロフ

ェッショナル・キャピタル：すべての学校の指導の形を変える）』/（Teachers College 

Press, 2012）があります。近年では、国家とその教育部門の期待を超える成果を出して

いる教育機関、また、特別な教育が必要な生徒にとりわけ良い成果をもたらす学校全体の

戦略についての研究を進めています。

アンディ・ハーグリーブス

実践
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インタビュー
質問１：ハーグリーブス教授の主な考えや研究について、詳しくお聞かせください。

私はこれまでのキャリアのほとんどにおいて、教師間の関係とコミュニケーションは指

導の性質とクオリティーにどのような影響を与えるのか、また、この側面は、学校の「変

わる力」に対してどのように作用するのかという問いに関心を抱き続けてきました。

『Changing Teachers, Changing Times: Teachers’ Work and Culture in the Postmodern Age

（変わりゆく教師、変わりゆく時代：ポストモダン時代の教師の仕事と文化）』(1994)、ま

た新しいものではマイケル・フーラン氏との共著の『Professional Capital: Transforming 

Teaching in Every School（プロフェッショナル・キャピタル：すべての学校の指導の形を

変える）』(2012)において、教師が生徒と協働し、互いから学び、すべての生徒の成功に

対して等しく責任をもつ時に、教師は変化に抵抗なく前向きになり、生徒の学習により良

い影響を与えるという研究結果（私のものも含む）を報告しています。

結局のところ、教師の個人的な意欲や何らかのきっかけに頼るのではなく、学校の大部

分または学校全体で、どうしたらもっと教師が協働できるかという課題に取り組むことが

重要になります。そしてこの考え方は、必然的にリーダーシップについての研究にもつな

がっていきました。2006 年に発表したディーン・フィンク（Dean Fink）氏との共著

『Sustainable Leadership（持続可能なリーダーシップ）』では、リーダーシップを学校全体

に分散する時、また、「全生徒の成功」という共通の目標のもと全リーダーが協働する時、

どのようにすれば一時的な成功だけでなく、持続可能なリーダーシップが実現できるのか

を議論しました。私の新刊、アラン・ボイル（Alan Boyle）氏とアルマ・ハリス（Alma 

Harris）氏との共著『Uplifting Leadership: How Organizations, Teams, and Communities 

Raise Performance（リーダーシップの育成：組織、チーム、地域社会のパフォーマンスを

高めるには）』では、ビジネス、スポーツ、教育で高い成果をあげている事例について研

究しました。これらの事例は、自分の地域社会を活性化したいならば、成功への夢を共有

し、夢の実現に向かってお互いに引っ張り合い、支え合いながら、協働するすべての人々

の気持ちを高めることが必要であることを示しています。つまり教育におけるリーダーシ

ップは、すべての生徒に機会を与え、彼らを成功へと導き、そして学校に関わるすべての

人々が協働できるよう、皆の意欲を高めるようなものでなければなりません。

20 年以上の間、私は、すべての子どもたちが幸せで、健康で、家族と地域社会に貢献し

ながら実りある日々を送ることができるようになるには何を変えたらよいか、教育がどの

ように変わればよいのかについて考えています。ここ数年は、この関心から、高い成果を

あげる学校システムについての研究と執筆を行っており、同僚であるデニス・シャーリー

氏との共著『The Fourth Way: The Inspiring Future for Educational Change（第四の方法：

未来の教育変革に向けて）』（2009）および『The Global Fourth Way: The Quest for 

Educational Excellence（グローバルな第四の方法：優れた教育の追求）』（2012）を出版し

ました。私が取り上げたこれらの学校システムは、達成よりも学習そのもの、そしてすで

に起こったことに対する説明責任よりも未来に向けての責任を重視し、また、未来社会を

築く「クリエイター」としての教師の役割に価値を置いていることがわかりました。
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質問２：ハーグリーブス教授の指導と学習についての考え方に影響を与えている主な教

育者は誰ですか？

1975 年にダン・ローティ（Dan Lortie）は著名な『Schoolteacher（学校教師）』を発表

しました。その中で、教師の孤立は保守的傾向と変化に対する抵抗に関連するということ

をはじめて裏づける根拠が示されていました。この本をきっかけに私は学校で教師が協働

する文化が重要であるという考えに至りました。また、最近発表され、ルイビル大学から

賞を受賞したパシ・サールベルク（Pasi Sahlberg）の『Finnish Lessons（フィンランドの

授業）』は、教師に投資して教師に任せることでどのように国家全体が方向転換できるか

を紹介しています。彼によると、フィンランドでは、教師の仕事の重要性を高めるという

国の教育ビジョンによって、教師が仕事にあたっています。その結果として、大学で行わ

れる教員養成は狭き門であり、またとても厳しいものになっています。教師は他の教師と

共にカリキュラムのほとんどを作成し、生徒が健やかに、満足のいく学習に取り組めるよ

う広範囲にわたって協働します。そのため、フィンランドでは、学校内でのこうした協働

に他のどの国よりも多くの時間を費やしています。フィンランドの教職は安定した職業で

あり、他のキャリアに移る前の一時的な雇用ではありません。教職に就くことは一生をか

けた取り組みであるともいえます。

質問３：ディプロマプログラムの教師におすすめの一冊を教えてください。またその理

由も教えて下さい。

ケン・ロビンソン卿（Sir Ken Robinson）と共に研究を行っているリチャード・ガーバ

ー（Richard Gerver）による『Creating Tomorrow’s Schools Today（明日の学校を今日創

る）』という近く出版予定の本があります。元学校指導者であるリチャードは、さまざま

な教育改革運動に批判的で、これらの問題点を指摘しています。彼は、研究のみならず、

成果が芳しくない学校を変革した自身の体験に基づいた説得力のある例を挙げて、指導と

学習の新しい選択肢を示唆しています。彼の著作は空港の書店でベストセラーになってい

ます。

質問４：今日の教育と 30 年前の教育の一番大きな違いは何だと思いますか？

過去 30 年間におこった公教育システムの最も大きな変化は、市場競争の高まりと標準化

が強いられるようになったことです。多くの英語圏の国々だけでなく、チリやスウェーデ

ンのような国々でも、間違った方向にシステムが動いており、貧富の格差が広がり、デー

タ中心で簡単に試験を行うことを重視しすぎています。幸いにも、現在は多くの国々でこ

れを見直す動きがあります。スウェーデンでは真剣に再検討が行われており、チリでは現

在の教育システムへの抵抗が強まり、平等を求めて劇的な変化が起こっています。カナダ

は過度な標準化に対して依然抵抗しており、またアメリカは単にテストの点数ではなく、

子供が得た知識の深さに視点を移そうとしています。

質問５：今日、教師が直面している最も大きな課題は何だと思いますか？また同様に生

徒が直面している最も大きな課題は何でしょうか。

教師にとって最も大きな課題は、周りからのプレッシャーに押しつぶされずに、常に生

徒と学習のプロセスにしっかりと目を向け続けることです。そしてテクノロジーに関して

は、生徒に悪影響を与えかねない方法でやみくもに導入するのではなく、ベストな環境を
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整えてから取り入れていくことが重要です。生徒にとっての課題は「学び続けること」で

すが、不安や抑うつ状態、教育に対する否定的な考えにつながりかねない競争の激化によ

って、生徒が疲れ果ててしまうような事態は避けなければなりません。

アンディ・ハーグリーブス氏の主な著作：

• Andy Hargreaves and Dennis Shirley, 2012 The Global Fourth Way: The Quest 

for Educational Excellence, Corwin Publishing.

• Andy Hargreaves and Michael Fullan, 2012 Professional Capital: Transforming 

Teaching in every school, Teachers College Press.

• Andy Hargreaves and Dean Fink, 2005 Sustainable Leadership, Jossey/Bass 

Wiley.

• Andy Hargreaves, 2003 Teaching in the Knowledge Society, Teachers College 

Press.

• Andy Hargreaves,1994 Changing Teachers, Changing Times, Teachers College 

Press.

ビル・パウエル＆オーチャン・パウエル（Bill and Ochan 
Powell）

略歴
ウィリアム（ビル）・パウエル（William (Bill) Powell）氏は、アメリカ、サウジアラビア、

タンザニア、インドネシア、マレーシアのインターナショナルスクールにおいて、30 年間

にわたり教鞭をとってきました。1991 年から 1999 年にはタンザニアのダルエスサラーム

にあるタンガニーカ・インターナショナルスクール（International School of 

Tanganyika）で最高経営責任者、2000 年から 2006 年にはクアラルンプール・インターナ

ショナルスクール（International School of Kuala Lumpur）の校長を務めました。

オーチャン・クスマ＝パウエル（Ochan Kusuma-Powell）氏はコロンビア大学で博士号

を取得後、アメリカ、インドネシア、マレーシア、タンザニアにおいてインクルーシブな

教育プログラムの開発、導入を行ってきました。現在、Center for Cognitive Coaching

および Adaptive Schools の準トレーナーを務めています。

ビルとオーチャンは教育系学術誌に多くの論文を寄稿しています。彼らは現在 The Next 

Frontier: Inclusion (www.nextfrontierinclusion.org)というプロジェクトに携わって

おり、インターナショナルスクールに在籍する特別な支援が必要な子どもたちに開かれた

教育を提供するためのサポートを行っています。また、Education Across Frontiers 

（powell@eduxfrontiers.org）のコンサルタントとして、教師の専門性の向上、学校での

リーダーシップやガバナンスに関する研修に力を入れています。教師向けワークショップ

や学会発表がないときには、Bill と Ochan は、フランスのピレネー山脈で、（わずかな羊

と共に）イバラと格闘しているはずです。
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ビル・パウエル＆オーチャン・パウエル

インタビュー
質問１：お二人の教育に対する考え方について詳しくお聞かせください。

教師に対する成人教育と、教室において生徒の学習を高めることの間には、直接的で強

いつながりがあると考えています。 私たちは現在、教師の「感情的知性」とメタ認知が、

生徒の学習を高める際にどのような役割を果たすのかについて強い関心を抱いています。

深いレベルでの「変形学習」（動機を自分の中に取り込み、自尊心と自己効力を形成する

タイプの学習）は信頼関係がある場合にのみ実現します。したがって、教師は教室におけ

るこうした信頼関係、つまり生徒が学習者として自分で発見をして成長できるようになる

関係を築く手助けをする必要があります。

教師向けのワークショップにおいては、情報や手続き上の話のみに重点が置かれること

があります（例えば新しい教育法や技術革新について）。ワークショップの後、教師は教

室に戻り、ワークショップで学んだ新しいアイデアや方法を実行に移すことが期待されて

いるものの、現実にはこれらが実行に移されない場合もあります。このようなケースにお

いて欠けているのが、教師がワークショップの内容を自分の価値観と信念に結び付けるの

に役立つ「変形学習」なのではないかと私たちは考えています。学習から得た新たな情報

が、私たちの信念や価値観と結びつき、一致するときにはじめて変形学習が起こり、その

結果、新たなアイデアや方法が教室で実践される確率が劇的に高くなります。

例えば、ＩＢの「学習のアプローチ」においては、生徒が自己主導性を身につけること

が重視されています。この過程には「感情的知性」とメタ認知の両方が必要になります。

教師ならこの点に関してどう取り組めばいいのかを知っているはずだと仮定してはなりま

せん。私たちは、生徒の自己主導性を育てるための第一歩は、まず教師をサポートし、自

己コントロール、自己管理、自己修正ができる学習者として教師自身にもっと成長しても

らうことだと考えています。
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私たちは、「学習のアプローチ」は、教師が生徒の「学び方の学習」をサポートするのと

同時に、教師が自身の学習について学ぶことをサポートするものだと考えています。「学

び方を学ぶ」ということは、生徒が大学に進学しても、またそれ以降の人生においても活

用することのできるスキルを身につけることにつながります。生徒が学校で学ぶ内容の大

半は、忘れ去られてしまうか、大学に進学する頃には時代遅れにさえなっているかもしれ

ません。しかし、「学習のアプローチ」の核心にあるのは「旅」です。生徒も教師も学習

者として自分自身を発見し、成長する旅に出るのです。

質問２：お二人の指導と学習についての考え方に影響を与えている主な教育者は誰です

か？

• 認知コーチングと振り返りの指導法を研究しているアート・コスタ（Art Costa）氏

と ロバート・ガームストン（Robert Garmston）氏。

• 元ハーバード大学の教育者、ローランド・バース（Roland Barth）氏。彼の著書

『Improving Schools from Within』 は、教育とは非常に複雑なものであるため、周

りの支えなしに教育を行うことはできないということを主張しています。（参照：

Barth, J. 1991. 『 Improving Schools from Within: Teachers, Parents, and 

Principals Can Make the Difference（内側から学校を改善する：教師、保護者、校長

は変化をもたらすことができる）』 Jossey Bass）

• キャロル・ドゥェック（Carol Dweck）氏と彼女のマインドセットについての研究。

質問３：ディプロマプログラムの教師におすすめの一冊を教えてください。またその理

由も教えてください。

キャロル・ドゥェック氏の著書『「やればできる！の研究：能力を開花させるマインドセ

ットの力』（今西康子訳、原題：Mindset: The New Psychology of Success）がおすすめで

す。教室でのコミュニケーションと学習は、教師が生徒をどのように理解するかによって

変わってきます。知力に対する型にはまった考え方の代わりに、「誰もが学び、時間をか

けて成長することができる」という理解を育むための姿勢をもつことの大切さが述べられ

ています。

質問４：今日の教育と 30 年前の教育の一番大きな違いは何だと思いますか？

ビルが教職に就いた理由のひとつは、教育には大きな改善が必要だと確信したからです。

当時の教育は服従、規則に従うことを強調した、いわば工場生産型の教育でした。現在で

は人間の脳の働きについて多くの研究も行われており、私たちは今、教育再興の可能性を

目のあたりにしているのではないかと感じています。

教育についてのたくさんの研究や考え方がある今、私たちは協働しなくてはなりません。

私たちがこれまでインターナショナルスクールで出会った教師の中で最も優れていたの

は、「教えない」教師たちでした。彼らは学習の手助けをするのです。そしてこれは非常

に大きな違いを生み出します。学習の手助けをする教師は、常に学習を生徒側の視点から

見ています。素晴らしい教育者は「学習」に焦点をあて、指導については心配しないので

す。

質問５：今日、教師が直面している最も大きな課題は何だと思いますか？また同様に生

徒が直面している最も大きな課題は何でしょうか。
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教師にとって最も大きな課題は、意識を集中し、コントロールする力を高めるよう生徒

をサポートすることです。デジタル化により、私たちの注意を逸らすものが溢れる現代に

おいて、集中力を保つことは段々と難しくなってきています。生徒が集中力をコントロー

ルできるようになるには、現代はとても難しい時代だと言えます。30 年前には、私たちの

気を逸らすようなものはここまで多くはなかったと思います。

教師にとってのもうひとつの課題は、生徒のワーキングメモリ（作業記憶）を高めるた

めの手助けをすることです。ワーキングメモリはＩＱ以上に学習において重要となる要素

です。教師はワーキングメモリの研究について知り、ワーキングメモリへの負荷を取り除

くために教師ができることを実行する必要があります。

ビル・パウエル氏とオーチャン・パウエル氏の主な著作：

Powell, W and Kusama-Powell, O. 2000. Count Me In! Developing Inclusive 

International Schools. Office of Overseas School, US Department of States.

• Powell, W and Kusama-Powell, O. 2013. Making the Difference: Differentiation 

in International Schools. Office of Overseas School, US Department of 

States.

• Powell, W and Kusama-Powell, O. 2010. Becoming an Emotionally Intelligent 

Teacher. Sage Publications.

• Powell, W and Kusama-Powell, O. 2013. The OIQ Factor: Raising your School’s 

Organizational Intelligence. John Catt Educational.

キャロル・マクギネス（Carol McGuinness）

略歴
キャロル・マクギネス（Carol McGuinness）氏は北アイルランドのクイーンズ大学ベル

ファスト（Queen’s University Belfast）の心理学の教授です。マクギネス氏の研究的

興味は、教室での学習と指導に関して、心理学を教育的文脈へと応用することにあり、北

アイルランドの「子供の思考スキルを活性化するプロジェクト」（ACTS: Activating 

Children’s Thinking Skills）においてはディレクターを務めました。このプロジェク

トは、カリキュラムを横断して子供の思考スキルを高めるための「インフュージョン法」

を用いており、英国のウェールズとスコットランドにおいても同様のプロジェクトを始め

る支援を行ってきました。

研究においては、小学生の学習を 3 年にわたり観察し、ACTS で用いられた方法の効果に

ついて検証しました。また、授業において思考スキルの育成をしようと試みている教師向

けの研修も考案しています。北アイルランドカリキュラム協議会（CCEA）による「思考ス

キルと個人の能力の枠組み」、ウェールズのプロジェクト「思考スキルおよび学習のため

の評価の開発」、アイルランド共和国の「高等学校の生徒のための主要なスキルの枠組み」

など、いくつかの国家カリキュラムと教授法の開発にもコンサルタントとして携わってい

ます。最近では、英国文化振興会とタイ教育省と協力して、タイで ACTS プロジェクトを
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始めました。また、2011 年 6 月にはベルファストで第 15 回「思考についての国際学会」

を主催しました。

キャロル・マクギネス

インタビュー
質問１：マクギネス教授の主な考えや研究について、詳しくお聞かせください。

私の専門分野は指導と思考の理論と実践で、生徒がより上手に思考するのに役立つツー

ルを提供することを目指しています。生徒の思考を促すような授業を行う教師はいます

が、実際に思考についての指導を行っているとは限りません。思考には異なるタイプがあ

り、それらに名称を付けることは、生徒にとって思考をよりわかりやすいものにするため

の第一歩です。しかし、名称を付けるだけでは不十分です。生徒は、どのような「心な動

き」がよりうまく思考することに役立つのかを知る必要があります。問題解決はこの一例

で、「心の動き」としては次のような流れが考えられます。どのような問いを投げかける

ことで問題解決に辿り着くことができるのか。そもそもなぜ問題があるのか。具体的には

何が問題なのか。私たちがもっている情報はどのようなものか。考えられる解決方法は何

か。解決法Ａによって問題が解決される場合、どのような結果が得られるか。またそのメ

リットとデメリットは何か。解決法Ａを修正し、改善することは可能か。もしできないな

ら、他の解決法を試してみよう――といった具合です。これは探究のよい練習になりま

す。思考を「スキル」として指導するということは、思考を具体的に説明すること、それ

を練習すること、思考についてのフィードバックを行うことを意味します。そして最終的

には、スポーツや楽器を学ぶ時のように、スキルを違う文脈に転移できるようになる必要

があります。

私が研究している他のアイデアには、「インフュージョン法」とメタ認知があります。イ

ンフュージョン法とは、カリキュラム内のトピックの文脈に根差した形で思考についての

明確な指導を行う授業を設計する方法で、これは学習と理解を深めるだけでなく、生徒の

思考力の向上にもつながります。メタ認知は「思考について思考する」という特別なタイ
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プの思考で、新たな学習の文脈においても思考スキルを応用できるようにすることがその

目的です。メタ認知は、思考スキルをある授業から別の授業へだけでなく、毎日の生活へ

と転移できるようになることを重視しています。メタ認知により、生徒は、どのような場

面において問題解決スキルを活用することができるのかをより認識するようになり、自分

の考えを管理し、未来の思考に応用することができるようになります。しかし、学校や授

業によっては、生徒は思考については学んでいるものの、それを別の文脈へどのように転

移したらいいのかは学んでいないようです。

教師にとっても生徒にとっても、対話が重要な役割を果たします。教師は、教師間で協

働して概念や枠組みの間にあるつながりについて話し合う、カリキュラム横断的なアプロ

ーチを取り入れる必要があるかもしれません。また、生徒にとって、教室における対話は

非常に重要な要素です。生徒の語彙力を伸ばし、教師は習得された言葉が教師と生徒の間

だけでなく、生徒同士の間でも使われるように促す必要があります。これが生徒の協働を

増やし、「思考する教室」は対話がある場所に発展するのです。

思考スキルと同時に、多くの他の重要なスキルも指導しなければならないため、教師に

よる準備、計画はきわめて重要になります。しかし、しっかりとした準備、計画を行うこ

とにより、例えば、思考スキルと書くスキルのように、異なるスキルを合わせて学習する

ことが可能になります。

質問２：マクギネス教授の指導と学習についての考え方に影響を与えている主な教育者

は誰ですか？

• この分野の歴史において重要な思想家のひとりにジョン・デューイ（John Dewey）

がいます。アメリカの哲学者で、20 世紀前半に『How We Think （私達はどのよう

に考えるのか）』を執筆しました。彼は思考のトレーニングと、思考のための言語に

着目した思想家です。

• ２人目はジョン・フラベル（John Flavell）です。1970 年代および 80 年代の彼の

研究によって、メタ認知の概念が注目されるようになりました。

• ３人目はレフ・ヴィゴツキー（Lev Vygotsky）です。彼の発達心理学の研究、特に

子供と大人の間の対話が担う極めて重要な役割に関する洞察と認知発達のスキャフ

ォールディング（足場づくり）に影響を受けました。

• 最後にテッド・ラッグ（Ted Wragg）とジョージ・ブラウン（George Brown）です。

彼らの教室観察の研究では、効果的な指導の過程の考察、教室の会話を書き起こし、

良い説明、悪い説明の特徴の描写、異なるタイプの問いの分類が行われています。

質問３：ディプロマプログラムの教師におすすめの一冊を教えてください。またその理

由も教えて下さい。

ボブ・シュワルツ（Bob Swartz）のインフュージョン・アプローチは、インフュージョ

ン授業の設計方法、指導方法のとてもよい例です。特に、批判的思考を独立したコースに

おいて教えることに慣れている人におすすめです（Swartz, R and Parks, S. 1994. 

Infusing the Teaching of Critical and Creative Thinking into Content Instruction（批判的思

考と創造的思考の指導を教科内容の指導に融合する）：Critical Thinking Press and 

Softwa）。
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デビッド・パーキンス（David Perkins）の『Outsmarting IQ: The Emerging Science of 

Learnable Intelligence（ＩＱに勝つ：学びうる知性の科学）』（Perkins, D. 1995, The 

Free Press）もおすすめです。

質問４：今日の教育と 30 年前の教育の一番大きな違いは何だと思いますか？

最も大きな違いは、インターネットなどによって、すべての学習者が情報を入手しやす

くなったことだと思います。あまりにもたくさんの情報源やさまざまな見解があるため、

生徒は、それらを批判的に評価するための思考スキルやツールを携えなければなりませ

ん。現代において必要とされるこのようなスキルは 30 年前のものとはかなり異なると思

います。

質問５：今日、教師が直面している最も大きな課題は何だと思いますか？また同様に生

徒が直面している最も大きな課題は何でしょうか。

教師はさまざまな種類の取り組みを目の当たりにして圧倒されています。こうした異な

る取り組みには必ずしも一貫性があるわけではなく、時には互いに矛盾することさえある

ため、これらを統一した枠組みにまとめるのは難しい仕事です。また、あまりに多くのこ

とを要求される場合、指導において新たな方法を試してみる時間をとるのが難しくなりま

す。

生徒にとっての課題はもっと批判的になることです。情報を見極め、これらを批判的に

扱う能力を培うことが非常に重要です。

キャロル・マクギネス氏の主な著作：

• McGuinness, C. 1999. From Thinking Skills to Thinking Classrooms: A Review and 

Evaluation of Approaches for Developing Pupils ’ Thinking. Department for 

Education and Employment report.

• McGuinness, C. (forthcoming). Thinking Lessons for Thinking Classrooms: Tools 

for Teachers. Routledge.

クリストバル・コボ（Cristóbal Cobo）

略歴
クリストバル・コボ（Cristóbal Cobo）氏はオックスフォード大学インターネット研究

所（Oxford Internet Institute at the University of Oxford）の研究員で、イノベー

ションの研究、開かれた知識のイニシアチブ、未来の学習研究などの複数のプロジェクト

に携わっています。現在は、「インターネット科学と Oport Unidad プロジェクト」（欧州

委員会が研究費を交付）に取り組んでいます。

以前はオックスフォード大学のスキル・知識・組織パフォーマンス研究センター

（Centre on Skills, Knowledge and Organisational Performance）の準研究員で、メキ

シコのラテンアメリカ社会科学研究所（Latin American Faculty of Social Sciences）

では「通信と新技術」部門の教授とディレクターを務めました。加えて、米州開発銀行、
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アメリカ国立科学財団、マサチューセッツ工科大学出版局（アメリカ）、国際労働機関

（国連）、国際開発研究センター（カナダ）の外部評価員の経験もあります。

コボ氏はバルセロナ自治大学においてコミュニケーション科学博士号（優等）を取得し

ており、現在は、グローバル・オープン教育リソース（OER）卒業生ネットワーク委員会

の委員を務めています。

クリストバル・コボ

インタビュー
質問１：コボ先生の、教育に対する主な考えについて詳しくお聞かせください。

最近では、教育について以下の３つの重要な考え方に着目しています。

• まず、内容よりも文脈にもっと重点を置くことです。適切な文脈は、人々の間の相

互作用やつながりを刺激します。

• 次に、私は、ジョージ・シーメンス（George Siemens）氏の研究から多くの刺激を

受けています。情報の価値は劇的に変わり、20 年前における知識へのアクセスと現

在のそれとの間には大きな違いがあります。現代におけるこの「知識のネットワー

ク」により、既存の学習の構造は岐路に立たされていると言えます。

• 最後にとりわけ重要なのが、学校内で、企業主導の取り組みを実施するというアイ

デアです。これによって、社会のニーズに根差した新しいビジネスが生まれます。

質問２：コボ博士の指導と学習についての考えに影響を与えている主な教育者は誰です

か？

• 革新を推進したジョン・シドニー・ブラウン（John Sidney Brown）です。彼は元々

は産業界の人でしたが、その後教育分野に転向しました。彼の研究は「知識につい

て考えること」の難しさを指摘しています。

• スタンフォード大学の研究者であり、教授でもあるラリー・キューバン（Larry 

Cuban）は教室にテクノロジーを取り入れることに着目しています。彼はこのテーマ

に関して、示唆に富む重要な議論を展開しています。

• ネイル・セリン（Neil Selyin）は、「知識はどのようにして教室にもたらされるの

か」というテーマを総合的なアプローチを用いて研究しており、長年にわたって繰

り返され続けている過ちに取り組んでいます。
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• ジョージ・シーメンス（George Siemens）と彼のデジタル化時代の学習理論にも影

響を受けました。私はこの理論については個人的に少々懐疑的でもあるのですが、

同理論は今日子供たちが扱うべき情報の量に関して多くのことを示していると思い

ます。

• イヴァン・イリチ（Ivan Illich）は学校について厳しい批判を展開していますが、

これは、学校教育とそれとは異なる非公式の教育の組み合わせを強調する、示唆に

富む批判だと考えています。

質問３：ディプロマプログラムの教師におすすめの一冊を教えてください。またその理

由も教えて下さい。

ジョン・モラベック（John Moravec）著『Knowmad Society（「Knowmad」社会）』（2013, 

Education Futures LLC）という本をおすすめします。この本は、私が先の質問項目にお

いて述べた大事なアイデアの１つ、学校教育に企業主導のイニチアチブを取り込むことに

着目しています。また、ピーター・ドラッカー（Peter Drucker）によって提唱された

「ナレッジワーカー」の考え方を中心に、テリトリーだけでなく、知識の観点からも永久

的な流れについて論じており、生徒の立ち直る力と適応力の重要性についても強調してい

ます。これは、フリードマン（Thomas Friedman）が言うところの「フラット化する世界

（Flat World）」の知識という概念にもつながります。

質問４：今日の教育と 30 年前の教育の一番大きな違いは何だと思いますか？

私は、試験や評価にこだわりすぎる傾向に批判的な考えをもっています。教室で用いる

ことのできる新たな方法を探ろうとするたびに、国や教育機関による試験で失敗するので

はないかという心配が持ち上がります。つまり、失敗するかもしれないという不安のため

に、イノベーションが進まないのです。

私たちは現在、従来の学習の正規の場所から、非公式の学習の場、そして学習の混合ア

プローチへと新たな道を歩き始めています。ここで私がいう「混合」とは、学校教育とそ

れ以外における教育、個人と集団、オンラインとオフラインの混合を意味しています。

質問５：今日、教師が直面している最も大きな課題は何だと思いますか？また同様に生

徒が直面している最も大きな課題は何でしょうか。

教師はナレッジワーカー、または「knowmads」（訳注：nomad と know を組み合わせた造

語）です。知識は商品であり、自分の中のスイッチを押してやる気になれば、いつでも学

ぶべき価値ある知識を見つけられるでしょう。

課題は、常に変わりゆく情報をどう扱うかということにあります。知識は液体のような

ものです。ある型にはまっているかと思えば、次の瞬間には別の形になることもありま

す。例えば、私たちは本を読みますが、本を新たな情報に合わせて更新することは、学習

者が最新情報を知るための一番早い方法ではありません。知識の流れ方に合わせて内容を

更新していくことの難しさは、情報を得るための他の方法を見つけることと、教師の役割

の重要性を意味しています。

生徒にとっては、世界は複雑であり、私たちがどこに向かって進んでいるのかを理解し

ている生徒はいません。私たちは、現在何が起こっているのかがわからないため、未来に

ついて話しがちです。彼らが進むべき方向性を私たちがわかっていないのですから、これ
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は生徒にとっては大きなプレッシャーです。生徒は、学校教育の枠を超えたさまざまな方

法や手段について早い段階で決断を下す必要があります。彼らは、学校で学ぶ内容は十分

ではないこと、成績だけでは十分ではないことを理解しなくてはなりません。生徒は、自

分が進んでいく学習の航路において自分自身が舵を取り、できる限りの時間を学校内外の

イノベーションに費やし、社会企業家精神をもち、生涯学習に積極的に取り組んでいかな

ければなりません。

いわゆる「オタク」のコミュニティと、彼らがインターネットで協働するやり方を見て

ください。オンラインコミュニティーにおいて、他の人が作ったものを認めるこのやり方

は「デジタルマッチ」と呼ばれています。学習に対する社会の舞台は変わってきていると

いう意識が、段々と広まっています。

クリストバル・コボ氏の主な著作：

• Cobo Romani, C and Moravec, J. 2011. Invisible Learning: Towards a new 

ecology of learning. Barcelona. University of Barcelona.

• Cobo, C. 2011. “Exploring digital literacies and illiteracies”. TED talk.

• He curates http://blogs.oii.ox.ac.uk/cobo and @cristobalcobo

グラント・ウィギンズ（Grant Wiggins）

略歴
グラント・ウィギンズ氏（Grant Wiggins）はニュージャージー州ホープウェルにある団

体「真正の教育」（AE―Authentic Education）の代表を務めています。教育学博士号

（Ed.D.）をハーバード大学で、文学士号（BA）をアナポリスのセント・ジョンズ・カレッ

ジで取得しました。ウィギンズ氏と AE の同僚は、学校、学区、州や国の教育省に対して、

さまざまな改革案件の指導や助言を行っています。また、学会やワークショップの開催に

も携わり、学校改革の鍵となる論点に関する紙媒体の資料やオンラインリソースを開発し

ています。

ウィギンズ氏はおそらく、ジェイ・マクタイ氏（Jay McTighe）との共著である『理解を

もたらすカリキュラム設計』と、同じく共著の『学校教育の意図的設計』で、最もよく知

られています。『理解をもたらすカリキュラム設計』は 1998 年、教育出版社協会の教育部

門最高著書賞を受賞した著作であり、世界中で用いられている非常に成功したプログラム

とカリキュラム設計の資料を提供しています。ウィギンズ氏は「理解をもたらすカリキュ

ラム設計」が取り入れられたピアソン出版からの 10 冊以上の教科書プログラムの共著者

でもあります。彼の研究は、ピュー慈善信託、ジェラルディン・R・ダッジ基金、全米科

学基金からの支援を受けてきました。

過去 25 年間にわたって、ウィギンズ氏は、テッド・サイザー（Ted Sizer）のエッセン

シャル・スクール連盟、国際バカロレア、アドバンスト・プレースメント・プログラム、

ニュージャージー州・ニューヨーク州・デラウェア州の改革イニシアチブ、中国、フィリ
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ピン、タイの全国的な改革など、世界で最も影響力のある改革イニシアチブに携わってき

ました。

ウィギンズ氏は評価改革の研究でも広く知られています。バーモント州のポートフォリ

オ・プロジェクトや、ニュージャージー州とノース・カロライナ州におけるパフォーマン

ス評価連合といった、アメリカの多くの州の評価改革イニシアチブにおいて、指導、助言

を行う際に中心的な役割を担ってきました。

論文も多数あり、『Educational Leadership（教育のリーダーシップ）』や『Phi Delta 

Kappan（ファイ・デルタ・カッパン）』などの学術誌に掲載されています。ウィギンズ氏

の研究は、中等学校で教師およびコーチを務めた 14 年間の経験に根ざしています。英語

と選択科目である哲学を教え、学校代表のサッカーチーム、クロス・カントリー、学校副

代表野球チーム、陸上競技のコーチもしていました。彼はまた、ロックバンド「ハズビン

ズ（Hazbins）」のギタリスト兼歌手でもあります。

グラント・ウィギンズ

インタビュー
質問１：ウィギンズ先生の教育に対する主な考えについて詳しくお聞かせください。

私は 30 年間、カリキュラム設計に焦点を絞った研究を行ってきました。私がこの分野に

携わるようになったのはかなり遅い方で、どちらかというと「流れに身を任せる」姿勢を

保っていました。しかし、今日では、内容についてだけの思考や、インプットと学習を中

心に据えた思考から脱するカリキュラム設計を行う体制を確立することが重要になってき

ています。

どのようにすれば、自分が最も興味をもつことに対する成果を生み出すことができるの

か。『理解をもたらすカリキュラム設計』とその関連プロジェクトは、この問いの答えを

見つけることに取り組んできました。つまり、学習と長期目標に焦点をあてた思考ツール

と方法の探究に取り組んできたと言えます。
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学習者の自主性を高めることと長期目標にもっと焦点をあてる必要があります。加えて、

長期教育の成果としてスキルの転移にも着目すべきです。一度訪問したことがある学校に

おいて、「この学校の教師はクラスの全員に教えていますか？それとも一部のできる生徒

にだけ教えていますか？」という質問したところ、生徒の半数のみが「クラスの全員に教

えている」と答えました。中等学校レベルにおいては明らかに問題があります。教師が単

に学習内容だけではなく、学習のプロセスに目を向ければ、あまり出来がよくない生徒の

成績もよくなり、学習により積極的に取り組めるようになるでしょう。

授業において生徒が退屈するというケースが多すぎます。教師は、生徒を退屈させると

いうことは、興味をそそる方法でトピックを教えられていないことを意味するという事実

をまだ認識していないようです。

質問２：ウィギンズ先生の指導と学習についての考えに影響を与えている主な教育者は

誰ですか？

私の個人的な師と仰ぐ人物は進歩主義の思想家たちです。

• ジョン・デューイ（John Dewey）

• ジェローム・ブルーナー（Jerome Bruner）の 1960 年代の研究。彼は興味をそそる

新たなアイデアをカリキュラム設計に応用しました。

• 国内の学校の教育改革に共に携わったテッド・セイザー（Ted Theiser）。

• ラルフ・タイラー（Ralph Tyler）および難しいカリキュラムと評価の運用に関する

彼の研究。

質問３：ディプロマプログラムの教師におすすめの一冊を教えてください。またその理

由も教えてください。

• ジョン・ハッティ（John Hattie）著『Visible Learning（可視化された学習）』は指

導と学習に効果的な方法を示す研究やメタ分析についてまとめています。

• ハワード・ガードナー（Howard Gardner）著『The Unschooled Mind（学校によら

ない心）』は思考と理解が生徒の中でどのように作用するのかについて示唆に富む議

論を展開しています。この本は、誤った理解と誤った考え、そして科学の世界の枠

を超えてこれらを共有することに対してはじめて注意喚起を促しました。

質問４：今日の教育と 30 年前の教育の一番大きな違いは何だと思いますか？

今日は結果を重視する傾向があります。30 年前は何を教えたか、そして自分は何ができ

るかを言えば何とかなりましたが、現在はそれではどうにもなりません。

私たちは良い心ざしや計画があるかどうかではなく、成果に目を向けなければなりませ

ん。成果を重視することは、近年の大きな動きであり、教育者は、教師が生徒に与えてい

るもの、生徒が元々もっている能力を超えて学校が達成したことを考慮しなければなりま

せん。さらに今、評価をもっと重視しようという大きな変化の波がきています。優れた教

師になるためには、形成的評価と総括的評価の両面から優れた評価者になることが必要で

す。これは大きな変化であり、これによって教育がよりよい方向に向かうことが期待され

ます。

質問５：今日、教師が直面している最も大きな課題は何だと思いますか？また同様に生

徒が直面している最も大きな課題は何ですか？
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教師にとっての最も大きな課題は、現代世界の襲来であると言えます。教師はもはやあ

がめられる存在ではなく、また、生徒にとっての唯一の教師でもありません。今日では、

例えば YouTube を見てどんな分野でも独学することができます。競争は激しくなってお

り、したがって教師は心して教育に臨んでいかなければならないことをもっと認識する必

要があります。

かつては成績が悪い生徒を無視することは容認されていました。しかし、これは道徳的

に間違っているだけでなく、現在の私たちにはそんな悠長なことをしている余裕もありま

せん。やる気のある聡明な生徒だけでなく、すべての生徒に行き届く指導方法を見つける

ことこそが、普通教育に対する期待であり、現実であるからです。

欲求が直ちに満たされる今日の世界では、満足感を得るのが遅れると生徒は失望します。

教師は生徒の注意をひきつけ、長期の目的に向かって集中力を持続させることが難しいと

感じているようです。また、テクノロジーは、生徒がよい成績を収めるのに必要な読み書

きの力の低下の原因になり始めています。

グラント・ウィギンズ氏の主な著作：

• Wiggins, G and McTighe, J. 2005. Understanding by Design®. Second Edition. 

ASCD.

• Wiggins, G. 1998. Educative Assessment. Jossey Bass.

• Wiggins, G and McTighe, J. 2007. Schooling by Design. ASCD.

ロバート・シュワルツ（Robert Swartz）

略歴
ロバート・シュワルツ氏（Robert Swartz）はアメリカの National Center for Teaching 

Thinking のセンター長で、同センターはスペインにも支局があります。シュワルツ氏は

1963 年にハーバード大学で博士号を取得し、ボストンのマサチューセッツ大学では名誉教

授を務めました（2002 年に退官）。マサチューセッツ大学では心理学部長を務めると同時

に、批判的・創造的思考についての教師向けの革新的な修士課程プログラムを開設し、初

代プログラム長を兼任しました。

シュワルツ氏は 25 年以上と長きにわたり、教師、学校、学区、大学と協力して国際的な

研究を行ってきました。また、批判的・創造的思考を学習内容の中に取り入れることでカ

リキュラムと教授法を再構築するプロジェクトにも携わってきました。同氏は「思考を基

盤とする学習プロジェクト」の開発リーダーでもあり、数年にまたがって行われたこのプ

ロジェクトでは、多くの学校がカリキュラム全体を通じて学習内容の指導の中に批判的・

創造的思考を取り入れることに成功しました。

シュワルツ氏は哲学、指導、思考の評価の分野において数多くの著作や論文を発表して

います。さらに、全米学力検査における思考スキルテストの顧問も務めています。また、

北アイルランドのクイーンズ大学ベルファストのキャロル・マクギネス（Carol 
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McGuinness）教授と共著でＩＢプログラムの思考指導についての本も発表しました。同氏

は現在、「思考についての国際学会」の組織委員会のメンバーでもあります。

ごく最近の著書は、彼を筆頭著者に５人の共著で 2007 年に出版された『Thinking-Based 

Learning（思考を基盤とする学習）』で、同書は 2010 年に増刷され、2013 年にはスペイン

語にも翻訳されました。2014 年には、スペインの各地で思考指導の重要性を説く一連の講

習会を開催し、同様の講習会をチリでも行う予定です。現在、思考を基盤とする学習につ

いてのスペイン語のオンライコースを開発中で、英語版もこれに続く予定です。

ロバート・シュワルツ

インタビュー
質問１：シュワルツ先生の教育に対する主な考えについて、詳しくお聞かせください。

若い頃、私は多くの人があまりよく考えていないということに気づき、これが私の研究

のきっかけになりました。あまりにも多くの人が、結論を急ぎ、他の選択肢についてはめ

ったに考えず、決断を下す前にデメリットについて検討すらしていないということに気づ

いたのです。教育における私の貢献は、生徒がより優れた思考を行うための明確な戦略を

打ち立てる手助けをしてきたことだと考えています。生徒は決定、比較、対照などの特別

な種類の思考をする前に、答える必要のある問いとその順序を考えることで、思考の戦略

を立てます。私の研究は、生徒が今後の人生に役立つ思考の習慣を身につけ、学習内容を

より豊かに、深く理解する力を培うために、基本的な学習内容の中にどうやって優れた思

考パターンを教える機会を組み込んでいくかに焦点を当てています。

私が初めて思考スキルを学習内容に組み込んだ指導の実践を目にしたのは、1976 年、あ

る高等学校の授業観察においてでした。生徒は２冊の本において提示されている異なる歴

史的「事実」に向き合っていました。そして、クラス全体で批判的思考クの議論をし始め

ました。何が正しいかを生徒はどのようにして決めるのでしょうか。彼らはそれぞれの資

料の情報が信頼に値するかを見極め、誰を信用できるかを判断するためのチェックリスト

を作成し、使用し始めました。この教師は、彼らが今後の人生で使うことができる何かを
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この授業で身につけることを目指していたのです。これは私にとってとてつもなく衝撃的

で、学会や著作でこの体験を共有しました。この時から、私の主眼は、どうしたら教師が

これと似たようなことを教室で実行するためのサポートができるかということに変わりま

した。

質問２：シュワルツ先生の指導と学習についての考えに影響を与えている主な教育者は

誰ですか？

• 批判的思考およびこのスキルの育成方法について論じているイリノイ大学のロバー

ト・エニス（Robert Ennis）氏。

• ハーバード大学教育大学院（Harvard Graduate School of Education）のプロジェ

クト・ゼロの創始者の一人であるデビッド・パーキンス（David Perkins）氏。この

プロジェクトは 1980 年代から継続しており、よりよい思考と学習を促進するために

教室で実践できることについての議論を重ねています。

• カリフォルニア州立大学サクラメント校の名誉教授アーサー・コスタ（Arthur 

Costa）氏。彼は生徒が「心の習慣」（Habits of Mind）を確立する際のサポートに

関するアイデアを紹介し、これを指導に取り入れることを奨励しました。

• 教室に影響をもたらす私たちの思考や感情について議論を展開したカール・ロジャ

ース（Carl Rogers）などの心理学者。

• エドワード・デボノ（Edward de Bono）と彼の思考法。この方法はとてもわかりや

すく、生徒に思考法を指導する上で非常に役立ちます。

• しかし何といっても、私のヒーローはソクラテスです。 彼は、何を受け入れ、信じ

るのかという重要な問いを自分自身に問うよう他者に働きかけて、自分の命を失い

ました。また「よい質問を投げかける」という重要な教育モデルを私達に残しまし

た。多くの人々が、問いを用いて優れた思考を促しています。

質問３：ディプロマプログラムの教師におすすめの一冊を教えてください。またその理

由も教えて下さい。

• 私と他４人の著者（Art Costa, Barry Beyer, Rebecca Reagan, Brian Kallick）の

著者で共同発表した『Thinking-Based Learning（思考を基盤とする学習）』 (Swartz 

et at. 2010. Thinking-Based Learning. Teachers College Press.)をおすすめし

ます。授業や教室での実践に密接に関連した内容になっています。

• また、デビッド・パーキンス氏の論文『Teaching for Understanding（理解のため

の教育）』 （Perkins, D. 1993. “Teaching for Understanding”. American 

Educator: The Professional Journal of the American Federation of Teachers. Vol 

17, number 3. Pp. 28–35.）もおすすめです。

質問４：今日の教育と 30 年前の教育の一番大きな違いは何だと思いますか？

思考と学習内容を統合する動きは、ちょうど 30 年前に始まりました。大抵の教師は、当

時うまくいっていなかった指導法にかわる実現可能な選択肢を考えることができませんで

した。教師はかつて自分たちが教えられていた方法で教えており、したがって彼らに違う

教え方を身につけるよう促すのは大変なことでした。今日、ほとんどの教師は変化を受け

入れ、変わろうとしています。古い指導方法はもはやうまく機能せず、教師は、生徒の学
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習により大きな影響を与える新しい方法を模索しています。特に注目に値すべきことは、

このような新しい方法は新たな教材だけでなく、異なる教育の方法論や新たな教室のあり

方をも含むという点です。

多くの教師は現在、実際に、さまざまな指導方法を試み、それにより生徒は、以前より

もずっと学習に対して意欲を示しています。同時に、まだ思考を学習内容に統合していな

い多くの教師が依然として世界中にいることも言い添えておく必要があるでしょう。この

点においてＩＢは先導者になれる存在であり、現に今、教育界のこうした変化の流れを牽

引しています。

質問５：今日、教師が直面している最も大きな課題は何だと思いますか？また同様に生

徒が直面している最も大きな課題は何でしょうか。

教師はよりよい指導方法、そして生徒に刺激を与えるための優れた方法を、学校内だけ

でなく、生活の中にも探し出そうとしています。教師にとっての最大の挑戦は、自分自身

の批判的・創造的思考力を発揮して、真に効果のある新しい指導方法を選びとることにあ

ります。

生徒にとってますます重要となる課題は、受け身の姿勢を減らし、学校教育の道を歩ん

でいく上で、教育をもっと有意義なものにするために自分たちで行動を起こすことにあり

ます。これには、教育をよりよい方向に変化させるよう取り組むことが含まれます。生徒

は、単にすべてのテストをパスすることだけに意識を集中し、卒業すれば学校を過去のも

のとして置き去りにしてすべて忘れ去るという、いわば諦めの姿勢は捨てなければなりま

せん。生徒にとって、古いシステムで指導する教師から何かを学ぶのは難しいことです。

したがって、生徒にとっての挑戦は、教師を実際に変わろうとする気にさせることだと言

えます。教師は生徒を教育する中で、より良い「指導のアプローチ」を学ぶことができま

す。また生徒は、「あなたならそれができる」というはっきりとしたメッセージを教師に

送ることができるのです。

ロバート・シュワルツ氏の主な著作：

• Swartz, R and Parks, S 1995. Infusing Critical and Creative Thinking into 

Elementary Education, Critical Thinking Books (Available through 

www.nctt.net)

• Swartz, R. “In the Grips of Emotion” in Costa (Ed). 2001. Developing 

Minds: A Resource Book for Teaching Thinking, 3rd Edition

• Swartz, R. et al. 2010. Thinking-Based Learning. Teachers College Press & 

SM Publishing Co, Madrid (in Spanish, 2013)
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もっと見る

ツール

振り返りのツール
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https://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpatl_gui_1502_1/jp/self-reflection_tool_jpn.docx


単元指導案の使い方

ＤＰのすべての教師は、明確な計画を立てることが求められます。ＩＢは計画をどのよ

うに立てるべきかを定めた特定の形式等は特に規定していませんが、計画立案のプロセス

において、ＤＰ教師のために開発されたＤＰ単元指導案 の３つのテンプレートから１つ

を選んで用いることができます。これらのＤＰ単元指導案は、教師が授業において指導す

る内容を義務づけたり制限したりするものではありません。むしろ、教師が、何を教えて

いるかだけではなく、どう教えているかについてより深く考えることを促し、そのプロセ

スを支援することを目的としています。

利用可能な単元指導案

ＤＰ単元指導案テンプレート１

ＤＰ単元指導案テンプレート２

ＤＰ単元指導案テンプレート３

「生物」の単元指導案実例（テンプレート２）

「生物」の単元指導案実例（テンプレート３）

「歴史」の単元指導案実例（テンプレート１）

「歴史」の単元指導案実例（テンプレート３）

「英語 A：文学」の単元指導案実例（テンプレート３）

ツール

単元指導案
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https://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpatl_gui_1502_1/jp/DP_unit_planner_style_1_jpn.docx
https://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpatl_gui_1502_1/jp/DP_unit_planner_style_2_jpn.docx
https://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpatl_gui_1502_1/jp/DP_unit_planner_style_3_jpn.docx
https://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpatl_gui_1502_1/jp/Example_biology_unit_plan_planner_2_jpn.docx
https://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpatl_gui_1502_1/jp/Example_biology_unit_plan_planner_3_jpn.docx
https://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpatl_gui_1502_1/jp/Example_history_unit_plan_planner_1_jpn.docx
https://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpatl_gui_1502_1/jp/Example_history_unit_plan_planner_3_jpn.docx
https://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpatl_gui_1502_1/jp/Example_English_A_literature_unit_plan_planner_3_jpn.docx
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